
2020年3月30日 2020年10月31日 2020年11月4日 2020年10月26日 2020年11月4日 2020年10月30日 2020年11月2日

日本語の名称 ビットコイン ライトコイン エックスアールピー（リップル） イーサリアム ビットコインキャッシュ ステラルーメン イーサリアム クラシック

現地語の名称 Bitcoin Litecoin XRP（Ripple） Ethereum Bitcoin Cash Stellar Lumens Ethereum Classic

呼称（日本語の名称と同じ場合はー表記） ー − ー − ー ステラ −

ティッカーコード（シンボル） BTC、XBT LTC XRP ETH BCH、BCC XLM ETC

発行開始（年、月、日） 2009年1月3日 2011年10月 2012年9月（Ripple Consensus Ledgerの開始日） 2015年7月30日 2017年8月1日 2014年7月31日 2016年7月20日

時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000） $254,485,541,126 $3,656,741,432 $10,518,586,978 $46,309,598,400 $4,379,000,000 $1,733,858,620 $604,525,493

時価総額（円基準、例：￥100.000.000） ¥26,466,496,277,104 ¥383,069,262,192 ¥1,101,084,875,752 ¥4,856,487,584,208 ¥459,300,000,000 \‭181,500,320,342 ¥63,359,107,916

主な利用目的 送金、決済、投資 送金、決済、投資 送付（送金）、決済、投資 送金、決済、スマートコントラクト 送金、決済、投資 個人、中小企業向け送金、決済、投資 送金、決済、スマートコントラクト

利用制限の有無 ー − ー なし ー − −

海外流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり

国内流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり

店舗等の利用制限の有無 ー − ー なし ー − −

利用制限を行う者の属性 ー − ー なし ー − −

利用制限の内容 ー − ー なし ー
管理者である「Stellar Development Foundation（ステラ開発財団）」、出資者である「Stripe」社は発行から5年間は

XLMを売却不可
−

一般的な性格
分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代

償として発行される暗号資産

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として

発行される暗号資産

・XRPは金融機関の送金において法定通貨間のブリッジ通貨としてオンデマンドの流動性を提供する役割を有している。これ

によって金融機関は従来よりも格段に流動性コストを下げつつも送金先のリーチをグローバルに広げることができる。

・XRPはRipple Consensus Ledger上での取引における取引料としての性格も有している。ネットワークへの攻撃が起こった

時には手数料が自動的に釣り上げられるため、攻撃が未然に防げる仕組みとなっている。XRPは3〜5秒ごとにファイナリティ

をもって決済を行うことができ、1秒につき1,500の取引を決済できるスケーラビリティを有する構造となっている。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行される暗号資

産。

分散型アプリケーションが動作する実行環境の役割を果たす特徴を持つ。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産。
一般人、中小企業、中小金融機関の間で直接的に資金を移動可能なプラットフォームを利用するための暗号資産

・分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行

される暗号資産

・分散型アプリケーションが動作する実行環境の役割を果たす特徴を持つ

法的性格

（資金決済法第2条第5項第１号、第２号の別　例：第1号）
第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名称 − − ー − − − −

発行暗号資産に対する資産（支払準備資産）の有無および名称 ー − ー なし ー − −

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求権） ー − ー なし ー − −

支払請求（買取請求）による受渡資産 − − ー − − − −

発行者が保有者に付与するその他の権利 ー − ー なし ー − −

発行者に対して保有者が負う義務 ー − ー なし ー − −

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 ー − ー なし ー − −

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組織の形態 パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性 ハッシュ関数（SHAー256、RIPEMDー160）、楕円曲線公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 Scryptアルゴリズムを用いたプルーフオブワーク
・取引はED25519とSECP256K1によって暗号署名が行われ、ハッシュにはSHA512 halfが使われる

・Multi-sign機能によって高度のセキュリティを可能としている
公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 ハッシュ関数（SHAー256、RIPEMDー160）、楕円曲線公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

利用者の真正性の確認 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Proof of work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合意する必要がある

が、その合意形成方式）の1つであり、一定の計算量を実現したことが確認できた記録者を管理者と認めるこ

とで分散台帳内の新規取引を記録者全員が承認する方法

Proof of work

Scryptアルゴリズムを用いたプルーフオブワークの仕組みにより、Litecoinブロックチェーンの維持管理に参加する者

が、ブロック生成に必要な、およそ2分30秒（150秒）間隔で発見可能な難易度に調整され、かつ完全に確率的で計算

コストの掛かる特定のナンス（nonce）を見つけ、Litecoinネットワークに対し伝播することをもって、維持管理参加

者が指定するアドレスに対してプロトコルから付与される。

・Ripple Consensus Ledger（RCL）はビザンチン将軍問題を解決する独自のコンセンサスアルゴリズムを採用し、Proof-

of-Workよりもより速くかつ効率的に取引を承認することができる

・信頼される認証済み法人バリデーター（検証者）が取引についての投票を行い、80%以上の合意が得られた取引については

承認を行う。RCLでは決済が3〜5秒ごとに実行され、1秒につき1,500の取引まで対応できるスケーラビリティを有する

現状はBitcoinと同様のPoWを用いているが、difficultyの累積和の意味で最長のチェーンを採択するのではなく、アンクルブロックの数

も考慮して最も多くのブロックが累積したチェーンを採択する点で若干の差異がある。

また、Ethereum 2.0においてPoSに移行する予定であり、いわゆるマイニングの代わりとして、ETHをステークしている量に応じてブ

ロック生成権が付与される形態となる。

Proof of work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の二重取引を排除するための合意形成方式）の一つであり、そのときのナンスの

ターゲット以下のブロックハッシュであるブロックを各自のノードが任意に取り込み、最も計算量の多いチェーンを正当と見

なす。

Stellar Consensus Protocol

Proof of Work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合意する必要があるが、その合意形成

方式）の一つであり、一定の計算量を実現したことが確認できた記録者を管理者と認めることで分散台帳内の新規取引を記録

者全員が承認する方法。

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無とその名称

（アルトコインのみ）
ー BTC ー なし BTC XRP ETH

取引単位の呼称

1 BTC = 1,000 m BTC　　　   ｍ：ミリ

1 m BTC=1,000 μ BTC　　　  μ：ミクロン

1 μ BTC=1 bits　　　　　　bits：ビッツ

1 bits=100 satoshi

1 LTC = 1,000m LTC　　　   ｍ：ミリ

1 m LTC = 1,000μ LTC　　　  μ：ミクロン

1 μ LTC = 1 bits　　　　　　bits：ビッツ

1 bits = 100 satoshi

1 XRP = 1,000,000 drop

finney=0.001ETH

szabo=0.000001ETH

wei=0.000000000000000001ETH

1 BCH= 1,000m BCH　　　   ｍ：ミリ

1 m BCH=1,000μ BCH　　　  μ：ミクロン

1 μ BCH=1bits　　　　　　bits：ビッツ

1 bits=100satoshi

XLM wei = 0.000000000000000001 ETC

保有・移転記録の最低単位 1 satoshi ( = 0.00000001 BTC) 1 satoshi （ = 0.00000001 LTC） 1 drop （ = 0.000001 XRP） 1wei (=0.000000000000000001 ETH) 1 satoshi （ = 0.00000001 BCH） 0.0000001 XLM 1 wei （= 0.000000000000000001 ETC）

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 ー − ー なし ー − −

制限内容 − − ー − − − −

交換市場の有無 あり あり あり あり あり あり あり

価値が連動する資産等の有無 ー − ー なし ー − −

価値連動する資産等の名称 − − ー − − − −

価値連動する資産等の内容 − − ー − − − −

価値連動する資産との交換の可否 − − ー − − − −

価値連動する資産との交換比率 − − ー − − − −

価値連動する資産との交換条件 − − ー − − − −

その他の付加価値（サービス）の有無 ー − ー あり ー あり あり

付加価値（サービス）の内容 − −
金融機関の国際送金において流動性確保するためのブリッジ通貨として使われる。Ripple Labs Inc.とR3 LLCが共同で行い、

12の金融機関が参加した実証試験ではXRPを使用することで送金コストが60%低減できることが実証された。
Ethereumネットワーク上でのスマートコントラクトの記録と実行 − DEXの提供（StellarX： https://www.stellarx.com/） Ethereum Classicネットワーク上でのスマートコントラクトの記録と実行

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況 − −

・上記の通り、2016年に金融機関による実証試験が行われた

・マネーグラム社がXRPを利用し米国とメキシコ間でODLを利用した国際送金を初めて行っている

・FlashFXはフィリピンへの支払いで正式にODLを導入した（AUD/PHP）

安定してサービスが続いている − 安定したサービスが続いている 2020年8月に51%攻撃により不安定化したが、その後は安定している。

発行者 ー − あり あり ー あり −

発行主体の名称 プログラムによる自動発行 プログラムによる自動発行 Ripple Labs Inc. Ethereum Foundation プログラムによる自動発行 ステラ開発財団 （ https://www.stellar.org/ ） プログラムによる自動発行

発行主体の所在地 − − San Francisco, California, U.S. スイス連邦ツーク州 − 米国・カリフォルニア州 −

発行主体の属性等 − − ソフトウェア開発 次世代の分散型アプリケーションの開発 − 非営利団体 −

発行主体概要 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集団・共有管理 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集団・共有管理 Ripple Labs Inc.（https://ripple.com/） 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集団・共有管理 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集団・共有管理 ステラ開発財団 （ https://www.stellar.org/ ） 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集団・共有管理

発行暗号資産の信用力に関する説明

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

XRPはオープンなネットワーク上で固有のコンセンサスアルゴリズムによって取引が承認され、暗号化技術による堅牢なセ

キュリティ構造を有する。取引が承認されるためには80%以上の認証済み法人バリデーターが合意をする必要があり、承認さ

れた取引はグローバルに共有されたパブリックな台帳に記録され、改ざん不可能となる。

XRPは国際送金の法人向けユースケースをサポートする機能を有したデジタルアセットであり、銀行によって直接保管され使

用される実証試験が行われた唯一の独立型暗号資産である。

XRPはネットワーク開始以降2900万回台帳が更新されており、2016年には一度もダウンタイムは発生しておらず、強固な

ネットワークにより支えられている。

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

最も計算量の多いチェーンを正当とみなす作業証明により信用を担保している

・オープンなネットワーク上で固有のStellar Consensus Protocolによって取引が承認され、暗号化技術による堅牢なセ

キュリティ構造を有する

・取引が承認されるためにはバリデーター（承認者）の合意が必要、承認された取引はグローバルに共有されたパブリック

な台帳に記録され、改ざん不可能

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

発行方法
分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代

償として発行される暗号資産

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として

発行される暗号資産
2012年のネットワーク発足時に全て発行済み

初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償としてプロ

グラムにより自動発行

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産
ICO、プログラムによる自動発行、プロジェクトへのエアドロップ

初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償

としてプログラムにより自動発行

発行可能数 20,999,999.9769 BTC 84,000,000 LTC 100,000,000,000 XRP 未定 20,999,999.9769 BCH
50,001,803,688 XLM

（2020年10月25日現在）
210,000,000 ETC

発行可能数の変更可否 可 可 不可（全量発行済みのため追加発行無し） 不可 可 可 不可

変更方法 発行プログラムの変更 発行プログラムの変更
Ripple Consensus LedgerのP2Pサーバー向けソフトウェアであるrippledのプログラム変更（現時点では発行するプログラ

ム自体が存在しないので、新規に作成する必要がある）
− 発行プログラムの変更 発行プログラムの変更 −

変更の制約条件 分散型保有・移転管理台帳の記録者の95％以上の同意及び記録者によるプログラム修正の実施 −
・80％以上のバリデーターが合意しなければならない

・合意後に、プログラムの修正を実施する必要がある
− 分散型保有・移転管理台帳の記録者の95％以上の同意及び記録者によるプログラム修正の実施 − −

発行済み数量 18,528,231 BTC 65,799,340 LTC 100,000,000,000 XRP 113,160,000 ETH 18,274,075 BCH
20,858,997,284 XLM

（2020年10月25日現在）
116,313,299 ETC

今後の発行予定または発行条件

・1ブロックを更新するごとに6.25BTCを新規発行している

・210,000ブロックの更新を終えるごとに1ブロック更新による新規発行数が半減する仕組みとなっている

・2020年10月28日18:00時点でのブロック数＝654,536個

 （データ取得元）https://btc.com/

およそ10分に1ブロックを更新しており、日本時間2020年5月12日に半減期を迎え1ブロック更新当たり新規

発行数が12.5BTCから6.25BTCとなっている。

・採掘者は1ブロック発掘するごとに12.5 LTCが与えられる

・この数は約4年ごとに半減する（840,000ブロックごと）

１回目: 2015年8月26日、２回目: 2019年8月5日

・Litecoinネットワークでは、Bitcoinのおおよそ4倍の量の暗号資産、約840,000,000枚のLitecoinが生成される事に

なる

・2012年に全て発行されており、今後の発行予定は無い

・発行済のXRPの約62%（2017年9月時点）をRipple Labs Inc.が保有し、市場に分配している。約37%はすでに市場に流通

している

・現行は平均13.3秒につき1ブロックを生成、1ブロックあたりの報酬2ETH+トランザクション手数料

・Ethereum 2.0に移行完了後は、PoWによるマイニングは廃止（ただし、並行して新旧２つのチェーンが当面稼働の予定）

・代わって、PoSによるステーキング報酬へと移行し、およそ年率0.5%程度のインフレ率で発行される

− −

15秒につき1ブロックを生成し、1ブロックあたり約4ETCを発行。

500万ブロックごとに1ブロック生成時の発行数が20%減少する。

今後、2020年4月頃にブロック数が1,000万ブロックに達し、1ブロック生成時の発行数が約3ETCになる予定。

過去３年間の発行状況

保有・移転管理台帳の管理者に対し、以下の数量を発行

2017年1月1日〜2017年12月31日　694,625 BTC

2018年1月1日〜2018年12月31日　676,250 BTC

2019年1月1日〜2019年12月31日　677,513 BTC

（データ取得元）

https://www.blockchain.com/ja/charts/totalーbitcoins?timespan=all

− ー（2012年に全て発行済）

・約15秒に一回のマイニング報酬としてETHが支払われる

・2015年7月の稼働時は5ETHであったが、2017年10月のハードフォークで3ETHに減少し、2019年1月のハードフォークで2ETHへと減

少した

・2020年1月時点では発行済量が105,867,881あり、2020年10月26日時点では113,160,038へ増えた

ー 年1%増加 116,313,299 ETC発行済み

過去３年間の発行理由
分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代

償として発行
− ー

2014年7月~8月　クラウドセールによる発行

2015年7月30日以降 プログラムによる自動発行
ー プログラムによる自動発行 ブロック生成時に発行

過去３年間の償却状況 ー − 2018年5月28日の99,992,075,649から2020年11月4日までに1,216,776が消滅され、99,990,858,873となった。 なし ー 2019年11月4日 55,442,000,000 XLM −

過去３年間の償却理由 − − ネットワークを攻撃者から守るためのメカニズムとして手数料を課し、その手数料分のXRPを消滅させる − − Stellar Development Foundationによる事業戦略上の理由 −

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 ー − ー なし ー − −

監査を実施する者の氏名又は名称 − − ー − − − −

直近時点で行われた監査年月日 − − ー − − − −

直近時点における監査結果 − − ー − − − −

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり あり あり あり あり あり あり

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型台帳（「ブロック」の代わりにその時点での全ての情報を含む「台帳」（スナップショット）が公開される） パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、その名称 − − ー − − ブロックチェーン技術を利用 −

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内容 − − ー − − − −

価値移転認証の仕組み

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記

録台帳の記録を確定する

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する

・独自のコンセンサスアルゴリズムに基づく

・3〜5秒ごとにバリデーターが台帳における新たな取引について投票を行い、80％以上の合意を得た取引が承認されたとみな

され、パブリックな台帳に記録される

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確

定する。

トランザクションの形式と多重支払いをしていないかのチェック、ブロックの形式と最も大きな作業証明(Proof of Work)を

持つチェーンを確認している。後続のブロックが連なるに従って、チェーンが覆る確率が低くなっていき覆すのが難しくなる

仕組みである。

・台帳形式

・独自のStellar Consensus Protocolにより、選出された承認者（バリデーター）がトランザクションデータの承認を行

う。

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を

確定する

価値記録公開/非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有者個人データの秘匿性の有無 あり あり あり あり あり あり あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンソース・ネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェーン）を用い、難

易度の高い作業証明の蓄積されたチェーンが選択されることがBitcoinのコンセンサスアルゴリズムによって

規定されており、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保している。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェーン）および記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の

動機を排除し、信頼性を確保する

・健全なネットワークを保全する動機を有する認証済法人バリデーターによって取引が承認される仕組みを有している

・ネットワークの攻撃に対して自動的に取引手数料が釣り上がる仕組みを有しており、攻撃を未然に防ぐことができる

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決をもって移転記録が

認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンソース・ネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェーン）を用い、難易度の高い作業

証明の蓄積されたチェーンが選択されることがコンセンサスアルゴリズムによって規定されており、データ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保している。

バリデーターが取引についての投票を行い、合意が得られた取引については承認を行う事により信頼性を確保する

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェーン）および記録者による多数決をもって

移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する。

記録者の数
不定だが主なPoolとそのシェアに関しては以下を参照

https://www.blockchain.com/charts/pools

マイニング・プールの数は約20だが、誰でも自由に記録者になることができるため、総数については特定できない。

また、ハッシュレートが1％以上のマイニングプールは11である。

参考　https://chainz.cryptoid.info/ltc/#!extraction

89のバリデーター（検証者）ノード（2020年11月時点）

注：他のパブリックブロックチェーンにも言えるように、ノードは情報の共有を拒否することも可能であるため、上記の数字

はRipple Labs Inc.が把握している部分の数字のみを示している

79団体　　https://investoon.com/mining_pools/eth
不定のため直近24時間・48時間・4日に機能した記録者数として以下を参照

https://bch.btc.com/stats/pool?pool_mode=year

116 アクティブノード

-うち 63 ウォッチャーノード

-うち 53 アクティブバリデーター（うち 40 フルバリデーター）

（2020年10月25日現在）

51団体

https://investoon.com/mining_pools/etc

記録者の分布状況 主に中国 世界中に分布 世界中に分散 不特定 主に中国
https://stellarbeat.io/にて確認可能

主にアメリカ、ドイツ、シンガポール
不特定

記録者の主な属性 誰でも自由に記録者になることができる マイニング・プールが主流 誰でも自由に記録者になることができるが、信頼されているバリデーターの投票だけが投票プロセスにおいて考慮される 不特定、誰でも自由に記録者になることができる。 誰でも自由に記録者になることができる − 不特定

記録の修正方法 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う −
・取引が一旦記録されると、取引は変更することができない

・承認された送金はキャンセルすることができないので、その送金を無効とするためには反対の取引を別途行う必要がある
記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う − 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う

記録者の信用力に関する説明
記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者

の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている

記録者が多数であることによって、個々の記録者の信用に頼らない仕組みを構築しているため、価値喪失の可能性はな

い

・パブリックな台帳ネットワークを保持する動機がある、確認・証明済みの法人がバリデーター（検証者）になっている。

・そのうち、トップのバリデーター運用のパフォーマンスを示した複数のバリデーターのみがUnique Node List （UNL）と

いう推奨リストに追加され、ネットワークのノードによって参照されるため個々の記録者の信用は必要としない仕組みになっ

ている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼らず、記録保

持の仕組みそのものを信用の基礎としている。
作業証明(Proof of Work)が最も多いチェーンが正しいという合意によって信用が維持されている

台帳プログラムに実装されている連合ビザンチン合意（FBA）のスキームが台帳記録の信用力を保証する。このスキームは従

来型のビザンチン合意のスキームを応用したもので、信頼できるノードの集合体がトランザクションの承認を行えるように

することで、XLMのシステムをより強固にByzantine Fault Toleranceなものとしている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼ら

ず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 ー − ー なし − − −

監査を実施する者の氏名又は名称 − − ー − − − −

直近時点で行われた監査年月日 − − ー − − − −

その監査結果 − − ー − − − −

（統括者に関する情報） −

記録者の統括者の有無 ー − ー なし ー − −

統括者の名称 − − ー − − − −

統括者の所在地 − − ー − − − −

統括者の属性 − − ー − − − −

統括者の概要 − − ー − − − −

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事項
多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を用いることによっ

て、記録台帳を改竄することができる脆弱性があり、51%攻撃とも呼ばれる

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を用いることによって、記録台

帳を改竄すること発行プログラムを改変することができる

・信頼するバリデーターが意に反して結託した場合、台帳とデータは改ざんされる可能性がある。

・また、暗号資産の移転等を支えるコミュニティの崩壊等により、暗号資産の移転が不可能となる可能性及びその他の理由等

に起因し、最悪の場合は、暗号資産の価値がゼロとなる可能性がある。

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を用いることによって、記録台帳を改竄すること

発行プログラムを改変することができる。

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を用いることによって、記録台帳の改

竄およびブロックチェーンデータの改変が可能になる
信頼するバリデーターが意に反して結託した場合、台帳とデータは改ざんされる可能性がある

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を用いることによって、記録台帳を改

竄すること発行プログラムを改変することができる

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項 − 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる

・第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。

・Ripple Consensus Ledgerは「Multisign」という機能を有しており、取引を承認する際に複数の秘密鍵を使用することに

よって、１つの秘密鍵が盗まれても損失を被らないような堅牢なセキュリティ構造を提供している。

第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項
BTC価格の下落（対法定通貨）等に起因したマイナー撤退により、ハッシュパワーが低下し、セキュリティ低

下を招く可能性がある
− ー なし − −

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性に関する

特記事項
− − ー − − −

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項
マイニングに参加するマイナーが少ないもしくは全くいなくなった場合、移転の記録が遅延もしくは進行しな

い恐れがある

・一旦、分岐したブロックの一方が否決された場合、否決されたブロックに収録された取引は再び認証を得なければ、

次の送金が行なえなくなる

・記録者の目に留まらず、未承認データのまま放置される恐れあり

信頼されるバリデータの大多数のネットワーク接続が失われた場合、接続が復活するまで価値移転の記録が遅延する可能性が

ある

また、信頼されるバリデーターが互換性のないソフトウェアのバージョンを使用した場合、大多数のバリデーターが互換性の

あるソフトウェアに移行するまで、または、非互換のソフトウェアを使うバリデーターを投票プロセスから除外するという設

定をするまでは価値移転の記録が遅延する可能性がある

− ブロック生成が遅れることによって記録遅延が生じる。

・信頼されるバリデータの大多数のネットワーク接続が失われた場合、接続が復活するまで価値移転の記録が遅延する可能

性がある

・信頼されるバリデーターが互換性のないソフトウェアのバージョンを使用した場合、大多数のバリデーターが互換性のあ

るソフトウェアに移行するまで、または、非互換のソフトウェアを使うバリデーターを投票プロセスから除外するという設

定をするまでは価値移転の記録が遅延する可能性がある。

51%攻撃の標的となることにより移転の記録が遅延することが予想されるが、その対策として一時的にファイナリティの認識

に補正を加える「MESS」が2020年10月に追加された。

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特記事項

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有データの改竄、同一のBitcoinの異なる者との取引、複数の所有

者が同一のBitcoin を同時に保有する状況などの不適切な状態に陥ることを排除しているが、未検出のプログ

ラムの脆弱性やプログラム更新などにより新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄され、価値移転の記録

が異常な状態に陥る可能性がある。

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有データの改竄、同一のLitecoinの異なる者との取引、複数の所有者が同一

のLitcoin を同時に保有する状況などの不適切な状態に陥ることを排除しているが、未検出のプログラムの脆弱性やプ

ログラム更新などにより新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄され、価値移転の記録が異常な状態に陥る可能性

がある。

・どのようなソフトウェアにも言えることだが、ソフトウェアの不具合が問題を引き起こす可能性は否定できないが、Ripple 

Labs Inc.では新しいバージョンがアップデートされる前に入念なQAを行っており不具合の可能性を最小化している。

・Ripple Consensus Ledgerはこれまで2,900万回、一度もフォークなどの大きな問題は経験することなく台帳を更新してい

る。

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取られるリスクがある。

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有データの改竄、同一のBitcoin Cashの異なる者との取引、複数の所有者が同一の

Bitcoin Cashを同時に保有する状況などの不適切な状態に陥ることを排除しているが、未検出のプログラムの脆弱性やプログ

ラム更新などにより新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄され、価値移転の記録が異常な状態に陥る可能性がある。

− ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取られるリスクがある

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況に関する特記事項

2018年9月に無限増殖バグ等が発見され、Bitcoinが無限に発行できる危険性があったが、既に解消されてい

る

https://coinpost.jp/?p=47597

・2016年、Cryptsy交換所（倒産）がハッキングを受け、100,000,000円相当のLTC（300,000 LTC）が盗難に遭った

事例がある

・BTCとは異なり、すべてのLTCがホットウォレットで管理されていたとされる

ー
Ethereum上のアプリケーション「The DAO」のプログラム（スマートコントラクト）のバグ（脆弱性）を攻撃されて、集まったファン

ド資金３分の１以上を盗み取られた事例がある。

2019年5月15日ハードフォーク後バグ発生

https://cc.minkabu.jp/news/2557

日本時間2019年5月16日に約67分間ネットワーク停止の不具合が発生した。現在は復旧・解決済みであり、当該事故から現

在までに同様の不具合は発生していない

Ethereum上のアプリケーション「The DAO」のプログラム（スマートコントラクト）のバグ（脆弱性）を攻撃されて、集

まったファンド資金３分の１以上を盗み取られた事例がある

非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状況

Bitcoinのハードフォークは以下の通り

2017年8月1日 ビットコインキャッシュ（BCH）　

2017年10月24日　ビットコインゴールド（BTG）

2017年11月24日　ビットコインダイヤモンド（BCD）

2017年12月12日　スーパービットコイン（SBTC）

2017年12月18日　ライトニングビットコイン（LBTC）

2017年12月27日　ビットコインゴッド（GOD）

（取得元）https://coinpedia.cc/bitcoin-hard-fork

− ー 2016年7月 The DAOの攻撃によって盗まれたDAOを取り戻すEthereum Classicハードフォーク（注1）
2018年11月16日　ABC系とSV系の分裂

2020年11月15日　ABC系とBitcoin Cash Node(BCHN)の分裂
−

2019年9月12日：「ATLANTIS」実装

2020年1月12日：「AGHARTA」実装

今後の非互換性アップデート予定 − ー − − 2020年内：「AZTLÁN」実装予定

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴 − ー − −

2016年6月 自律分散型投資ファンド「The DAO」へのハッキング

2019年1月　51%攻撃によるリオーグの発生

2020年8月　51%攻撃によるリオーグの発生

価格データの出所
出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/coins/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/coins/

出所：CryptoCurrency Market Capitalizations

URL:https://coinmarketcap.com/currencies/ethereum/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/coins/

出所：Cryptocurrency Market Capitalizations

 URL:https://coinmarketcap.com/currencies

出所：CryptoCurrency Market Capitalizations

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：＄1.000.000） $13,735.02 $55.59 $0.23 $409.24 $235.92 $0.083 $5.20

１取引単位当たり計算単価（円基準、例：￥100.000.000） ¥1,428,442.08 ¥5,823.00 ¥24.57 ¥42,917 ¥24,744 ¥8.688 ¥544.73	

ドル/円計算レート　2020年1月23日基準 1ドル/約104円（2020年10月28日基準） 2020年10月31日基準　１ドル/104.757円 1ドル/約105円 104.87円/ドル 1ドル/約104円 1ドル/104.68円（2020年10月25日基準） ¥104.76円

四半期取引数量（協会加盟会員合計、現物、単位は百万円） 1,869,929 9,355 143,784 50,398 百万円 28,775 (2020/4~6) − −

− − −

注1　旧来のイーサリアムをハードフォークすることにより、2016年6月の自律分散型投資ファンド「The DAO」への攻撃によって盗難さ

れたDAOを救出した。このHFを支持しなかったマイナーによって存続することとなった旧仕様のイーサリアムはEthereum Classicに改称

され、HF側がイーサリアムの名称を引き継いだ。スマートコントラクトの実行プラットフォームとして開発された現在のETCの性格を引

き継いている。

2017年8月Bitcoinのハードフォークにより組成された暗号資産。 −

・スマートコントラクトの実行プラットフォームとして開発された暗号資産

・2016年6月、自律分散型投資ファンド「The DAO」への攻撃によって盗難されたDAOを救出するためハードフォークを実

施、このHFを支持しなかったマイナーによって存続することとなった旧仕様のEthereumが現在のEthereum Classicとな

り、HF側がEthereumの名称を引き継いだ。
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2020年10月26日 2021年7月5日 2020年10月26日 2022年6月20日 2021年4月30日 2023年9月7日 2022年5月9日

日本語の名称 ベーシック アテンション トークン オントロジー クアンタム/クオンタム トロン シンボル カルダノ/エイダ ポルカドット/ドット

現地語の名称 Basic Attention Token Ontology Qtum TRON Symbol CARDANO/ADA Polkadot / DOT

呼称（日本語の名称と同じ場合はー表記） ビーエーティートークン、バット − - ー シンボル（ジム）、Symbol/XYM ー Polkadot

ティッカーコード（シンボル） BAT ONT QTUM TRX XYM ADA DOT

発行開始（年、月、日） 2017年5月31日 2018年6月30日 2017年9月13日 2017年8月(ERC20) 2021年3月17日 2017年10月1日 2020年5月26日 (メインネットローンチ日)

時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000） $317,992,702 $620,145,350 $217,181,000 $5,584,962,952 $1,985,857,289 $9,029,443,779（2023/9/7時点) ＄18,458,105,176(2022/4/20時点)

時価総額（円基準、例：￥100.000.000） ¥33,208,861,018 ¥68,215,988,500 22746000000 ¥5,584,962,952 ¥216,045,543,520 ¥1,332,465,586,653（2023/9/7時点） ￥2,375,924,221,799(2022/4/20時点)

主な利用目的 送金、決済、投資等 送金、決済、投資 送金、決済、投資 送金、決済、投資、スマートコントラクト
送金、決済、投資等の利用に加え、取引手数料、ネットワーク上のトランザクションを処理および記録するパブリックノード

に対するブロック報酬など
送金、決済、投資 ステーキング、ガバナンスへの参加

利用制限の有無 なし − なし なし - なし なし

海外流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり

国内流通の有無 あり なし なし なし - なし あり

店舗等の利用制限の有無 なし − なし なし - なし -

利用制限を行う者の属性 なし − なし なし - ー -

利用制限の内容 なし − なし なし - ー -

一般的な性格

BATはウェブ広告にブロックチェーンを活用しようとしているプロジェクトであり、BATはそのプロジェクト

のコアとなるトークンである。広告主は広告を出すためにBATを使う必要があり、ユーザーは広告を見ること

によってBATを得ることができる。ただし、ユーザーが広告視聴によって得たBATは、パブリッシャーに対し

ての寄付にしか使うことができない。

分散型のアイデンティティおよびデータ管理に特化した高性能パブリックブロックチェーンプロジェクトで、ONTは同

ブロックチェーン上のガバナンストークンである

Bitcoinで用いられている安全性の高い残高確認方式を採用しつつ、Ethereumと互換性のあるスマートコントラクトを実装で

きるため、BitcoinとEthereumの長所を掛け合わせた暗号資産と言われる。

またProof of Stake Version 3の採用により、ブロック生成者選出の公平性を保ちつつ、BitcoinやEthereumのPoWを用いた

システムよりも少ない消費電力でトランザクション処理が可能。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行される暗号資

産。

分散型アプリケーションが動作する実行環境の役割を果たす特徴を持つ。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産
分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、価値記録を行う記録者への対価・代償として発行される暗号資産。 固有のブロックチェーンを持つアルトコイン

法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２号の別　例：第1号） 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名称 なし − - なし - ー -

発行暗号資産に対する資産（支払準備資産）の有無および名称 なし なし なし なし - なし -

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求権） なし なし なし なし - なし -

支払請求（買取請求）による受渡資産 なし なし − なし - なし -

発行者が保有者に付与するその他の権利 なし なし なし なし - なし -

発行者に対して保有者が負う義務 なし なし なし なし - なし -

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 なし なし なし なし - なし -

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組織の形態 パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 なし 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 ハッシュ関数（SHA-256、RIPEMD-160）、楕円曲線公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録。 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録
アドレスを生成するアルゴリズムは、EdDSA（エドワーズ曲線デジタル署名アルゴリズム）が採用されている。公開鍵からア

ドレスを生成するためにHMAC-SHA512ハッシュ関数を使用している。
公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

利用者の真正性の確認 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。 取引所を通じて取引される場合は取引所がKYCを行っている ECDSA(secp256k1曲線)を用いて秘密鍵と公開鍵を発行し、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し記帳する。 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する

価値移転記録の信頼性確保の仕組み Proof of Work（PoW）

Ontologyで採用されているVBFTアルゴリズムは、Verifiable Random Function（VRF）によって導入されたランダム

性により、代替提案ノード/検証ノード/確認ノードが異なる仕組みとなっており、どのノードが参加するか予測は困難

である。このためコンセンサスアルゴリズムへの攻撃に対する耐性が大幅に向上する。

Proof Of Stake Versoin 3を元に独自に改良を加えた価値移転記録ロジックを使用しており、ステーキングの量に応じてブ

ロック生成者を選出し分散台帳に書き込みを行う方法

Delegated Proof-of-Stake Consensus (DPoS)コンセンサスアルゴリズム。

一般にDPoSは、ネットワーク上のトランザクション承認者数を制限することによって、高いレベルのスケーラビリティを提供すること

を目指すものであり、固定数のブロック生成者が持ち回り （ラウンドロビン）でブロック生成を行う。このブロック生成者の選出に際し

ては、ユーザーがTRXをロックすることで比例した票を得ることができ、それを用いた投票を通じてブロック生成者が選出される。得票

数の上位27アカウントがブロックの作成者（取引の記録者）となる。このブロック作成者はSR(スーパー代表）と呼ばれている。SRは6

時間毎に選挙で選ばれることから、自浄作用により不安定なブロック作成者は排除される仕組みとなっている。

POS＋（Proof of Stake＋）

XYMの記録保管にかかるコンセンサス・アルゴリズムにはビザンチン障害耐性のあるPOS+が使われている

Proof of Stake

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合意する必要があるが、その合意形成

方式）の一つであり、保有している基軸暗号資産の量が多いほどブロック生成（承認）の成功確率が上昇する承認方式。

Nominated Proof of Stake (NPoS)に則ってトークンによる投票力を持つ記録者たちが記録を管理している。

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無とその名称

（アルトコインのみ）
ETH − なし 有り（ビットコイン、イーサリアム） NEM なし なし

取引単位の呼称 BAT 1ONT QTUM

1TRX = 1,000mTRX　　　   ｍ：ミリ

1mTRX=1,000μTRX　　　  μ：ミクロン

1μTRX=1sun　　　　　　sun：サン

XYM ADA DOT

保有・移転記録の最低単位 0.000000000000000001 BAT 1ONT 0.00000001 QTUM 1sun( = 0.000001TRX) 0.000001 XYM 1loverace = 0.000001ADA 0.0000000001DOT(=1 Planck)

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 なし − なし なし - なし なし

制限内容 なし − − なし - − なし

交換市場の有無 あり あり あり あり あり あり あり

価値が連動する資産等の有無 なし − なし なし - なし なし

価値連動する資産等の名称 なし − − なし - − -

価値連動する資産等の内容 なし − − なし - − -

価値連動する資産との交換の可否 なし − − なし - − -

価値連動する資産との交換比率 なし − − なし - − -

価値連動する資産との交換条件 なし − − なし - − -

その他の付加価値（サービス）の有無 あり あり あり あり あり あり あり

付加価値（サービス）の内容

BATは、エコシステム内において主に2つの使われ方がなされる。

　1. 広告主がコンテンツクリエイターに与える（ユーザーからの反応に基づいて広告主が購入したBATが与え

られる）。

　2. ユーザーが広告の閲覧や履歴の提供などによってBATを受け取れ、受け取ったBATはコンテンツ作成者へ

の寄付（投げ銭）などに使用することができる。

ONTをステークすることでコンセンサスアルゴリズムへ参加し、報酬を得ることが可能である Ethereumネットワーク上で動作しているスマートコントラクトと互換性のあるスマートコントラクトが動作可能 スマートコントラクトの記録と実行 直接的な付加価値というわけでは無いが、一定数量以上のXYMを所有するノードはハーベストに参加する権利を得る ステーキングプールの運営やステーキング委任することで報酬を得ることができる。 ネイティブトークンであるDOTをステーキングすることにより、コンセンサスアルゴリズムに参加し、報酬を得ることが可能

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況
下記、ロードマップのアーカイブ通り提供されている。

https://github.com/brave/brave-browser/wiki/Roadmap-Archive
ステーキングサービスが提供されている 問題なく付加価値を提供している 安定してサービスが続いている -

サービスは安定的に提供されている。

https://roadmap.cardano.org/en/status-updates/

"下記サイトで公開されている

 https://polkadot.subscan.io/ "

発行者 あり プログラムによる自動発行 あり あり 発行はローンチ時に有志の開発者によって作られたプログラムで行われた あり プログラムによる自動発行

発行主体の名称 Brave Software International SEZC Ontology Foundation Qtum Chain Foundation Ltd. TRON Foundation Limited - Cardano Foundation -

発行主体の所在地 Floor 4, Willow House Cricket Square Grand Cayman KY1-9010 Cayman Islands 2 VENTURE DRIVE #11-31 VISION EXCHANGE SINGAPORE 608526 シンガポール（SG 079027 Singapore Singapore 100 TRAS STREET #16-01 100 AM） シンガポール - Cardano Foundation/スイス -

発行主体の属性等 営利企業 − 非営利団体 非営利団体 - Cardano Foundation/非営利団体 -

発行主体概要

Brave Software International SEZCは、2017年に設立され、ICOを行いBATを発行・管理している。Brave 

Software Inc.社は2015年5月に米国に設立され、広告やウェブサイトトラッカーを排したオープンソースの

ウェブブラウザ「Brave」を開発している。

Ontology FoundationはONT利用者及びエコシステムを拡大し、ネットワークの価値を高めることを目的とする団体で

ある。

2016年に設立されたシンガポールに本社を置く非営利団体であり、元アリババのエンジニアだったPatrick Dai がCEOを務め

る
プログラムの開発及びネットワークの維持を目的としている団体 -

Cardano Foundationがエコシステムの監督者、IOHKが研究・技術開発担当、EMURGO Pte. Ltd.がブロックチェーンソ

リューションサービスの開発と提供を担っている。
-

発行暗号資産の信用力に関する説明
既にプロダクトであるブラウザを提供しており、ユーザー数も順調に成長中であり、Ethereumベースのた

め、プロトコル部分に関しては技術的に安定している。
Ontologyのネットワークが正常に稼働していることやアプリケーションが構築されていることが信用力につながる。

ECDSA(secp256k1曲線)を用いた暗号化技術により秘匿性を保ちつつ、POSV3による合意形成で管理台帳への記録更新を行っ

ている

投票によって選出された27のSRによって、移転記録が認証される仕組みである。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

完全にランダムに選ばれた記録者達によってブロックが承認されることにより信用力を担保している。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

多数かつ分散している記録者による価値移転情報の認証と、ビットコインと同水準の暗号化技術の採用により信用力が担保さ

れる。

発行方法 2017年5月31日に10億BATのパブリックトークンの販売が行われた。 全部で10億ONTがジェネシスブロック(1番最初のブロック)生成の時点で発行済み 2017年3月16日のICO時に全量である1億枚が既に発行されており、毎年1%ずつ上限が増えていく仕組みとなっている
初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償としてプロ

グラムにより自動発行。

約78億XYMがSymbolブロックチェーンのローンチに際して行われたスナップショット時のXEM保有者に割り当て。残りの約

12億XYMはプログラムによる自動発行。

初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、価値記録を行う記録者への対価・代償としてプログラ

ムにより自動発行される。

プログラムによる自動発行。ステーキングされているDOTの数量に応じて、新規発行数量が自動調整される仕組みが実装され

ている。

発行可能数 15億BAT 1,000,000,000 ONT
上限は107,822,406 QTUM

参照：https://coinmarketcap.com/currencies/qtum/
上限なし 8,999,999,999XYM 45,000,000,000 ADA 上限なし

発行可能数の変更可否 不可 可 可 可 不可 不可 上限の規定がないため該当せず

変更方法 − プロトコルの変更 発行プログラムの変更 TRONACAN上でSRが発行可能数の変更を提案し、その提案に対して2/3以上のSRの同意を得られた場合に発行可能数が変更される。 - ー -

変更の制約条件 −
保有者達にとって追加発行は既に保有している分の価値が薄まることを意味するため、保有者であり記録者であるプ

レーヤーを納得させる十分な理由が必要となる
プロポーザルの提出、プログラム修正、Adminらによるガバナンス投票の実施 SRの2/3以上の賛成を得ることが必要となる。 - ー -

発行済み数量 15億BAT 1,000,000,000
102,856,012 QTUM（2020/10/26時点）

参照：https://coinmarketcap.com/currencies/qtum/
101,641,814,189 TRX 7,864,781,344 XYM（2021年4月30日 時点） 36,137,410,586 ADA（2023/9/7時点） 1,103,303,471DOT(2022/4/20時点)

今後の発行予定または発行条件 − なし

年毎のインフレーションレートは1%

2020年2月現在、1ブロックを発行するごとに4QTUM発行

4年毎に半減期を迎える（次回は2021年）

候補者報酬：127候補者は6時間ごとに1度選出され、115,200TRXが各候補者が投票された投票数に応じて報酬として分配される際に発

行される。

SR報酬：3秒ごとに１つのブロックを生成した際の報酬分（32TRX）として支払われる際に発行される。

ローンチ時に発行された約78億XYMの発行後は、ビットコインのインフレーションレートに連動し、約12億XYMがネット

ワークを維持するパブリックノードなどに対する報酬として自動発行される。
ステーキング報酬（ブロック生成者並びにステーカーに分配）

Polkadotのリレーチェーン、パラチェーンそれぞれにステーキングされるDOTと、流動的なDOT数量の比率が 3:2:1となるこ

とが目標とされている。なお、パラチェーンとの接続が完了していない現時点では、75％のDOTがPolkadotのリレーチェーン

に対してステークされることが目標となっている。

過去３年間の発行状況
2017年5月31日にトークンセールを実施し、10億BATを販売。Brave Software International SEZC社保有分

等も含め合計15億BATを発行した。
1,000,000,000

2017年3月、ICO時に1億QTUMが発行された。

2020年3月13日時点で102,199,448QTUM発行されており、2020年10月26日時点で102,856,012QTUM発行されていること

から、2017年3月からの3年間で約220万QTUM発行され、直近の半年間では約66万QTUM発行されている。

1,641,814,189 TRX - ブロックが生成される毎にステーキング報酬として発行される。 1,103,303,471DOT(2022/4/20時点)

過去３年間の発行理由 資金調達 − 分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行 分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行。 - ステーキング報酬として発行されている ICO、ステーキング報酬

過去３年間の償却状況 なし − − 2018年6月25日に1,000,000,000TRXを償却 - − なし

過去３年間の償却理由 なし − − 需給を改善して通貨の価値を高めるため - − -

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 あり − − なし - − -

監査を実施する者の氏名又は名称 OpenZeppelin − − − - − -

直近時点で行われた監査年月日 2017年5月22日 − − − - − -

直近時点における監査結果
監査の結果、以下のリンクの通り複数の勧告がなされたが、同社はこの勧告に従って、Fixしている。

https://blog.zeppelin.solutions/basic-attention-token-bat-audit-88bf196df64b
− − − - − -

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり あり あり あり あり あり あり

ブロックチェーンの形式 パブリック型
パブリック型

VBFT形式のPoSの独自コンセンサスアルゴリズムを採用
パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型ブロックチェーン

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、その名称 − − − − - − -

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内容 なし − − なし - − -

価値移転認証の仕組み
台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価

値移転記録台帳の記録を確定する。

ブロックチェーンが60000ブロック進むごとに、記録者候補の中から提案、検証、承認のフェーズごとにランダムに複

数の記録者が選ばれ、選ばれた記録者はトランザクションの整合性を確認し合意形成を行いブロックを生成する

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳

の記録を確定する
利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。ネットワークへの貢献について一定要件を満たした記録者が、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転

記録台帳の記録を確定する。

台帳形式

価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確

定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳

の記録を確定する。

価値記録公開/非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有者個人データの秘匿性の有無 あり あり あり あり あり あり あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 − 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による

多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによっ

て、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

ネットワークの記録者になるには、最低1万ONTをステークする必要があるうえ、candidate nodeになるにはステーク

量が上位343位に、register nodeとなるためには上位15位に入る必要がある。この為記録者にとっては保有通貨の価

値が下がることは行わない動機が働く。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決をもって

移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する。

TRONにおけるトランザクションの記録は、DPoS（Delegated Proof of Stake）と呼ばれるコンセンサスメカニズムを通じて行われる。

SR（ブロック生成者）が持ち回り（ラウンドロビン）でブロック生成を行うが、このSRの選出に際しては、ユーザーがTRXをロックする

ことで投票権を獲得し、その投票により選出される。得票数の上位27アカウントがSRとなる。SRは6時間毎に選挙で選ばれることから、

自浄作用により不安定なSRは排除される仕組みとなっている。このことから、セキュリティ耐性があると考えられる。理論上、27アカウ

ントのSRのうち19が正常に振る舞えば改竄耐性を持つと考えられる。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）によるノードの過去動作を監視した

評価軸とノードの計算作業量をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

独自のPoSコンセンサスアルゴリズム(ウロボロス)で、完全にランダムに選ばれた記録者達によってブロックが承認される仕

組みである。保有量が多いほど記録者に選ばれる確率が上昇するため、記録者による悪意のある行動を抑制し信頼性を保つ

ことができる。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）によるノードの過去動作を監視した

評価軸とノードの計算作業量をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ること

によって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

記録者の数
79 

https://investoon.com/mining_pools/eth
14（コンセンサスノードの数） https://qtum.org/en/product/nodemap

ステークホルダーから支持された上位27アカウントが記録者（SR）となる。

https://tronscan.org/#/sr/representatives

1,721ノード

※2021年4月22日 16:11時点

3175 (https://adapools.org/)

※2023/9/7時点

297団体

※2022年4月20日時点

記録者の分布状況 不特定 世界中に分布 主にアメリカ合衆国、韓国 不特定

ノード数の国別トップテン分布状況：

1位 日本 599（34.8%）、2位 ドイツ 312（18.1%）、3位 リトアニア 223（13.0%）、4位 イギリス 217（12.6%）、5位 

オランダ 196（11.4%）、6位 アメリカ 95（5.5%）、7位 シンガポール 23（1.3%）、8位 アイルランド 17（1.0%）、9位 

韓国 7（0.4%）、10位 フィンランド 4（0.2%）

※2021年4月22日 16:11時点

※カッコ内はノード総数1,721に対する割合

不特定 アジア、ヨーロッパ、アメリカなど。

記録者の主な属性 不特定、誰でも自由に記録者になることができる。 ONTをステーキングしている人たちが記録者 不特定、誰でも自由に記録者になることができる 不特定、誰でも一定の要件を満たすことで記録者になることができる。 一定数のXYMを所有する者であれば誰でも自由に記録者になることができる 誰でも自由に記録者になることができる。 報酬を得るためにステーキング活動を行っているステーキングプール及びプール参加者である

記録の修正方法 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。
取引が一旦記録されると、取引は変更することができない。承認された送金はキャンセルすることができないので、その送金

を無効とするためには反対の取引を別途行う必要がある。それらの履歴は全てブロックチェーン上に記録される。
記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 ブロックに記録された後は修正・変更は行われない

記録者の信用力に関する説明
記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者

の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

60000ブロック進むごと提案、検証、承認のフェーズごとに複数の記録者がランダムに変更されるため、悪意をもった

記録者が結託することは難しい仕組みとなっている

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼ら

ず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている

記録者の2/3以上が共同不正をしなければ取引記録の改竄は出来ない仕組みとなっている。記録者は6時間毎に選挙で選ばれることから、

万が一不適切な記録者が出現しても自浄作用が機能する仕組みとなっている。

1万XYM以上を保有する記録者であればハーベスティングに参加可能であり、かつ重要度スコアは保有額だけでは定義されな

い。したがって、より積極的にネットワークに貢献するノードほどハーベスティングを行う機会を得るという、公正なネット

ワークを構築することが可能と考えられる。

完全にランダムに選出された記録者がブロックの承認を行う。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼

らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼ら

ず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 なし − なし なし - あり なし

監査を実施する者の氏名又は名称 − − − − - root9B, LLC -

直近時点で行われた監査年月日 − − − − - 2020年4月21日 -

その監査結果 − − − − - https://github.com/input-output-hk/external_audits/tree/master/cardano/byron_reboot -

（統括者に関する情報） − − − - ー -

記録者の統括者の有無 なし あり なし なし - ー なし

統括者の名称 − Ontology Foundation − − - ー -

統括者の所在地 − 2 VENTURE DRIVE #11-31 VISION EXCHANGE SINGAPORE 608526 − − - ー -

統括者の属性 − − − − - ー -

統括者の概要 −
Ontology Foundationはシンガポールに本部を置き、ONT利用者及びエコシステムを拡大し、ネットワークの価値を高

めることを目的とする団体である。
− − - ー -

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事項
記録者が結託する、もしくは単独でその時点における計算能力の半分を上回る計算能力を得ることができた

ら、記録の変更が可能である。

VBFTコンセンサスアルゴリズムでは、承認作業に参加するノードをランダムに選択することによって、ネットワーク

攻撃への耐性を向上さセール。また、ネットワーク分離が発生しチェーンが分岐するリスクに対しても、検証可能なラ

ンダム関数(VRF)コンセンサスエンジンにより、悪意のあるフォ-クを維持し続けることは非常に困難または不可能とな

り、すぐに消滅する。

メインネットワーク上で多数の記録者が結託することで記録台帳を改竄することができる 記録者（SR）の2/3が結託して共同不正を行うと、記録台帳及びプログラムを改竄されるおそれがある。 他のPoS形式のブロックチェーンと同様に悪意を持った記録者の結託を通じたネットワーク攻撃といった懸念はある 発行されている通貨全体の過半数を保持することで、記録台帳及びプログラムの改竄が可能である。
Nominated Proof of Stake（NPoS）コンセンサスアルゴリズムの下では、記録者が結託して1/3以上の投票力を獲得した場

合、妨害することが可能であるが、記録者が十分に分散している状況では妨害は発生しにくいものと考えられる。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる 第三者に秘密鍵を知られた場合は、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 なし なし なし なし なし なし

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 なし − − なし 正常に価値が記録されなくなることによる価値の損失を懸念して価格が下がる可能性がある −
価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性があるものの、記録者が十

分に分散している状況ではそのような状況は発生しにくいものと考えられる。

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項
Ethereum上のトランザクションが過度に増大すると台帳への記録がされにくくなり、最終的に移転の記録が

相当遅れるか、キャンセルされる場合がある。
なし

万が一ブロックチェーンに分岐が生じた場合は、当該取引はキャンセルされ移転の記録に遅延が生じる可能性がある。また、不安定なSR

（記録者）が選ばれた場合、当該記録者を通過する取引について遅延する可能性がある。ただし、記録者は6時間毎に選挙で選ばれるこ

とから、万が一不安定な記録者が選ばれたとしても自浄作用が機能し遅延は解消される。

パブリックネットのストレステスト実施結果によると、処理性能が1秒あたり400トランザクションであるため、それ以上の

大量のトランザクションがごく短い期間で発生した際、記録処理が追いつかずトランザクションのブロックチェーンへの取り

込みが遅延する可能性がある。

他の通貨同様に処理性能以上のトランザクションが発生した場合は記録の遅延が発生する可能性がある。 なし

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特記事項
ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取られる

リスクがある。
現在発見されていない脆弱性を悪意のある攻撃者に突かれた場合、他の仮想通貨と同程度の一定のリスクは存在する。

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などにより新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄され、価値移転の記録

が異常な状態に陥る可能性がある
ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取られるリスクがある。 他の暗号資産同様に未知のバグが発見される可能性がある

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などにより新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄される等のリスクは

ある。
他の暗号資産同様に未知のバグが発見される可能性がある

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況に関する特記事項 なし − − なし - なし なし

非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状況 なし − − なし -

2023年2月に「The Valentine (SECP)」のアップグレードを実施。 

参考

https://iohk.zendesk.com/hc/en-us/articles/14669691361433-Ecosystem-readiness-for-the-SECP-upgrade

なし

今後の非互換性アップデート予定 なし − − なし - − なし

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴 なし − − なし - なし なし

価格データの出所
出所：CoinMarketCap

 URL：https://coinmarketcap.com/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/coins/

出所：Cryptocurrency Market Capitalizations

URL：https://coinmarketcap.com/currencies

出所：Cryptocurrency Market Capitalizations

URL:https://coinmarketcap.com/currencies/tron/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/coins/

出所：Cryptocurrency Market Capitalizations

URL:https://coinmarketcap.com/ja/currencies/cardano/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/coins/

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：＄1.000.000） $0.213939 $0.71 $2.23 $0.06 $0.2525 $0.2574（2023/9/7時点） ＄18.69（2022/4/20時点）

１取引単位当たり計算単価（円基準、例：￥100.000.000） ¥22.43 ¥78.40 ¥233.69 ¥8.13 ¥27.47 ¥37.97（2023/9/7時点） ￥2407.12（2022/4/20時点）

ドル/円計算レート　2020年1月23日基準 1ドル/104.858円 2021年7月5日基準　1ドル/110円 104.70円/USドル 1ドル135.12/円 1ドル/108.79円 1ドル/147.55円（2023/9/7時点） 1ドル/128.75円(2022/4/20時点)

四半期取引数量（協会加盟会員合計、現物、単位は百万円） - − - - - − -

Brave Software Inc.社の所在地は

512 2nd St., 2nd Floor, San Francisco, California 94107

2020年2月21日時点では、braveブラウザでは日本人利用者向けにBATではなくBAP（BATポイント）が付与

されている。

URL：https://brave.com/ja/

-

【懸念点】 

・過去のプレセールス時に一部の代理店が問題行動を起こしたことで、後ろ向きな風評等が発生した経緯がある。

過去のプレセールス時に一部の代理店が問題行動を起こしたことで、後ろ向きな風評等が発生した経緯があったが、現在で

は多くの研究者に査読された学術論文に基づいて開発が行われた高い技術力があり、広く流通している暗号資産になります。

また国内外において決済サービスを中心とした様々なユースケースがある。

上記の懸念点をご理解の上、ご自身のリスク判断に基づいて、お取引する必要がございます。

-
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https://github.com/input-output-hk/external_audits/tree/master/cardano/byron_reboot


2022年6月1日 2022年6月15日 2022年7月4日 2022年8月26日 2022年9月28日 2026年1月20日 2023年3月30日

日本語の名称 アイオーエスティー ビットコイン・サトシ・ビジョン ジャスミー コスプレトークン テゾス ディープコイン フレア

現地語の名称 IOST Bitcoin SV Jasmy Cosplay Token Tezos DEAPcoin Flare、FLR

呼称（日本語の名称と同じ場合はー表記） アイオーエスティー ビットコインSV ジャスミー ー ꜩ、テゾス、テジー、Tezzie デップ ー

ティッカーコード（シンボル） IOST BSV JMY COT XTZ DEP FLR

発行開始（年、月、日） 2017年12月 2018年11月 2019年12月26日 2018年3月 2017年7月1日（ICO開始日）、 2018年9月17日（ベータネットがメインネットに昇格） 2019年8月27日 2022年7月14日（メインネットローンチ）

時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000） ＄325,545,800(2022/5/17時点) $983,754,114(2022/5/20時点) $62,088,989(2022/5/23時点) ＄9,165,765（2022/8/19時点） $1,321,764,381（2022/9/28 時点) $38,203,149（2022/10/31 時点） ＄436,679,352(2023/3/6時点)

時価総額（円基準、例：￥100.000.000） ￥42,040,984,621(2022/5/17時点) ¥126,072,087,082(2022/5/20時点) ¥7,904,158,045(2022/5/23時点) ￥1,251,149,859（2022/8/19時点） ¥191,263,271,220（2022/9/28 時点) ¥5,675,564,673（2022/10/31 時点） ￥59,381,042,015(2023/3/6時点)

主な利用目的 送金、決済、投資、スマートコントラクト 送金、決済、投資 送金、決済、投資 投資、送金、応援するコスプレイヤーへの投げ銭機能 ステーキング、送金、証券化トークンの発行など 送金、決済、投資等

Flare Time Series Oracle (FTSO)データ提供者へのデリゲート報酬、プロトコルガバナンスへの参加、Flareブロックチェー

ン上に構築されたサードパーティの分散型アプリケーション内の担保資産、取引手数料の支払い

参照先：https://flare.network/flare-tokenomics/

利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし

海外流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり

国内流通の有無 あり なし あり あり なし あり あり

店舗等の利用制限の有無 - - なし なし なし なし なし

利用制限を行う者の属性 - - なし なし ー ー ー

利用制限の内容 - - なし なし ー ー ー

一般的な性格

IOSTは、ブロックチェーンテクノロジーをクレジットカード等と同様に現実的なレベルで様々なサービスに活

用することを目的としたプラットフォームです。

独自のコンセンサスアルトリズムであるProof of Believabilityによる公平且つ高速なトランザクション処理、

シャーディングを用いたスケーラビリティ問題への解決などで注目を浴びている通貨です。

また、Javascriptを用いたスマートコントラクトを使用する為Dapps開発参入障壁も低いのが特徴です。

2018年11月にクレイグ・ライト氏らにより開発され、ビットコインキャッシュからハードフォークして誕生した暗号

資産です。

ビットコインキャッシュ（BCH）の機能をより「安全かつシンプル」にすることや、ビットコイン（BTC）が持つ「ス

ケーラビリティ問題」を解決することを目指しています。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として

発行される通貨です。

分散型アプリケーションが動作する実行環境の役割を果たす特徴を持っています。

Jasmyプロジェクトは、IoTとブロックチェーン技術をかけ合わせて活用するJasmy IoT プラットフォームにより、個人の

データをセキュアな状態で分散管理する「データの民主化」の実現を目指している。このプラットフォーム内で利用者が自身

の個人情報等を提供した際の報酬としてJMYが使用される。

Ethereumのブロックチェーン上で発行されたトークン

XTZは独自プロトコル上を走るアルトコインで、ステーキングのために預託したり、送金などに用いることができる。また海

外では、プロトコルの堅牢さからSTOなどの発行プラットフォームに選ばれるケースが増えており、不動産や金融企業による

利用事例が存在する。

・分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行

される暗号資産

・分散型アプリケーションが動作する実行環境の役割を果たす特徴を持つ

Flare Networkのネイティブトークンで、ネットワークレベルでのネイティブペイメントとスパムコントロールに必要な暗号

資産。

参照先：https://flare.network/wp-content/uploads/Flare-White-Paper-v2.pdf

P.1「2.1 The FLR token」

法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２号の別　例：第1号） 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名称 - - ー ー なし − ー

発行暗号資産に対する資産（支払準備資産）の有無および名称 - - なし なし なし なし なし

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求権） - - なし なし なし なし ー

支払請求（買取請求）による受渡資産 - - ー なし なし なし ー

発行者が保有者に付与するその他の権利 - - なし なし なし なし ー

発行者に対して保有者が負う義務 - - なし なし なし なし ー

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 市場の需要と供給による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 - - なし なし なし なし ー

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組織の形態 パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン ー

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 ー

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録
Ethereumと同じ

（公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録）
公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 保有・移転の記録は公開されているが、移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることはできない。

利用者の真正性の確認 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。 Ethereumと同じ（秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する） 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。 ー

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Proof of Believability (PoB)

ブロック生成を行う際、凡そ100人いるブロックプロデューサーをBelievabilityスコアによってローテーショ

ンさせることで高速且つ公平にブロック生成を行うことが可能になっています。

Proof of work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合意する必要があるが、その合

意形成方式）の一つであり、一定の計算量を実現したことが確認できた記録者を管理者と認めることで分散台帳内の新

規取引を記録者全員が承認する方法。

現状はBitcoinと同様のPoWを用いているが、difficultyの累積和の意味で最長のチェーンを採択するのではなく、アンクルブ

ロックの数も考慮して最も多くのブロックが累積したチェーンを採択する点で若干の差異がある。

また、Ethereum 2.0においてPoSに移行する予定であり、いわゆるマイニングの代わりとして、ETHをステークしている量に

応じてブロック生成権が付与される形態となる。

Proof of Work（PoW）
独自のProof of Stake系アルゴリズムであるLiquid Proof of Stakeを採用している。Delegated Proof of Stakeと異なりブ

ロック生成者への預託は任意となることから、ブロック生成者の選定を行う自由度が上がる設計になっている。

Proof of Ｗork

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合意する必要があるが、その合意形成

方式）の一つであり、一定の計算量を実現したことが確認できた記録者を管理者と認めることで分散台帳内の新規取引を記

録者全員が承認する方法。

Avalanche ConsensusとProof of Stake（PoS）

参照先：https://flare.network/wp-content/uploads/Flare-White-Paper-v2.pdf

P.7「5 Consensus」

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無とその名称

（アルトコインのみ）
なし BCH ETH ETH なし ー ー

取引単位の呼称 IOST

"1 BSV= 1,000m BSV　　　   ｍ：ミリ

1 m BSV=1,000μ BSV　　　  μ：ミクロン

1 μ BSV=1bits　　　　　　bits：ビッツ

1 bits=100satoshi"

kuni=0.000000000000000001 JMY COT XTZ DEP FLR

保有・移転記録の最低単位 0.00000001 IOST 1 satoshi （ = 0.00000001 BSV） 1kuni (=0.000000000000000001 JMY) 0.00000001 COT 0.000001　XTZ 0.000000000000000001 DEP
0.000000000000000001 FLR

参照先：https://docs.flare.network/user/wallets/brave-wallet/

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 なし なし なし ー なし なし ー

制限内容 なし なし − ー ー ー ー

交換市場の有無 あり あり あり あり あり あり なし

価値が連動する資産等の有無 なし なし なし なし なし なし なし

価値連動する資産等の名称 - - − ー なし ー ー

価値連動する資産等の内容 - - − ー なし ー ー

価値連動する資産との交換の可否 - - − ー なし ー ー

価値連動する資産との交換比率 - - − ー なし ー ー

価値連動する資産との交換条件 - - − ー なし ー ー

その他の付加価値（サービス）の有無 あり あり あり あり なし あり あり

付加価値（サービス）の内容 スマートコントラクトを使用したDapps等 スマートコントラクトを使用したDapps等 利用者は自身の個人情報等を提供した際の報酬としてJMYを受け取ることができる。
2022年3月時点では、応援するコスプレイヤーへの投げ銭機能が実装されている。今後、WorldCosplay内でのアイテム・コンテンツ購入

やコスプレイヤー独自のトークンの発行機能の実装を予定している。

形式検証を前提としたスマートコントラクトをOCamlと呼ばれるプログラミング言語で実装したり、むやみにハードフォー

クなどでコミュニティが分割されないよう、システムアップグレードに際しての意思表明や決議のプロセスをオンチェーンで

完結させられるオンチェーンガバナンスという仕組みを導入している。前者はスマートコントラクトのセキュリティを向上さ

せ、後者は開発の方向性に対するコントロールを高められる点が本プロジェクトの付加価値と言える。

エコシステム内のデジタル資産の売買

エコシステム内のゲーム、マンガなどのコンテンツ利用者への付与
Flareブロックチェーン上に構築されたサードパーティの分散型アプリケーション内の担保として使用できる。

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況 安定してサービスが続いている（メインネット公開：2019年2月） 安定してサービスが続いている − ー ー
以下のロードマップにて確認できる。

https://playmining.gitbook.io/whitepaper/roadmap-and-completed-milestones
2023年1月4日時点でメインネットは観察モードであるため、サービスの提供はなし。

発行者 あり あり あり あり 一部あり あり あり

発行主体の名称 Internet of Service Foundation Ltd. (IOS Foundation Ltd.) Bitcoin Association ジャスミー株式会社 Cure Holdings Limited Tezos Foundation 株式会社 Digital Entertainment Asset（株式会社DEA） Flare Foundation

発行主体の所在地 シンガポール Grafenauweg 6, 6300 Zug, Switzerland 東京都港区北青山一丁目２番3号
11F Crawford House, 70 Queens Road Central, 

Central, Hong Kong
Dammstrasse 16, 6300 Zug, Switzerland 東京都港区西新橋1丁目6-11　西新橋光和ビル2F Netherlands, Keizersgracht 391A, 1016 EJ Amsterdam

発行主体の属性等 システム開発業者 非営利団体 民間企業 海外法人・未上場 非営利団体 民間企業 非営利団体

発行主体概要 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集団・共有管理

Bitcoin Associationはスイスの非営利団体 (Verein) であり、Bitcoin SV (BSV)の発展に尽力するグローバルな業界団

体です。企業、スタートアップベンチャー、開発者、販売業者、取引所、サービスプロバイダーおよびブロックチェー

ントランザクションプロセッサ (マイナー) などをBitcoin SVエコシステムへ統合するための団体です。世界の新通貨

そして企業向けのグローバルブロックチェーンとなるために安定したプロトコルと大規模なスケーリングロードマップ

を兼ね備えたBitcoin SVをオリジナルのビットコインとしてサポートしています。Bitcoin Associationはデジタル通貨

とブロックチェーンの改革を推奨すると同時に、法に則った行いを促進する規制を遵守したエコシステムの構築を目指

しています。

Jasmy IoT プラットフォームを開発しているブロックチェーン関連企業 株式会社キュアの運営するWorldCosplayプラットフォームで利用できる暗号資産COTの発行会社

Tezos財団はスイスに拠点を置く非営利団体で、スイス連邦内務省下のスイス連邦財団監督局の監督を受けている。投資や技

術など複数の委員会を抱えており、世界中の団体にTezosプロジェクトやプロトコルの開発に関する活動のための助成金を支

給している。

ブロックチェーンエンターテインメントプラットフォーム事業 Flare Foundationは、Flare Networkの構築と継続的な運用を支援することを目的とした非営利団体。

発行暗号資産の信用力に関する説明

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み。

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み。

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

パブリックブロックチェーンのEthereumのスマートコントラクトを基盤とした暗号資産となり、それらプラットフォームの信用力に準

ずる

プロトコルは堅牢であり、また京都大学を始め世界中の専門的知見や技術を有する主体に助成金が提供され、発展向上のため

の研究開発が日々進められている。

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と暗号化技術による記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

発行方法 ICOおよびプログラムによる自動発行 初期発行及びプログラムによる自動発行 2019年12月26日の初期発行時に総発行枚数が発行されている。 パブリックブロックチェーンのEthereumのスマートコントラクトを基盤として発行 2017年のICOを通じたプレセール、及びプログラムによる自動発行 Ethereum ERC 20 Token Standard Flare Networkでは、メインネットローンチ時に1,000億FLRが発行された。

発行可能数 90,000,000,000 IOST 21000000BSV 50,000,000,000 JMY 1,000,000,000 COT 上限なし 30,000,000,000 DEP 上限なし

発行可能数の変更可否 可 可 不可 不可 ステークホルダーの合意により可能 不可 ー

変更方法 発行プログラムの変更 発行プログラムの変更 ー ー 発行プログラムの修正 − ー

変更の制約条件 - - ー ー ー − ー

発行済み数量 23,205,629,654IOST(2022/5/17時点) 19,064,070BSV(2022/5/20時点) 50,000,000,000 JMY 1,000,000,000 COT 929,749,289　XTZ（2022/9/9 時点) 30,000,000,000 DEP 2023/3/6時点で100,559,787,198 FLRが発行されているが、トークン配布時点で1000億FLRとなるように焼却される。

今後の発行予定または発行条件

ブロック生成を行う。

IOSTのノードとして投票を受ける、またはノードに投票を行う。

財団への支払いはプログラムの自動発行で行われる。

ブロック生成を行う。

て10分毎に1ブロックが生成され、BSVおよび取引手数料を獲得します。このインセンティブモデルは、4年毎に半減期

を迎え、最終的な発行枚数の上限である21,000,000枚まで発行され続けます。

− ー ー なし あり（ガバナンスによって決定されたインフレ率に基づいてオラクル情報提供者に対して付与）

過去３年間の発行状況

ICOにて8,400,000,000 IOSTを発行。

ブロック生成報酬として凡そ3 IOST発行。

投票を受けた額、または投票を行った額に比例して毎日支払われる。

財団ウォレットへの支払いも毎日行われる。

当該暗号資産の初期生成以外の発行は、すべてマイニング報酬で新しく発行される暗号資産であり、他の発行スキーム

は存在しません。
2019年12月26日に50,000,000,000JMYが発行されている。 ー 2017年7月に実施したトークンセールでの販売及びプログラムによる自動発行 2019年8月27日に30,000,000,000 DEPを発行 初期発行：1,000億 FLR

過去３年間の発行理由

2018年1月3日: ICO

プログラムにより年間凡そ1%のインフレーション率でブロック生成報酬として発行。

プログラムにより年間凡そ1%のインフレーション率で投票報酬として発行。

プログラムにより年間凡そ1%のインフレーション率で財団ウォレットに発行。

初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対

価・代償としてプログラムにより自動発行。
初期発行 ー 資金調達、プログラムによる自動発行 資金調達 初期発行、オラクル情報提供者への報酬

過去３年間の償却状況 なし なし なし ー なし −

現在の焼却状況は不明だが、トランザクション手数料は焼却される設計となっている。

また、2020年12月12日時点のXRP保有者は保有量に基づいてFLRの請求を行うことができるが、請求されなかったFLRはガ

バナンス投票により焼却される可能性がある。

過去３年間の償却理由 - - − ー なし − −

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 - - ー あり あり −
なし

ブロックチェーンの監査(Trail of Bits)は実施しているが、発行業務に関する監査は行なっていない。

監査を実施する者の氏名又は名称 - - − Messrs. Y. L. Ngan & Company, Certificated Public Accounts プライスウォーターハウスクーパーススイス − −

直近時点で行われた監査年月日 - - − 2021年1月19日 (2019年分) 2020年6月30日（監査レポート発行日） − −

直近時点における監査結果 - - − 問題なし 無限定適正意見を取得 − －

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり あり あり あり あり あり あり

ブロックチェーンの形式 パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、その名称 - - − ー ー − ー

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内容 - - − ー なし − ー

価値移転認証の仕組み
台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価

値移転記録台帳の記録を確定する。暗号データは0.5秒毎にブロックチェーンに記録される。

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳

の記録を確定する。

・Ethereumを基盤とした台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳

の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳

の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳

の記録を確定する。

価値記録公開/非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 ー

保有者個人データの秘匿性の有無 あり あり あり あり あり あり あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 ー

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による

多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによっ

て、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の

動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決をもって

移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決をもって移転記録が

認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決をもって

移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決をもっ

て移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排

除し、信頼性を確保する。

Flareネットワークは、ノードとして誰でも参加することができ、完全に独立した意思決定者として価値移転認証を行うことが

できる。

記録者の数

過去に一度でも得票したノード：498

現在得票があるノード：366

そのうちローテーションの中に入るだけの得票があり、オンラインのノード：約100

※2022年2月末時点

14団体(2022/5/20時点） 79団体　https://investoon.com/mining_pools/eth Ethereumの記録者に依存 398
10,132（2022年8月26日時点のノード数）

https://etherscan.io/nodetracker
2023年1月4日時点でメインネットは観察モードであるため、該当なし。

記録者の分布状況 不特定 不特定 不特定 世界各地に分散 不特定

Ethereumの記録者は世界各国に分散しており、主な分布状況は米国47.99%、ドイツ18.49%、イギリス4.72%であることが

確認できる。

参照先：https://etherscan.io/nodetracker（2022年8月26日）

2023年1月4日時点でメインネットは観察モードであるため、該当なし。

記録者の主な属性 Serviノードとしての登録を行い、10百万以上の投票を得た場合、誰でも記録者になることができる。 誰でも自由に記録者になることができる 不特定、誰でも自由に記録者になることができる。 Ethereumの記録者に依存 XTZの保有を背景に、ステーキングノードを運用する主体 不特定、誰でも自由に記録者になることができる。
Flare Networkの記録者はFlare Time Series Oracle（FTSO）と呼ばれるオラクルにデータ提供を行う者である。

一定の要件を満たすことでノードとして誰でも参加することができる。

記録の修正方法 − − 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 Ethereumの基盤に依存 修正や変更は行えない 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 ー

記録者の信用力に関する説明
記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者

の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力

に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼ら

ず、

記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

Ethereumの基盤に依存
記録者に対する信用に依存しなくともプルーフ・オブ・ステークのメカニズムを通じて報酬を得ようとする記録者の存在によ

り安全性が高まる仕組みになっている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼

らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

記録者は一定の要件を満たすことで誰でも参加することができる。また、記録者は個別に信頼できるノードを選択できるた

め、ビザンチン耐性が高いと言える。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 なし なし なし ー なし なし あり

監査を実施する者の氏名又は名称 - - − ー ー − Trail of Bits

直近時点で行われた監査年月日 - - − ー ー −  2022年7月1日

その監査結果 - - − ー ー −
Flare ノードまたは Flare ネットワーク全体の機密性、完全性、または可用性に影響を与える可能性のある欠陥は発見されな

かった。

（統括者に関する情報） - - ー ー

記録者の統括者の有無 なし なし なし ー なし なし なし

統括者の名称 - - − ー ー − ー

統括者の所在地 - - − ー ー − ー

統括者の属性 - - − ー ー − ー

統括者の概要 - - − ー ー − ー

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事項 信頼するバリデーターが意に反して結託した場合、台帳とデータは改ざんされる可能性がある。 -
多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を用いることによって、記録台帳を改

竄することで発行プログラムを改変することができる。
Ethereumの基盤に依存 経済合理性にそぐわない行動を許容する主体が現れた場合、不正な取引の記録などが可能となる。

記録者が結託する、もしくは単独でその時点における計算能力の半分を上回る計算能力を得ることができたら、記録の変更

が可能である。

価値移転ネットワークの仕組み対して、ノードのFLRの保有数や担保数は直接的に関係していないため、51%攻撃やシビル攻

撃耐性を有する。また、各ノードは事前に信頼できないノードを決定することによって、万一ノードにネットワーク障害が発

生した場合であっても価値移転ネットワークを問題なく行うことができる。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。
Bitcoin SVの鍵発行には楕円曲線暗号が使われており、これはビットコインなど他の暗号資産の保有情報暗号化技術に

も活用されている技術であり、現状脆弱性は見つかっていません。
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 Ethereumの基盤に依存 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 ー

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 なし なし なし Ethereumの基盤に依存
Tezos財団が破綻した場合は当該暗号資産の価格に影響を及ぼす可能性がある。ただし、日ごろから助成金の支給を通じて開

発や研究が分散化されているため、全価値を喪失するには至らない可能性がある。
なし

発行者であるFlare Foundationが破たんした場合、開発遅延を含む混乱が生じることから短期的な価格への影響が考えられ

る。

しかし、基本的にはFlare FoundationはFLR保有者によるガバナンスの決定に基づいて開発を主導するのみに留まるため、

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 − − − ー なし なし

記録者の大多数が破たんした場合、正しい記録が行われないリスクや価値移転が記録されないリスクに直面し、価値が喪失す

る可能性がある。しかし、記録者には一定の要件を満たすことで誰でもなることができるため、記録者が一度に破たんするよ

うな可能性は低いと考えられる。また、一部の記録者のみの破たんではネットワークに問題は生じない。

具体的なブロック承認や記録を行う仕組みとして、The Flare Consensus Protocol（FCP）が採用されている。FCPでは、

ネットワーク上のノードは完全に独立した意思決定者としてランダムにトランザクションを引き受け、そのトランザクション

の承認または非承認を決定する。その後、ネットワークの他のノードがこの決定に同意するかどうかの投票を行い、クォーラ

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項

信頼されるバリデータの大多数のネットワーク接続が失われた場合、接続が復活するまで価値移転の記録が遅

延する可能性がある。

また、信頼されるバリデーターが互換性のないソフトウェアのバージョンを使用した場合、大多数のバリデー

ターが互換性のあるソフトウェアに移行するまで、または、非互換のソフトウェアを使うバリデーターを投票

プロセスから除外するという設定をするまでは価値移転の記録が遅延する可能性がある。

マイニングに参加するマイナーが少ないもしくは全くいなくなった場合、移転の記録が遅延もしくは進行しない恐れが

ある
− ー トランザクション数が処理能力を超えて増大すると台帳への記録の遅延が発生し、取引がキャンセルされる可能性がある。

Ethereum上のトランザクションが過度に増大すると台帳への記録がされにくくなり、最終的に移転の記録が相当遅れるか、

キャンセルされる場合がある。

Avalanche Consensus TPSは4500以上とされている。また、一般的なPoSではバリデーターの数が増加すると検証回数も増

加するため遅延が発生する場合があるが、Avalanche Consensusではトランザクションの並列処理が行われるため、バリ

データーの増加による遅延は発生しない。

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特記事項 コントラクトコードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取られるリスクがある。 なし ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取られるリスクがある。 Ethereumの基盤に依存 なし
ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取られるリスクがあ

る。

2022年7月1日にTrail of bits社によるセキュリティ監査が実施され、欠陥は発見されなかった。

ただし、ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆弱性があった場合、資金の意図しないロックや紛失等

のリスクが発生する可能性がある。また、プログラムの不具合をついた攻撃によるリスク等が発生する可能性がある。

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況に関する特記事項 なし なし
Ethereum上のアプリケーション「The DAO」のプログラム（スマートコントラクト）のバグ（脆弱性）を攻撃されて、集

まったファンド資金３分の１以上を盗み取られた事例がある。
Ethereumの基盤に依存 なし

プログラムの不具合については、Ethereumに依存する。Ethereumブロックチェーンでは、過去にDAO事件と呼ばれるス

マートコントラクトの脆弱性をついたハッキング事件が発生。このハッキングによって大量のETHが流出することとなり、そ

れを無効とする為にEthereum Foundationはハードフォークを実施。ハードフォークに対してコミュニティ内で意見が分か

れ、結果としてEthereum Classic（ETC）が誕生。

https://gentosha-go.com/articles/-/17332

ー

非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状況 なし 2018年11月16日にABC系とSV系の分裂 2016年7月 The DAOの攻撃によって盗まれたDAOを取り戻すEthereum Classicのハードフォーク Ethereumのシートを参照 なし なし ー

今後の非互換性アップデート予定 なし なし Ethereum2.0へのアップグレード(セレニティ)が予定されている。 ー なし なし ー

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴 なし なし − ー なし なし ー

価格データの出所
出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/coins/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/coins/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/ja/currencies/jasmy/

出所：Etherscan

URL：https://etherscan.io/token/0x5CAc718A3AE330d361e39244BF9e67AB17514CE8 出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/ja/currencies/deapcoin/markets/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/ja/currencies/flare/

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：＄1.000.000） ＄0.01759（2022/5/17時点） $51.66（2022/5/20時点） $0.01311（2022/5/23時点） ＄0.0253（2022/8/19 時点） $1.45（2022/9/28 時点) $0.00527（2022/10/31 時点) $0.0364(2023/3/6時点)

１取引単位当たり計算単価（円基準、例：￥100.000.000） ￥2.27（2022/5/17時点） ¥6,610.68（2022/5/20時点） ¥1.67（2022/5/23時点） ￥3.45（2022/8/19 時点） ¥210.05 （2022/9/28 時点） ¥0.7831 （2022/10/31 時点） ¥4.95(2023/3/6時点)

ドル/円計算レート　2020年1月23日基準 1ドル/129.22円(2022/5/17時点) 1ドル/127.94円(2022/5/20時点) 1ドル/127.35円(2022/5/23時点) 1ドル/136.55円（2022/8/19時点） 1ドル/144.72円（2022/9/28 時点） 1ドル/148.10円（2022/10/31 時点） 136.09円/ドル(2023/3/6時点)

四半期取引数量（協会加盟会員合計、現物、単位は百万円） - - - ー なし − -

- - -

2021年12月5日にプラットフォーム拡大を目的としたハードフォークを実施。古いコスプレトークン（V1）は、申請により新しいコスプ

レトークン（V2）への交換が可能。取引所での流通はコスプレトークン（V2）のみが対象となる。トークンの判別は以下のトークンアド

レスによる。

古いトークンアドレス COT v1:0xed64142f7d0a4d94ce0e7fe45d12f712fe360bd0

新しいトークンアドレス COT v2:0x5cac718a3ae330d361e39244bf9e67ab17514ce8

・ハードフォークお知らせ

https://info.worldcosplay.net/ja/archives/37264

ー ー備考
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取扱暗号資産の概要説明書



2023年4月10日 2023年4月26日 2023年6月22日 2025年10月23日 2023年10月18日 2023年10月18日 2023年11月24日

日本語の名称 アスター ボバネットワーク コスモス ヴォルタ シバイヌ ドージコイン ポリゴン（マティック）

現地語の名称 Astar BOBA Network COSMOS Vaulta Shiba Inu Dogecoin Matic

呼称（日本語の名称と同じ場合はー表記） ー ー アトム ー ー Dogecoin ポリゴン（マティック）

ティッカーコード（シンボル） ASTR BOBA ATOM A SHIB DOGE MATIC

発行開始（年、月、日） 2022年1月17日 2021年9月14日 2019年4月23日（メインネットローンチ日）
2018年6月9日 EOSのメインネットローンチ日

2025年5月14日 EOS→Aのトークンスワップ日
2020年7月31日 2013年12月6日 2019年4月20日

時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000） $281,982,052（2023/3/31) $41,215,294（2023/4/18) $3,182,482,495(2023/6/22時点) $448,263,743.21（2025/10/23時点） ＄4,343,131,255（2023/9/29時点） ＄8,716,946,185（2023/9/29時点） ＄7,225,652,486（2023/11/24時点）

時価総額（円基準、例：￥100.000.000） ¥37,409,395,625（2023/3/31） ¥5,542,380,125（2023/4/18) ¥451,100,428,400(2023/6/22時点) ¥68,377,284,711.15（2025/10/23時点） ￥648,148,851,725（2023/9/29時点） ￥1,299,690,414,959（2023/9/29時点） ￥1,080,396,023,816（2023/11/24時点）

主な利用目的 決済、ステーキング、ガバナンス投票 ガバナンス、ステーキング、決済 ステーキング、決済、投資 送金、決済、投資、ブロックチェーンを利用するための手数料 送金、決済、投資 送金、決済、投資

1．Polygonネットワーク上での送金手数料の支払い

2. 資産をロックすることによるステーキングへの参加

3. 決済

利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし

海外流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり

国内流通の有無 あり あり あり なし あり あり あり

店舗等の利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし

利用制限を行う者の属性 ー ー − ー ー ー −

利用制限の内容 − ー − ー ー ー −

一般的な性格
Polkadotにパラチェーンとして接続されたAstar上の決済、ステーキング、ガバナンス投票を目的に発行され

た暗号資産。
Boba Networkのガバナンス用途やステーキングのために発行された暗号資産

ブロックチェーン間の相互運用を実現するプラットフォームの構築を目的として、エコシステム及び記録台帳の維持のため

に、手数料支払、インセンティブ付与、投票を用途として発行された暗号資産

ブロックチェーン間の相互運用を実現するプラットフォームの構築を目的として、エコシステム及び記録台帳の維持のために、手数料支

払、インセンティブ付与を用途として発行された暗号資産
Ethereumのブロックチェーン上で発行されたトークン

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産

ERC20として、またEthereumのスケーラビリティ問題を解決するためのサイドチェーンであるPolygon上でも発行される通

貨。ネットワーク手数料の支払いの他、分散型アプリケーションの決済等の用途がある。

法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２号の別　例：第1号） 第1号 第1号 第1号 第1号 第1号 第１号 第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名称 − ー − ー ー ー −

発行暗号資産に対する資産（支払準備資産）の有無および名称 なし なし なし なし なし なし なし

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求権） − ー なし ー ー ー −

支払請求（買取請求）による受渡資産 − ー なし ー ー ー −

発行者が保有者に付与するその他の権利 − 発行体にて指定された方法にてOMG保有者に対してエアドロップが実施された。 なし（ただし、保有しているとステーキングへの参加が可能） ー ー ー −

発行者に対して保有者が負う義務 − なし なし ー ー ー −

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買によって決定する 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 − なし なし ー ー ー −

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組織の形態 パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリックブロックチェーン EthereumおよびPolygonサイドチェーンのいずれもパブリック型ブロックチェーン

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性
保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採用している為、公開されているが、移転記録上のトラン

ザクションやアドレスから個人を特定をすることは困難である。
公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 なし ー 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 Scryptアルゴリズムを用いたプルーフオブワーク −

利用者の真正性の確認 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Nominated Proof of Stake

ASTRは、Polkadotのパラチェーン上に発行されている暗号資産であるため、価値移転記録の信頼性確保の仕

組みは、Polkadotが採用しているNominated Proof of Stake（以下、NPoS）と呼ばれるコンセンサスアル

ゴリズムに依存する。NPoSはコンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の二重取引を排除するための合意形

成方式）の一つであり、記録者は報酬を得るためにDOTをステーキングしており、記録者が合理的な価値移転

記録を行うようなインセンティブ設計によって信頼性を確保している。

Proof of Work（PoW）
Delegated Proof of Stake（DPoS）に則って、投票により委任された記録者（バリデータ）が取引履歴を管理し、ブロック

を承認する。

Delegated Proof of Stake（DPoS）に則って、投票により委任された記録者（バリデータ）が取引履歴を管理し、ブロックを承認す

る。

Proof of Stake (PoS)

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合意する必要があるが、その合意形成

方式）の一つであり、保有している基軸暗号資産の量が多いほどブロック生成（承認）の成功確率が上昇する承認方式。

Proof of work

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合意する必要があるが、その合意形成

方式）の1つであり、一定の計算量を実現したことが確認できた記録者を管理者と認めることで分散台帳内の新規取引を記録

者全員が承認する方法

Ethereum: Proof of Stake

Peppermint: Proof of Stake

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無とその名称

（アルトコインのみ）
DOT ー なし ー ー LTC

ERC20: Ethereum

Peppermint: Cosmos (SDK)

取引単位の呼称 ASTR  BOBA ATOM A SHIB 1 DOGE MATIC

保有・移転記録の最低単位 0.000000000000000001 ASTR 0.000000000000000001 BOBA uATOM（1ATOM=1,000,000uATOM） 0.0001 A 0.000000000000000001 SHIB 0.00000001DOGE 0.000000000000000001MATIC

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 すべて可 USDT, BTC, ETH, EUR, USD, GBP など

交換制限 ー なし なし ー ー ー −

制限内容 − なし なし ー ー ー −

交換市場の有無 あり あり あり あり あり あり あり

価値が連動する資産等の有無 なし なし なし なし なし なし なし

価値連動する資産等の名称 − ー − ー ー ー −

価値連動する資産等の内容 − ー − ー ー ー −

価値連動する資産との交換の可否 − ー − ー ー ー −

価値連動する資産との交換比率 − ー − ー ー ー −

価値連動する資産との交換条件 − ー − ー ー ー −

その他の付加価値（サービス）の有無 あり あり なし あり なし なし あり

付加価値（サービス）の内容
AstarはdApp stakingという手法を用いて、開発者にインセンティブ提供を行い、持続可能な開発体制及び

dApp開発を促進している。

Boba NetworkはEthereumのL2ソリューションとしてBOBA Bridgeの提供を行っており、ガス手数料の削減、トラン

ザクション処理性能の向上、スマートコントラクトの拡張が期待されている。
−

Aの付加価値サービスとしてはAのメインネットワークがあげられる。Aのメインネットワーク上のリソースを使用するためにはAを保有す

る必要があり、より多くのリソースが使われるようになれば、Aへの需要が大きくなる。
ー ー 資産をロックしてステーキングに参加することで、報酬を得ることが可能。

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況

2022年1月20日よりdApp stakingが開始されており、2023年3月時点で35種類のdAppにステーキングするこ

とができる。なお、以下URLのportalにリスティングされるdAppsはAstar上のdAppsの内、トークンホルダー

のコンセンサスによって選ばれたものであり、数は流動的に上下する。

https://portal.astar.network/#/dapp-staking/discover

現状、BOBA Bridgeは正常に稼働しており、2022年6月22日時点でTVLは約12.5億ドルに到達している。

https://defillama.com/chain/Boba
−

2018年6月9日 メインネットローンチ日

2025年5月14日 EOS→Aのトークンスワップ日
ー ー −

発行者 あり あり プログラムによる自動発行 あり あり ー
Ethereum: Polygon Technology

Peppermint: ブリッジプログラムによる間接的発行

発行主体の名称 STAKE TECHNOLOGIES PTE LTD Boba Foundation −
Block.one

※現在はVaulta Foundationが開発と運用を担いVaultaプロジェクトの中核的存在
Ryoshi プログラムによる自動発行 Polygon Technology

発行主体の所在地 63 Chulia Street #15-01, Singapore 049514 Panama − George Town, S Church St, Cayman Islands 不明 ー インド

発行主体の属性等 営利企業 非営利団体 − 営利企業 不明 ー −

発行主体概要
Stake Technologiesは、Web3.0を実現するためのコアとなる分散型プロトコルを構築している企業。同社は

ユーザーが自身のデータや権利を所有することを可能にするインフラを提供することを目的としている。

Web3を実現するために、Ethereumのエコシステムを拡大し、多くの開発者とユーザーを獲得することを目的とした

非営利団体である。現在は、高度な計算機能を備えたEVM互換のEthereum L2プラットフォーム「Boba Network」

と、Ethereum上の高スループットのトークン転送ネットワーク「OMG Plasma Network」の開発を支援している。

−

A（Vaulta）トークンは、かつて EOS ネットワークと呼ばれていたチェーン上のシステムスマートコントラクトによって、既存の EOS 

トークンに対して 1:1 の比率で発行された。

2017年設立のBlock.oneはEOSネットワークを開発。同年6月から約1年間に渡ってICO（イニシャル・コイン・オファリング）を実施し

た。その際、41億ドル相当（約4,400億円）の資金調達に成功した。

SHIBの初期開発はBTC同様、「Ryoshi」と名乗る匿名の開発者によってなされており、個人・集団であるか等一切の情報が

公開されていない。
不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集団・共有管理 Jaynti Kananiら4名の創業者Maticが設立、2021年2月にPolygonに名称変更

発行暗号資産の信用力に関する説明

・多数決によって票を多く集めた記録者が移転記録の処理承認者として選出される仕組み。

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開。

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

通貨としての信用力は、BOBAがEthereumブロックチェーン上に発行されているERC20トークンであるため、

Ethereumが採用しているProof of Work（PoW）と呼ばれるコンセンサスアルゴリズムに依存する。PoWでは、記録

者はブロックリワードを得るために多大なコストを消費しており、記録者が合理的な価値移転記録を行うようなインセ

ンティブ設計によって信頼性を確保している。

多数かつ分散している記録者による価値移転情報の認証と、ビットコインと同水準の暗号化技術の採用により信用力が担保さ

れる。
多数かつ分散している記録者による価値移転情報の認証と、ビットコインと同水準の暗号化技術の採用により信用力が担保される。

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力。

保有・移転管理台帳の公開。

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性。

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

ステーキングとオンチェーンガバナンスによるネットワークの安定を根拠に、通貨の流通の信用を創造している

発行方法 プログラムによる自動発行。2023年3月31日時点で7,000,000,000 ASTRが発行された。 Ethereumブロックチェーン上で発行
プログラムによる自動発行。ステーキングされているATOMの数量に応じて、新規発行分が調整される仕組みが実装されてい

る。
プログラムによる自動発行 Ethereum ERC 20 Token Standard

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産

ERC20: プログラムによる一括発行

MRC20: ブリッジプログラムによる随時・間接的発行

発行可能数 上限なし 500,000,000枚 上限の規定なし 2100000000 1,000,000,000,000,000 SHIB 発行上限なし 10,000,000,000MATIC

発行可能数の変更可否 上限の規定がないため該当せず 不可 上限の規定がないため該当せず 変更可能 不可 ー 不可

変更方法 − ー − システムルールを変更するためには、ネットワークのバリデータ間でスーパー・マジョリティ（超多数）のコンセンサスが必要となる。 ー ー −

変更の制約条件 − ー −
具体的には、上位 21 名のバリデータのうち 15 名の同意が求められる。供給量を変更しようとする可能性は非常に低いと考えられる。

もしトークン保有者がそのような変更に反対した場合、変更が実行される前に投票によってバリデータを入れ替えることができる。
ー ー −

発行済み数量 7,474,000,000 ASTR 500,000,000枚 346,608,690 ATOM(2023/6/22時点) 1,582,629,324.58 A 1,000,000,000,000,000 SHIB 140,959,646,384 DOGE（2023/9/11時点） 10,000,000,000MATIC

今後の発行予定または発行条件 dAppオペレーター、バリデーター、ノミネーターに対する報酬として毎年10%インフレする。 ー ブロック生成ごとにステーキング報酬分が発行される。
ステーキングおよびブロック報酬のためのトークン発行は、固定された総供給量から、各ブロック生成時に逐次ベスティング（割り当

て）される。
ー ブロック生成ごとに10,000DOGEが新たに発行される。

下記ページを参照

https://coinmarketcap.com/currencies/polygon/ico/

過去３年間の発行状況
2022年1月17日に初期発行分として7,000,000,000 ASTRが発行され、dAppオペレーター、バリデーター、

ノミネーターに対する報酬として474,000,000 ASTRが追加発行された。
2021年9月14日にEthereumブロックチェーン上で発行上限枚数500,000,000BOBAが発行された。 ステーキング率66％の下で13％のインフレ率に収束するよう調整され発行されている。 1,582,629,324.58 A 初期発行として1,000,000,000,000,000 SHIBを発行 ー −

過去３年間の発行理由 過去、ステーキング報酬により474,000,000 ASTRが新規発行されている。 ー ICO、ステーキング報酬

メインネットワークローンチ（2018/6）前と後に分けて記載する。

・メインネットワークローンチ前

ERC20のEOSはトークンセール用に発行された。

・メインネットワークローンチ後

EOSはBP（ブロックプロデューサー）の価値移転承認に対する報酬として発行されている。

・Vaulta（A）へのリブランディング後（2025/5）

発行方式は変わらず、EOS トークンの代わりに A トークンが利用されている。

初期発行として1,000,000,000,000,000 SHIBを発行 ー −

過去３年間の償却状況 なし ー なし

あり

過去の焼却の履歴は以下のURLより確認ください。（URLクリック⇒Select Table⇒balances⇒Table Result⇒eosio.evmからご確認い

ただけます。）

https://eosauthority.com/account/eosio.evm?loadContract=true&tab=Tables&account=eosio.evm&scope=eosio.evm&limit=1

00&table=balances

総発行量の50％が送金されたETH開発者の一人であるヴィタリック氏が送金されたうち40％にあたる枚数のSHIBを償却（所

有者が存在しないデッドアドレスに送金）している。
ー −

過去３年間の償却理由 − ー −

以下のURLより焼却の仕組みをご確認ください。(2025年9月)

https://eosnetwork.com/resources/eos-evm-tokenomics-deep-dive-2/

2025年9月時点に、上記のAには焼却の仕組みがVaulta EVM（旧EOS EVM）の利用によってAが焼却される仕組みになっておりますが、

2025年10月に向けてVaulta EVMとして提供終了し、既存のEOS EVM技術がexSat networkへ移転します。

ー ー −

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 あり あり なし なし なし なし なし

監査を実施する者の氏名又は名称 Quantstamp Certik − ー ー ー −

直近時点で行われた監査年月日 2021年12月23日 2021年10月5日（Security Assessment Boba Token） − ー ー ー −

直近時点における監査結果
コード監査の結果、大きな脆弱性がなく監査結果に問題がないことを確認した。

https://certificate.quantstamp.com/full/a-star-network-staking
特筆すべき事項なし − ー ー ー −

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり あり あり あり あり あり あり

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型ブロックチェーン パブリック型 パブリック型 パブリックブロックチェーン パブリック型

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、その名称 − ー − ー ー ー −

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内容 −
Ethereum Layer 2 Optimistic Rollupスケーリングソリューションで、取引手数料を削減、取引のスループットの向

上、スマートコントラクト機能の拡張を実現する。
− ー ー ー −

価値移転認証の仕組み
台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価

値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記

録台帳の記録を確定。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳

の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確

定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳

の記録を確定する。

・台帳形式

・価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を

確定する

チェックポイントレイヤーとブロック生成レイヤーでの2つの承認

価値記録公開/非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有者個人データの秘匿性の有無 なし あり あり あり あり あり あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 秘密鍵と公開鍵

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による

多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによっ

て、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の

動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決と承認者

による確認を経て移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改

竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決と承認者による確認

を経て移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信

頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決をもって

移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェーン）および記録者による多数決をもっ

て移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排

除し、信頼性を確保する

Ethereum, Peppermint共に多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を用いる

ことによって、記録台帳を改竄すること発行プログラムを改変することができる。

記録者の数
297（バリデーター数）

https://hubble.figment.io/polkadot/chains/polkadot

9498（2023年4月18日時点のノード数）

https://etherscan.io/nodetracker

175

https://atomscan.com/validators
21(2025/9/8時点）

9,801（2023年4月24日時点のノード数）

https://etherscan.io/nodetracker

誰でも自由に記録者になることができるため総数は変動するが、2023年4月現在約800。

参考：https://blockchair.com/dogecoin

Ethereum:9,809団体

Polygon:100

参考：https://staking.polygon.technology/

記録者の分布状況 アジア、ヨーロッパ、アメリカなど。

Ethereumの記録者は世界各国に分散しており、主な分布状況は米国51.23%、ドイツ17.21%、イギリス2.01%である

ことが確認できる。

参照先：https://etherscan.io/nodetracker（2023年4月18日）

アジア、ヨーロッパ、アメリカなど 不特定 不特定 世界中に分布 不詳

記録者の主な属性 報酬を得るためにステーキング活動を行っているステーキングプール及びプール参加者である 不特定、誰でも自由に記録者になることができる。 報酬を得るためにステーキング活動を行っているステーキングプール及びプール参加者 Aホルダーによる投票で最も得票数の多かった上位21がBP（ブロックプロデューサー）として記録を行う。候補者の属性は多様である。 不特定、誰でも自由に記録者になることができる 誰でも自由に記録者になることができる
Ethereum: 不特定、誰でも自由に記録者になれる

Peppermint: ステーキングサービスの実施主体等

記録の修正方法 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 ブロックに記録された後は修正・変更は行われない。 記録者の1/3以上が結託して、記録を変更する。 記録者が合意し、各記録者が保管する体調の修正を自ら行う。 ー −

記録者の信用力に関する説明
記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者

の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力

に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

記録者になるには資金力や信頼を獲得して上位175位までに入る投票力を有し、ノードを運用する能力を持っていなければな

らない。また、報酬を得るために正しい記録を行う動機があり、その結果、現状はシステムが正常に作動している。

不正は記録者の1/3以上が結託しない限りは不可能である。不正を行おうとしたのが判明した時点で投票で選ばれる可能性も極めて低く

なるので、信頼性が確保されている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼ら

ず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼

らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼ら

ず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている

価値移転の管理状況に対する監査の有無 なし なし なし なし なし なし なし

監査を実施する者の氏名又は名称 Quantstamp Certik − ー ー ー −

直近時点で行われた監査年月日 2021年12月23日 2021年10月5日（Security Assessment Boba Token） − ー ー ー −

その監査結果 − ー − ー ー ー −

（統括者に関する情報） ー

記録者の統括者の有無 なし なし なし なし なし なし なし

統括者の名称 − ー − ー ー ー −

統括者の所在地 − ー − ー ー ー −

統括者の属性 − ー − ー ー ー −

統括者の概要 − ー − ー ー ー −

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事項

Nominated Proof of Stake（NPoS）コンセンサスアルゴリズムの下では、記録者が結託して1/3以上の投票

力を獲得した場合、妨害することが可能であるが、記録者が十分に分散している状況では妨害は発生しにくい

ものと考えられる。

Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC20トークンである為、価値移転ネットワークはEthereumが採用

しているPoWに依存する。PoWでは、悪意を持った記録者が51%以上存在する場合は、正常に価値移転の記録がなさ

れない可能性がある。但し、ノードは2023年4月18日時点で全世界に約9498存在しており各国に分散している為、

51％を支配するのは非現実的であるとともに、相応のコストが発生する。また、過去に価値移転記録の改竄などの不正

は見つかっていない。

https://etherscan.io/nodetracker

Delegated Proof of Stake（DPoS）コンセンサスアルゴリズムの下では、記録者が結託して1/3以上の投票力を獲得した場

合、妨害することが可能であるが、記録者が十分に分散している状況では妨害は発生しにくいものと考えられる。

Delegated Proof of Stake（DPoS）コンセンサスアルゴリズムの下では、記録者が結託して1/3以上の投票力を獲得した場合、妨害する

ことが可能であるが、記録者が十分に分散している状況では妨害は発生しにくいものと考えられる。

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を用いることによって、記録台帳を改

竄することで発行プログラムを改変することができる。

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を用いることによって、記録台帳を

改竄することができる脆弱性がある。
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる −

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項

2023年3月時点、dApp stakingに参加するプロジェクトは増加傾向にあり、当該機能を中心にエコシステムが

拡大しているため、発行者が破綻した場合であっても、一定程度の価値は残り、プロジェクト自体は存続する

可能性がある。さらに、発行者不要でプロトコルが維持向上される状態（DAO）を目指しており、将来的には

発行者破綻による価値損失の可能性は低くなる。

BOBAの発行者であるBOBA Foundationは、発行者としての役割と開発支援を行うことを目的としている団体であるた

め、万一破綻した場合であっても価値が毀損する可能性は極めて低いと考えられる。
なし ー ー ー −

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性があるもの

の、記録者が十分に分散している状況ではそのような状況は発生しにくいものと考えられる。また、ノード数

は2023年3月31日時点で約317存在しているため、価値移転記録者の一部が破綻した場合であっても、価値移

転作業に影響はないと考えられる。

https://hubble.figment.io/polkadot/chains/polkadot

Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC20トークンである為、価値移転記録者はEthereumに依存する。

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性がある。ただし、

ノードは各国に分散しており、全てが同時に破綻する可能性は極めて低いと考えらる。また、ノード数は2023年4月18

日時点で全世界に約9498存在しているため、価値移転記録者の一部が破綻した場合であっても、価値移転作業に影響

はないと考えられる。

https://etherscan.io/nodetracker

価値移転記録者の全てが同時に破たんした場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性があるものの、記録者が

十分に分散している下ではそのような状況は発生しにくいものと考えられる。

価値移転記録者の全てが同時に破たんした場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性があるものの、記録者が十分に分散

している下ではそのような状況は発生しにくいものと考えられる。
ー ー −

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項 ー
Ethereum上のトランザクションが過度に増大すると台帳への記録がされにくくなり、最終的に移転の記録が相当遅れ

るか、キャンセルされる場合がある。
処理可能なトランザクションを上回る量の取引がブロックチェーン上で発生した場合に遅延する可能性がある 処理可能なトランザクションを上回る量の取引がブロックチェーン上で発生した場合に遅延する可能性がある ー マイニングに参加するマイナーが少なくなる、または取引が急激に増加した場合には、移転の記録が遅延する恐れがある −

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特記事項

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などにより新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄され、

価値移転の記録が異常な状態に陥る可能性がある。過去、コード監査の結果、大きな脆弱性がなく監査結果に

問題がないことを確認した。

https://certificate.quantstamp.com/full/a-star-network-staking

プログラムの不具合については、Boba Networkが提供するEthereumのL2ソリューション「BOBA Bridge」にて未知

なるバグが発見された場合、リスクが発生する可能性が考えられる。しかし、Boba Networkはオープンソースプロ

ジェクトとして、多くの開発者が参加している点、ネットワークの脆弱性早期発見を目的にバグバウンティの実施が行

われている点、問題の早期発見及び解決する体制があると判断できる。 

https://docs.boba.network/bug-bounty

他の暗号資産と同様に、現時点でまだ発見されていない脆弱性を悪意のある攻撃者に突かれる一定のリスクは存在するもの

の、現状は正常に稼働している。

他の暗号資産と同様に、現時点でまだ発見されていない脆弱性を悪意のある攻撃者に突かれる一定のリスクは存在するものの、現状は正

常に稼働している。

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆弱性があった場合は、不正に資産が盗み取られるリスクがあ

る。

現時点ではプログラムが適正に機能し、所有データの改竄、同一のDogecoinの異なる者との取引、複数の所有者が同一の

Dogecoin を同時に保有する状況などの不適切な状態に陥ることを排除しているが、未検出のプログラムの脆弱性やプログラ

ム更新などにより新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄され、価値移転の記録が異常な状態に陥る可能性がある。

EthereumとPeppermint間の移動はブリッジコントラクトを介して行う設計となっており、当該ブリッジコントラクトの安全

性確認がブロックチェーンの安定稼働に加え必須となる。

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況に関する特記事項 ー

プログラムの不具合については、Ethereumに依存する。Ethereumブロックチェーンでは、過去にDAO事件と呼ばれ

るスマートコントラクトの脆弱性をついたハッキング事件が発生。このハッキングによって大量のETHが流出すること

となり、それを無効とする為にEthereum Foundationはハードフォークを実施。ハードフォークに対してコミュニ

ティ内で意見が分かれ、結果としてEthereum Classic（ETC）が誕生。

https://gentosha-go.com/articles/-/17332

深刻な被害をもたらした不具合は報告されていない。 深刻な被害をもたらした不具合は報告されていない ー
2013年、オンライン暗号通貨ウオレットプラットフォームの「Dogewallet」へのハッキングで、オンライン上に保管されて

いた推計2100万DOGE($12,000相当)が盗難にあった。
−

非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状況 ー なし なし ー ー ー −

今後の非互換性アップデート予定 ー なし なし ー ー ー ETH2.0のBeacon Chainとマージさせるハードフォークが予定されている

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴 ー なし なし ー ー ー −

価格データの出所
出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/astar/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/ja/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/

出所: CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/ja/currencies/vaulta/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/ja/currencies/shiba-inu/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/ja/

https://coinmarketcap.com/currencies/polygon/

http://www.murc-kawasesouba.jp/fx/past/index.php?id=211102

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：＄1.000.000） ＄0.06(2023/3/31) $0.24(2023/4/18) $9.19(2023/6/22時点) $0.2803（2025/10/23時点） $0.000007368（2023/9/29時点） ＄0.06173（2023/9/29時点） ＄0.779（2023/11/24時点）

１取引単位当たり計算単価（円基準、例：￥100.000.000） ￥8.39(2023/3/31) ￥32.23(2023/4/18) ¥1,302.34(2023/6/22時点) ¥42.77（2025/10/23時点） ¥0.001098（2023/9/29時点） ¥9.20（2023/9/29時点） ￥116.46（2023/11/24時点）

ドル/円計算レート 1ドル/133.07円 1ドル/134.65円 1ドル/141.74円(2023/6/22時点) 1ドル/152.50 円（2025/10/23時点） 1ドル/149.02円 1ドル/149.02円 1ドル/149.56円（2023/11/24時点）

四半期取引数量（協会加盟会員合計、現物、単位は百万円） ー ー なし ー ー 25 −

ー ー ー

【焼却の仕組み】

2025年9月時点に、Aには焼却の仕組みがVaulta EVM（旧EOS EVM）の利用によってAが焼却される仕組みになっておりますが、2025年

10月に向けてVaulta EVMとして提供終了し、既存のEOS EVM技術がexSat networkへ移転します。

ー ー −備考

取扱暗号資産の概要説明書

概要書更新年月日
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2023年11月24日 2023年11月24日 2023年11月24日 2024年3月18日 2024年5月22日 2024年6月19日 2024年6月19日

日本語の名称 アクシーインフィニティ ダイ サンド ソーラー ソラナ トンコイン アプトス

現地語の名称 Axie Infinity Shards、Axie Infinity Dai SAND Solar Solana Toncoin Aptos

呼称（日本語の名称と同じ場合はー表記） − ー ザ・サンドボックス ソーラー Solana ー ー

ティッカーコード（シンボル） AXS DAI SAND SXP SOL TON APT

発行開始（年、月、日） 2020年10月27日 2017年12月25日 2019年10月29日 2022年3月28日 2020年3月16日 2019年11月15日 2022年10月12日

時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000） ＄836,658,773（2023/11/24時点） ＄5,348,421,750（2023/11/24時点） ＄832,366,337（2023/11/24時点） $262,146,843（2024/3/18時点） $61,366,216,338（2024年4月30日時点） $17,286,484,397（2024/6/10） $3,734,810,977（2024/6/10）

時価総額（円基準、例：￥100.000.000） ￥125,061,668,682（2023/11/24時点） ￥799,673,372,233（2023/11/24時点） ￥124,457,363,538（2023/11/24時点） ¥39,179,681,538（2024/3/18時点） ¥9,618,892,894,683（2024年4月30日時点） ¥2,712,587,692,846（2024/6/10） ¥585,970,608,593（2024/6/10）

主な利用目的 決済、ステーキング、ガバナンス 送金、決済 送金、決済、投資 送金、決済、投資

1.ステーキング

2.トランザクション手数料

3.ガバナンス投票

送金、決済、スマートコントラクト ガバナンス、ステーキング、ガス代

利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし

海外流通の有無 あり あり あり あり あり あり あり

国内流通の有無 あり あり あり なし あり なし あり

店舗等の利用制限の有無 − なし なし なし なし なし なし

利用制限を行う者の属性 なし ー - − - ー ー

利用制限の内容 − ー - − - ー ー

一般的な性格
Axie Infinity上のゲーム内決済、ステーキング、エコシステムの方針を決定するためのガバナンス投票を目的

に発行された暗号資産。
Ethereumのブロックチェーン上で発行されたトークン メタバース「The Sandbox」上で利用される暗号資産

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行される暗号資

産。

分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行さ

れる暗号資産
分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、価値記録を行う記録者への対価・代償として発行される暗号資産。

Aptosは、Move言語を用いたレイヤー１ブロックチェーンであり、並列処理、パイプラインおよびモジュラー技術を用いて、

安全かつ効率的なトランザクションの実行を可能としている。APTは、ガバナンスやステーキングとして利用することが可

能。

法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２号の別　例：第1号） 第1号 第１号 第1号 第１号 第１号 第1号 第1号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名称 − ー − − − ー ー

発行暗号資産に対する資産（支払準備資産）の有無および名称 なし なし なし なし なし なし なし

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求権） − ー − ー − ー ー

支払請求（買取請求）による受渡資産 − ー − ー − ー ー

発行者が保有者に付与するその他の権利 − ー − ー − ー ー

発行者に対して保有者が負う義務 − ー − ー − ー ー

価値の決定 保有者間の自由売買による
スマートコントラクト等の仕組みにより擬似的におよそ1米ドルの価値を保つように制御されているが、市場における

需要と供給によって決定する
保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買によって決定する。 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買によって決定する 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 − ー − ー − ー ー

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組織の形態 パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリックブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性
保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採用している為、公開されているが、移転記録上のトラン

ザクションやアドレスから個人を特定をすることは困難である。
公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採用している為、公開されているが、移転記録上のトランザクションやア

ドレスから個人を特定をすることはできない。
ー

SOLの保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採用している為、全て公開されている。しかし、移転記録上のトラ

ンザクションやアドレスから個人を特定をすることはできない。
ー 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

利用者の真正性の確認 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する

利用者の真正性の確認方法として、SANDはEthereum上で発行されるERC20トークンであるため、Ethereumに依存する。

Ethereumは秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データを特定することで真正性の確認が

可能。真正性の確認に必要な公開鍵は、ランダムに生成された秘密鍵をsecp256k1による楕円曲線暗号を使用することで生成

している。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。

利用者の真正性の確認方法として、SOLは秘密鍵と公開鍵を用いた公開鍵暗号方式に依存している。公開鍵暗号方式では、ラ

ンダムに生成された秘密鍵と秘密鍵をed25519と呼ばれる楕円曲線暗号によって生成を行なった公開鍵によって真正性の確認

が可能となる。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する 秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

Proof of Stake（PoS）

価値移転記録の信頼性確保の仕組みは、Ethereumが採用しているProof of Stake（PoS）と呼ばれるコンセ

ンサスアルゴリズムに依存する。PoSでは、記録者はブロックリワードを得るためにETHをステークしてお

り、不正や怠惰な振る舞いを行った場合にはステークしているETHが破棄される可能性があるため、記録者が

合理的な価値移転記録を行うようなインセンティブ設計によって信頼性を確保している。

ERC−20トークンであるため、Ethereumのブロックチェーンで使用されているPoS (Proof of Stake)の枠組みに則っ

て記録が管理されている
Proof of Stake

Delegated Proof of Stake（DPoS）に則って、投票により委任された記録者（バリデータ）が取引履歴を管理し、ブロックを承認す

る。

SOLは、プルーフオブステーク（PoS）及びプルーフオブヒストリー（PoH）、タワーBFTと呼ばれるコンセンサスアルゴリ

ズムに依存している。PoSのステーキングとスラッシングの仕組みによって、悪意ある攻撃の経済合理性を低下させるように

設計が行われている。

Proof of Stake（PoS）に則って、記録者（バリデータ）が取引履歴を管理し、ブロックを承認する Proof of Stake（PoS）

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無とその名称

（アルトコインのみ）
− ー − ー - ー ー

取引単位の呼称  AXS DAI SAND SXP 1 SOL TON APT

保有・移転記録の最低単位 0.000000000000000001 AXS 0.000000000000000001DAI 0.000000000000000001 SAND 0.00000001SXP 0.000000001 SOL 0.000000001TON 0.000000001 APT

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 − ー − ー − ー −

制限内容 − ー − ー − ー −

交換市場の有無 あり あり あり あり あり あり あり

価値が連動する資産等の有無 なし なし あり なし なし なし なし

価値連動する資産等の名称 − ー ｍSAND ー - ー ー

価値連動する資産等の内容 − ー
Polygon PoSチェーン上で発行された「SAND」。「mSAND」はThe Sandboxプラットフォーム上でステーキングが可能で報

酬を得られる。
ー - ー ー

価値連動する資産との交換の可否 − ー 可 ー - ー ー

価値連動する資産との交換比率 − ー 0.042361111 ー - ー ー

価値連動する資産との交換条件 − ー The Sandboxプラットフォームで交換（ブリッジ）する。GAS代が必要である。 ー - ー ー

その他の付加価値（サービス）の有無 あり なし あり あり あり あり なし

付加価値（サービス）の内容

Axie Infinityは3on3のカードバトルゲームの提供をしており、AXS保有者は決済、ステーキングという利用用

途に加えてAxieチームが実施する特定のセール/オークションに参加することができる。また、Axie Infinity上

で発生した収益とステーキング報酬の一部は、Treasuryに保管され、将来的にAXS保有者によるガバナンスに

よって管理される。

ー

・メタバース（The Sandbox）上でプレイヤーがゲームやアイテムを作成・所有し、報酬を受け取ることができるが、日本在

住のユーザーには制限が設けられている。

・ｍSANDをステーキングすることで報酬を得ることができる。

SXPをステーキングすることで報酬を得ることができる。

Solanaは、スケーラビリティを最適化するパブリックベースレイヤーブロックチェーンプロトコルである。開発者が制限な

しに次世代のブロックチェーンアプリケーションを構築するための理想的なツールキットを提供することを目指している。

SolanaブロックチェーンのネイティブトークンであるSOLの使用用途は、ステーキング、トランザクション手数料、ガバナン

ス投票の3つがある。

TONネットワーク上でのスマートコントラクトの記録と実行 ー

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況 Axie Infinityは3on3のカードバトルゲームを2018年4月にリリースしている。 ー 2021年12月よりmSANDのステーキングが開始し、2023年4月現在も継続中である。
Solarは2018年に立ち上げられたプロジェクトであり、ブロックチェーンのスケーラビリティや、スマートビジネスの開発効率を大幅に

向上させることを目指す。

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況として、Solanaブロックチェーン上にSerumやRaydiumなどの分散型アプリ

ケーションが開発されている。他にも多くのアプリケーションが開発されており、以下のリンクより確認できる。

参考：https://solana.com/ecosystem

安定した稼働・提供が行われている ー

発行者 あり 不特定多数の利用者が担保資産をもとに発行 あり プログラムによる自動発行 Solana Labs, Inc. あり あり

発行主体の名称 Sky Mavis PTE. LTD ー TSBMV Global Limited ー Solana Labs, Inc. TON Foundation Aptos Labs

発行主体の所在地 Ho Chi Minh City, Vietnam ー イギリス領ケイマン諸島 ー

645 Howard St

San Francisco ​, CA, 94105-3903

United States

Dubai

745 Emerson Street,

Palo Alto CA 94301,

United States

発行主体の属性等 営利企業 ー システム開発業者 ー 営利企業 非営利団体 営利企業

発行主体概要

Sky Mavisは、分散型アプリケーションやサービスを構築するテクノロジー企業として、情報技術、ブロック

チェーン、ビデオゲームの分野に特化している。2019年に設立され、本社はベトナムのホーチミン市に存在

する。

ー
発行主体であるTSBMV Global Limitedは、メタバースプラットフォーム「The Sandbox」を提供しており、プラットフォー

ムにおける通貨としてSANDを発行している。
不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集団・共有管理。

発行主体であるSolana Labsは、パブリックブロックチェーンプロジェクトとして、スマートコントラクトを使用した分散

ネットワークによって開発者が制限なしに次世代の分散型ブロックチェーンアプリケーションを構築するための理想的なツー

ルキットを提供することを目的とした米国に拠点を置く民間企業である。

TONブロックチェーンのプログラム開発・ネットワークの維持を目的としている団体 Aptosに関する研究および開発を行っている企業である。

発行暗号資産の信用力に関する説明

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み。

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開。

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

DAIは、イーサリアムのプラットフォームを利用して作られたERC−20トークンであるため、技術的な安定性に問題は

ない。また、実際にも、プログラム通りに運営されており、記録者による記録が継続され、市場で取引されているとい

う実績がある

SANDは、イーサリアムのプラットフォームを利用して作られたERC−20トークンであるため、イーサリアムの信用力に依存す

る。

イーサリアムは多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みと、ブロックチェーンによる保有・移転記録

の管理とその記録の公開によって信用力を高めている。

また、SANDは実際にホワイトペーパー通りに運営されており、記録者による記録が継続され、市場で取引されているという

実績がある。

多数かつ分散している記録者による価値移転情報の認証と、ビットコインと同水準の暗号化技術の採用により信用力が担保される。

SOLの通貨としての信用力は、ネットワークに参加する記録者によって分散的に維持されている。2023 年5月8日時点で記録

者の総数は1,780であり、悪意あるノードの選出を防止している。

参照先：https://solanabeach.io/validators

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み。

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力。

保有・移転管理台帳の公開。

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性。

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

発行方法
AXSはERC20トークンとして、2020年10月27日時点で270,000,000 AXSがEthereumブロックチェーン上で

全量発行された。
Vaultと呼ばれるスマートコントラクトを通じて不特定多数の利用者が暗号資産を担保にDAIを発行 2019年10月29日にEthereumブロックチェーン上のERC20トークンとして、3,000,000,000 SANDが全量発行された プログラムによる自動発行

トークン供給の分配は次のような割合である。

シードセールトークン：16.23%（79,290,466SOL）

ファウンディングセールトークン：12.92％（63,151,982SOL）

バリデーターセールトークン：5.18％（25,331,653SOL）

ストラテジックセールトークン：1.88％（9,175,520SOL）

初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、価値記録を行う記録者への対価・代償としてプログラ

ムにより自動発行される。
プログラムによる自動発行

発行可能数 270,000,000 AXS ー 3,000,000,000 SAND 上限なし 上限なし 上限なし 上限なし

発行可能数の変更可否 不可 ー 不可 上限の規定がないため該当せず 不可 不可 不可

変更方法 − ー − − - ー ー

変更の制約条件 − ー − − - ー ー

発行済み数量 270,000,000 AXS 5,347,888,596 DAI（2023/11/24時点） 3,000,000,000 SAND 597,608,875  SXP(流通量も同数量）（2024/3/18時点） 574,912,285 SOL（2024年4月30日時点） 5,107,396,784  TON（2024/6/10） 1,100,092,856  APT（2024/6/10）

今後の発行予定または発行条件 − 不特定多数の利用者の需要による − 最短で8秒につき1ブロックを生成し、10SXPが発行される。

ステーキング報酬による発行がある。ステーキング報酬の付与開始は、SOL発行開始日である2020年3月16日からである。初

年度のSOLのインフレ率は年率8%に設定されており、その後毎年15%ずつ減少し、11年経過後あたりからは1.5%で固定され

る。

バリデーターに対する報酬として毎年総発行枚数の0.6％が追加発行されていく。

Aptosのコンセンサスアルゴリズム（PoS）を通じて、ステーキング報酬としてAPTが発行される。新規発行の年率は初年度の

7％を基準として、毎年1.5%の割合で定率減少し、下限3.25％として固定される仕組み。新規発行分は記録者に分配される。

発行条件は将来的にオンチェーンガバナンスを通じて変更される可能性もある。

過去３年間の発行状況 2020年10月27日に全量発行済み 発行済数量に等しい 2020年8月にトークンセールを実施、すでに全量の3,000,000,000 SANDを発行している。 597,608,875  SXP(流通量も同数量）（2024/3/18時点）

トークン供給の分配は次のような割合である。

シードセールトークン：16.23%（79,290,466SOL）

ファウンディングセールトークン：12.92％（63,151,982SOL）

バリデーターセールトークン：5.18％（25,331,653SOL）

ストラテジックセールトークン：1.88％（9,175,520SOL）

CoinListオークションセールトークン：1.64％（8,000,000SOL）

チームトークン：12.79％

財団トークン：10.46％

コミュニティトークン：38.89％

2018年4月5日から2021年6月9日にかけて6回のトークンセールがあった。

バリデーターに対する報酬として、毎年総発行枚数の0.6％が追加発行されている。
プログラムによる自動発行

※1,100,092,856 APT発行済（2024/6/10）

過去３年間の発行理由

AXSは決済、ステーキング、ガバナンスを通じたAxie Infinityのエコシステムの維持とSky Mavis社が開発を継

続するためのインセンティブを確保するため（トークン発行時に総供給量の21%がSky Mavisのためにロック

されており、54ヶ月かけて段階的にアンロックされる仕組みとなっている）。

不特定多数の利用者の需要による 資金調達、プラットフォームのエコシステム構築を目的として発行

メインネットのローンチ時に520,737,576 SXPが発行され、1ブロックは8秒ごとに生成される。なお、1ラウンドは53ブロックである。

また、ブロック報酬は動的であり、53ブロックの1ラウンドごとに530 SXPが生成される。メインネットのローンチ以来の発行量はおお

よそ約5億7843万SXPである。

ICOによる資金調達を目的として発行している。

その後の発行としてステーキング報酬がある。
バリデーターに対する報酬として発行した。 初期発行及びステーキング報酬による発行

過去３年間の償却状況 − 不明
0.8725399582 SAND

（2023年4月26日時点）

取引ごとに、取引手数料の90%がプロトコルレベルで償却される。このブロックチェーンは、個別のユーザーによって開始される償却取

引も提供している。メインネットのローンチ以来、約80,000 SXPが償却されている。
2020年5月25日に11,365,067SOLの償却があった。 ー ー

過去３年間の償却理由 − 不特定多数の利用者の需要による 不明 手数料の償却はプロトコルレベルで行われ、個々のユーザーによって開始される。

透明性の高い方法でマーケットメイク契約を再構築するため、マーケットメイカーより総額3,365,067SOL、財団より

8,000,000SOLを受け取り、Foundation管理ウォレット内のSOLの総額は11,365,067SOLとなった。その後、

11,365,067SOLの全量が、非循環供給アドレスのホワイトリストウォレットに移され循環供給から償却された。

ー ー

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 あり
なし

（ただし発行に関するスマートコントラクトはコード監査が実施されている）
なし なし あり なし あり

監査を実施する者の氏名又は名称 Quantstamp ー − − Beosin (Chengdu LianAn) Technology Co. Ltd. ー Certik

直近時点で行われた監査年月日 2020年10月27日 ー − − 2021/3/31 ー 2022/10/16

直近時点における監査結果
コード監査によって挙げられた問題点は、補足レベルのものであり、監査に合格していることを確認した。

参照先：https://cdn.axieinfinity.com/landing-page/AXS_Audit_Report.pdf
ー − − Beosin（Chengdu LianAn）Technologyによる監査により、SOLのコントラクトに問題がないことが確認できた。 ー Certikがソースコード等を監査した結果、大きな脆弱性は認められず、監査結果に問題がないことを確認した。

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり あり あり あり あり あり あり

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型ブロックチェーン パブリック型 パブリック型ブロックチェーン パブリック型 パブリック型 パブリック型

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、その名称 − ー − − - ー ー

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内容 − ー − − - ー ー

価値移転認証の仕組み
台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価

値移転記録台帳の記録を確定する。

EthereumのPoSに則って価値の移転が認証されている（台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読

し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する）

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳

の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確

定する。

価値移転認証の仕組みにPoSを採用しています。PoSでは、ブロックの生成や承認の役割を担う記録者が利用者及び移転内容

の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。記録者として選出されるためにはSOLをステーキングする必要があ

り、記録者が悪意のある行動を取った際にはスラッシュ（没収）が行われる。従って、記録者による攻撃のインセンティブを

防ぎ、セキュリティの向上が行われている。

台帳形式。

価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確

定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳

の記録を確定する。

価値記録公開/非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有者個人データの秘匿性の有無 なし あり あり あり なし あり あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 - 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による

多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによっ

て、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェーン）および記録者による多数決を

もって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の

動機を排除し、信頼性を確保する

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決をもって

移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する。

PoSにおけるActive Validatorの数は、561,655であり（2023年4月25日現在）、世界各地に分布されており、価値移転ネッ

トワークは分散性が高い。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェーン）および記録者による多数決をもって移転記録が

認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

SOLは、Solanaブロックチェーン上に発行されている暗号資産である為、コンセンサスアルゴリズムはSolanaブロック

チェーンが採用しているPoS及びプルーフオブヒストリー（PoH）、タワーBFTに依存している。タワーBFTはPBFTのPoHに

適合するアルゴリズムであり、ネットワークの過半数が投票していると考えられるフォークに投票し続けることが記録者の利

益になる。また、PoS型のブロックチェーンでもあるため、記録者として選出されるためにはSOLをステーキング（担保とし

てロック）する必要があり、記録者が悪意のある行動を取った際にはスラッシュ（没収）が行われる。それにより、記録者に

よる攻撃のインセンティブを削減し、セキュリティの向上が図られている

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決をもっ

て移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排

除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者による多数決をもって

移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する。

記録者の数

9,809団体（2023年4月24日時点）

https://etherscan.io/nodetracker

511,655（2023年6月12日時点のバリデーター数）

https://beaconscan.com/

8,871（2023年5月8日時点のノード数）

https://etherscan.io/nodetracker

511,655（2023年6月12日時点のバリデーター数）

https://beaconscan.com/

561,655

（23年4月25日現在）
53 - https://solarscan.com/block-producers

SOLが発行されているSolanaブロックチェーン上の記録者は、2023年5月8日時点で1,780であることが確認できる。

参照先：https://solanabeach.io/validators
321の記録者が存在する。

Aptos上の記録者は、2024年6月10日時点で136あることが確認できる。

参照先：https://explorer.aptoslabs.com/?network=mainnet

記録者の分布状況

記録者の分布状況は、Ethereumに依存する。Ethereumの記録者は世界各国に分散しており、主な分布状況

は米国51.18%、ドイツ17.00%、日本3.12%であることが確認できる。

参照先：https://etherscan.io/nodetracker（2023年4月24日時点）

記録者の分布状況は、Ethereumに依存する。Ethereumの記録者は世界各国に分散しており、主な分布状況は米国

51.63%、ドイツ16.49%、日本3.18%であることが確認できる。

参照先：https://etherscan.io/nodetracker（2023年5月8日）

米国、ドイツ、カナダ、ロシア、英国など 不特定
記録者の多くは米国、欧州、日本に分布している。

参照先：https://solanabeach.io
不特定 アメリカ、ヨーロッパ、東アジアなど世界各国に存在している。

記録者の主な属性

32ETHをコントラクトに入金し、実行クライアント、合意クライアント、バリデータの3つの別々のソフト

ウェアを実行することで、誰でも記録者としてネットワークに参加することができる。しかし、記録者の特定

は困難である。

ERC−20トークンであるためEthereumのマイナー（記録者)と同一（Ethereumの記録者に必要な設備さえあれば、誰

でも自由になることができる）

不特定。バリデータソフトウェアを有効化するために32 ETHをデポジット（ステーキング）すること誰でも自由に記録者に

なることができる。
不特定、誰でも一定の要件を満たすことで記録者になることができる。

記録者について確認をした結果、必要な要件を満たすことで誰でも記録者としてネットワークに参加することができ、公式エ

クスプローラーにてアドレスを確認することができる。しかしながら、記録者の属性を特定する情報は公開されていない。
誰でも自由に記録者になることができる

不特定。

一定の条件を満たすこと（100万APT以上をステーキング）で、誰でも記録者になることができる。

記録の修正方法 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 トランザクションが記録者によって承認されると修正を行うことはできない。 記録者のすべてが結託して、記録を変更する。

ネットワーク上のノードが特定のフォークに投票するたびに、投票はスロットと呼ばれる一定期間のハッシュに制限される。現在のネット

ワークの設定では、1つのスロットに約400ミリ秒の時間が設定されている。400ミリ秒ごとにネットワークはロールバックポイントを持っ

ているが、それ以降の投票を行うたびに、その投票をアンロールするまでにネットワークが停止しなければならない時間が2倍になる。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。

記録者の信用力に関する説明

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者

の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。また、個々の信用力に関しても、不

正を防ぐために、記録者は参加要請があった時に参加しないと報酬を受け取れず、不正な行動をとるとステー

クしているETHが没収される仕組みとなっているため、不正な行いは経済合理性に欠ける仕組みとなってい

る。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力

に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている

記録者（バリデーター）には32ETHステーキングすれば誰でもなることができるが、記録者が悪意を持つ行動をおこなった場

合、ステーキングしたETHが一部または全部没収される仕組みになっている

不正は記録者のすべてが結託しない限りは不可能である。不正を行おうとしたのが判明した時点で投票で選ばれる可能性も極めて低くな

るので、信頼性が確保されている。

Solanaブロックチェーンにおいて、記録者には誰にでもなることができ、広く分散している為、ネットワークに参加する

個々の信用力ではなく全体の信用力を記述する。記録者の一部が結託をして悪意ある判断をする可能性は否定できないが、記

録者として活動するためには担保としてSOLのステーキングが必要であり、スラッシュ（没収）の仕組みも実装されている。

これによって記録者が悪意ある判断を行う合理的なインセンティブが発生しないように設計が行われている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼

ることなく、記録保持の仕組みそのものにより信用が維持されている。

また、TONの記録者になるためには、必要なTONをステーキングするだけの資金と、ノードを運用する能力を持っていなけ

ればならない。また、報酬を得るために正しい記録を行おうとするインセンティブが働く。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼ら

ず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 あり なし あり あり あり なし なし

監査を実施する者の氏名又は名称 Quantstamp ー

＜go-ethereum＞

TrueSec社

＜Prysm＞

Quantstamp社

AlessioDF Beosin (Chengdu LianAn) Technology Co. Ltd. ー ー

直近時点で行われた監査年月日 2020年10月27日 ー

＜go-ethereum＞

2017年4月25日

＜Prysm＞

2020年6月19日

44896 44286 ー ー

その監査結果 − ー

＜go-ethereum＞

クリティカルな脆弱性は発見されなかった

＜Prysm＞

5つのHigh Risk Issueが発見され、内4つは解決済で、１つは解決不要という判断となった。

重大な問題や障害は見つからず、「Solarチームは、監査以前から起こりうる攻撃を想定し、リスク緩和策をコードベースに適用してお

り、概してセキュリティ意識が高いと言える」と結論づけられた。
Beosin（Chengdu LianAn）Technologyによる監査により、SOLのコントラクトに問題がないことが確認できた。 ー ー

（統括者に関する情報） ー

記録者の統括者の有無 なし なし なし なし なし なし なし

統括者の名称 − ー − ー - ー ー

統括者の所在地 − ー − ー - ー ー

統括者の属性 − ー − ー - ー ー

統括者の概要 − ー − ー - ー ー

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事項
ステークされたETHの3分の2以上を保有していれば、記録台帳を改竄することで発行プログラムを改変するこ

とができる。

記録者が結託して1/3以上の得票力を獲得した場合、妨害することが可能であるが、記録者が十分に分散している状況

では、妨害は発生しにくいものと考えられる

他のPoSを採用しているブロックチェーンと同様に、Ethereumの多数のバリデーター（記録者）が結託して取引の承認手続

きを行うことで、記録台帳及びプログラムの改竄が可能であるが、記録者が十分に分散している状況では改竄は発生しにくい

ものと考えられる。

Delegated Proof of Stake（DPoS）コンセンサスアルゴリズムの下では、記録者が結託して1/3以上の投票力を獲得した場合、妨害する

ことが可能であるが、記録者が十分に分散している状況では妨害は発生しにくいものと考えられる。

価値移転ネットワークはSolanaブロックチェーンが採用しているコンセンサスアルゴリズムであるPoS、PoH及びタワーBFT

に依存する。BEOSIN社による監査の結果、SOLの価値移転に関して脆弱性は見つけることができなかった。
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる 記録者が結託もしくは単独でその時点における計算能力の半分を上回る計算能力を得ることで、記録の変更が可能である。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、第三者が利用者になりすまして送付指示を行うことができる 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。

SOLが発行されているSolanaブロックチェーンでは、楕円曲線暗号としてed25519を用いている。保有情報の証明に必要な

秘密鍵の管理は保有者に依存しており、第三者に秘密鍵自体を知られた場合は、利用者になりすまして送付指示を行うことが

できる。

なし 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項

発行者が破綻した場合、Axie Infinityの開発が停止するため、AXSの価値が下落する可能性はある。ただし、

Axie Infinityの開発を主導するSky Mavisは、2019年11月8日に約1.5億円、2021年5月11日に約7.5億円、

2021年10月5日に約152億円の調達を行い、運用資金を確保している点、AXSの総供給量の21%がSky Mavis

のためにロックされており、段階的にアンロックされる点から発行者が破綻する可能性は極めて低いと判断で

きる。

参照先：https://www.crunchbase.com/organization/sky-mavis/investor_financials

参照先：https://whitepaper.axieinfinity.com/axs/allocations-and-unlock/sky-mavis

発行者が破たんした場合は、資産の利用価値が著しく低下する恐れもあるが、自発的に参加する開発者によってプロ

ジェクトが継続され、価値喪失にまでは至らない可能性もある

TSBMV Global LimitedはThe Sandboxのプラットフォームを統括する組織であるため、将来的に分散型組織になるべく進め

られているが途中で破綻により開発が遅延又は停止した場合、価値が毀損する可能性がある。

ただし、発行済のトークン自体はチェーン上に流通しており、万一破綻した場合であっても発行者に依存しない利用用途が付

加されている場合、価値が消失する可能性は低い。

ー

SOLの発行者であるSolana Labsは、開発をリードしている組織であるため、破綻により開発が遅延又は停止した場合、価値

が毀損する可能性がある。ただし、SOLの発行及び記録が行われているSolanaブロックチェーンはすでにリリースされ分散型

の運用が行われていることから、発行者が破綻したとしても価値が完全に消失する可能性は低いと考えられる。

ー ー

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性がある。た

だし、ノードは各国に分散しており、全てが同時に破綻する可能性は極めて低いと考えられる。また、ノード

数は2023年4月24日時点で全世界に9,809団体存在しているため、価値移転記録者の一部が破綻した場合で

あっても、価値移転作業に影響はないと考えられる。

ERC−20トークンであるため、記録者はEthereumと同一である。記録者の大多数が破たんした場合は正しい記録が行

われないリスクや価値移転が記録されないリスクに直面し、価値が喪失する可能性はあるものの、ごく一部の記録者の

破たんではネットワークに問題はないものと思われる。この点、Ethereumの記録者は十分に分散しているため、一度

に破綻するような事態は想定しにくい

ステーキングプールのLidoなど、バリデーターの占有率が高い記録者が破綻した場合、価格の下落が予想されるが、記録者の

総数は50万以上存在し（23年4月現在）、世界各地に分散されおり十分な分散性があるため、価値喪失の可能性は低い。

価値移転記録者の全てが同時に破たんした場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性があるものの、記録者が十分に分散

している下ではそのような状況は発生しにくいものと考えられる。

SOLの価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性がある。ただし、

ノードは分散しており、全てが同時に破綻する可能性は低いと考えられる。また、記録者は2023年5月8日時点で1,780存在

しているため、価値移転記録者の一部が破綻した場合であっても、価値移転作業に影響はないと考えらる。

参照先：https://solanabeach.io/validators

ー ー

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項
Ethereum上のトランザクションが過度に増大すると台帳への記録がされにくくなり、最終的に移転の記録が

相当遅れるか、キャンセルされる場合がある。

ERC−20トークンであるため、処理能力はEthereumに依存する。Ethereumの処理能力を上回る取引がブロック

チェーン上で行われた場合、もしくは、記録者の数や処理能力が極端に低下した場合には、遅延が生じる可能性がある

処理性能以上のトランザクションが発生した場合は記録の遅延が発生する可能性がある。ただしSharding等の記録処理能力を

高めるアップデートによって性能を向上される計画であるため、この問題解決に向けて開発が進められている。
処理可能なトランザクションを上回る量の取引がブロックチェーン上で発生した場合に遅延する可能性がある。

SOLの移転記録の遅延可能性は、Solanaブロックチェーンが採用しているコンセンサスアルゴリズムであるPoS、PoH及びタ

ワーBFTに依存する。PoH及びタワーBFTを用いるSolanaブロックチェーンにおいて、1秒当たりに処理可能なトランザク

ション数（TPS）は65,000TPSとされている。これを大きく上回るトランザクションが発生した場合、記録処理が追い付かな

くなり移転の記録が遅延する可能性がある。

ー
Aptosの処理能力を上回る取引がブロックチェーン上で行われた場合、もしくは、記録者の数や処理能力が極端に低下した場

合には、遅延が生じる可能性がある。

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特記事項

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆弱性があった場合に不正に資産が盗み取られる

リスクがある。過去、コード監査によって挙げられた問題点は、補足レベルのものであり、監査に合格してい

ることを確認した。

参照先：https://cdn.axieinfinity.com/landing-page/AXS_Audit_Report.pdf

他の暗号資産と同様に、現時点でまだ発見されていない脆弱性を悪意のある攻撃者に突かれる一定のリスクは存在する

ものの、現状は正常に稼働している

Ethereum上にデプロイされたSAND発行のためのスマートコントラクトに脆弱性があった場合に不正にSANDが盗み取られる

リスクがある。ただし、これはスマートコントラクトの脆弱性に起因しており、またこれらはその他のERC20系暗号資産にも

当てはまり、PLT固有の懸念点ではない。

他の暗号資産と同様に、現時点でまだ発見されていない脆弱性を悪意のある攻撃者に突かれる一定のリスクは存在するものの、現状は正

常に稼働している。

BEOSIN社によるSOLのスマートコントラクトの監査の結果、SOLのスマートコントラクトには既知の脆弱性は見つからな

かった。

他の暗号資産と同様に、現時点でまだ発見されていない脆弱性を悪意のある攻撃者に突かれる一定のリスクは存在するもの

の、現状は正常に稼働している
ー

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況に関する特記事項

Axie Infinityには過去プログラムに不具合が発生した情報は確認できないが、2022年3月23日にAxie Infinity

専用のレイヤー2ソリューションである「Ronin Network」に悪意ある攻撃が行われた。具体的な攻撃手法に

ついては、9つあるバリデータノードのうち承認に必要な閾値である5つをハッキングして秘密鍵を入手した

上、入手した秘密鍵を使用して2回にわたって、合計17万3,600ETHと2,550万USDCを引き出した。その後の

対応としては、閾値を8にあげて再度攻撃に合わないように対処している。また、管理者であるSky Mavisは、

ハッキングによる影響を受けたユーザーに全額償還することを約束した。

プログラムの不具合については、Ethereumに依存する。Ethereumブロックチェーンでは、過去にDAO事件と呼ばれ

るスマートコントラクトの脆弱性をついたハッキング事件が発生。このハッキングによって大量のETHが流出すること

となり、それを無効とする為にEthereum Foundationはハードフォークを実施。ハードフォークに対してコミュニ

ティ内で意見が分かれ、結果としてEthereum Classic（ETC）が誕生。

https://gentosha-go.com/articles/-/17332

SANDとしては不具合の発生は確認されなかった。

Ethereumにおいて2020年11月11日、コンセンサスアルゴリズムに関連するバグによって一時的に約30ブロックの間スプ

リットが発生したが、翌日にはソースコードの修正が完了している。この際、一部のサービスプロバイダが一時的にサービス

提供を停止したことが確認できた。

SANDへの影響は確認できなかった。

深刻な被害をもたらした不具合は報告されていない。

・2022年8月3日、SolanaのDeFiとNFTをサポートするファントムウォレットの利用者に対して大規模なハッキングが発生し、約8,000件の

ウォレットで10億円相当の資金がハッカーの所有するアドレスに送金されていることがわかった。調査の結果、ウォレットプロバイダーで

ある「Slope」の秘密鍵の管理方法に問題があったことが判明した。

・2022年6月1日16:30（UTC時間）、Solanaのメインネットベータクラスターは、durable nonceトランザクション機能のバグに起因する

コンセンサスの停止により、ブロックの生成を停止した。その後4時間半にわたり、バリデータのオペレーターが最も進んだポイントを特

定し、一斉にネットワークの再起動を行い、その結果、durable nonceトランザクションが一時的に無効化された。ブロック生成は同日

21:00（UTC時間）に再開され、ネットワークオペレータはその後数時間にわたってクライアントサービスを復旧させ続けた。なお、金銭

的な損失は確認できなかった。

ー

2023年10月18日23時11分頃（UTC）、Aptosネットワークにおいて、ブロック104,621,314でブロックの生成が行われない

状況になったことで、一時的にネットワークが停止した。開発チームとバリデーターコミュニティーの協力により、問題が発

生してから5時間程度でネットワークは正常に再開した。

非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状況 − ETHとETCに分かれるハードフォーク、ETHPOSとETHPOWに分かれるハードフォークが起きている

SANDの基盤となるEthereumにおいて次の2つが発生している。

①2016年7月：DAO事件の際、ハードフォークを実施

②2022年9月15日に大型アップグレード「The Merge」の実施によりEthereum、EthereumPoW、EthereumFairに分岐。

ただし、SANDはEthereumのみサポートしている。

ー SOLは、Solanaブロックチェーン上に発行されており、過去に非互換性アップデートの状況は確認できなかった。 ー ー

今後の非互換性アップデート予定 − ー 2023年にSharding等の記録処理能力を高めるアップデートが行われる予定である。 ー − ー ー

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴 − The DAO事件が起こっている（2016年6月） − ー − ー ー

価格データの出所
出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/axie-infinity/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/

出所：CoinMarketCap

 URL：https://coinmarketcap.com/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/currencies/sxp/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/ja/currencies/solana/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/ja/currencies/toncoin/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/ja/currencies/aptos/

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：＄1.000.000） ＄5.88（2023/11/24時点） ＄1（2023/11/24時点） ＄0.3973（2023/11/24時点） $0.4398（2024/3/18時点) $137.31（2024年4月30日時点） $7.11（2024/6/10） $8.54（2024/6/10）

１取引単位当たり計算単価（円基準、例：￥100.000.000） ￥879.08（2023/11/24時点） ＄149.56（2023/11/24時点） ￥59.5（2023/11/24時点） ¥65.55（2024/3/18時点) ¥21,507.04（2024年4月30日時点） ¥1,115.10（2024/6/10） ¥1,340.58（2024/6/10）

ドル/円計算レート 1ドル/149.56円（2023/11/24時点） 1ドル/149.56円（2023/11/24時点） 1ドル/149.56円（2023/11/24時点） 1ドル/148.95円（2024/3/18時点) 1ドル/156.76円（2024年4月30日時点） 1ドル/156.91円（2024/6/10) 1ドル/156.91円（2024/6/10)

四半期取引数量（協会加盟会員合計、現物、単位は百万円） − 非公開 − ー ー ー ー

ー ー −

【自動発行及び自動焼却の価格に及ぼす影響】

SXPは発行上限が設定されておらずプログラムによる追加での自動発行が行われます。一方、SXPには焼却の仕組みが確保されており、Solarチェーン使

用時の取引手数料及び出金手数料の90%がオンチェーンで自動的に焼却される仕組みがございます。SXPの追加発行及び焼却により、インフレ又はデフ

レが生じ、トークンの価格に影響を及ぼす場合がございますので十分に理解した上でお取引ください。

※SXPの発行総量は以下で確認できます。

URL:https://solarscan.com/statistics

※SXPの焼却履歴は以下で確認できます。

URL:https://solarscan.com/transactions/burn

【Swipe(SXP)との関係性】

Swipe(ティッカーコード：SXP)とSolar(ティッカーコード：SXP)は、同一のティッカーコードとなりますが、異なる暗号資産であり、Solar(SXP)プロ

ジェクトは、Swipe(SXP)プロジェクトと一切関係ございません。

ー ー ー備考
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2024年8月21日 2024年8月21日 2025年8月18日 2025年3月11日 2025年3月18日 2025年6月24日 2025年6月24日

日本語の名称 ビルドアンドビルド スイ ジェーオーシーコイン ジパングコイン ユーピーシーエックス ラップドビットコイン ペペ

現地語の名称 Build N Build Sui JOC Coin Zipangcoin UPCX Wrapped Bitcoin Pepe

呼称（日本語の名称と同じ場合はー表記） ー ー JOC Coin/JOCコイン ー UPCX - -

ティッカーコード（シンボル） BNB SUI JOC ZPG UPC WBTC PEPE

発行開始（年、月、日）

2017年6月26日　ERC-20 で発行

2019年4月18日　Binanceチェーンに移行&Swap

2020年9月1日　  Binanceスマートチェーン （BSC）

2021年2月15日　リブランディング され、BNBビーコンチェーン（旧Binance

チェーン）および、BNBスマートチェーン（BSC）（旧Binanceスマートチェー

ン）の総称をBNB チェーンと呼ぶ。

* 名称のみの変更

2023年4月23日 2022年8月4日 2022年2月17日 2023年8月29日 2018年11月28日 2023年4月14日

時価総額（ドル基準、例：＄1.000.000） $85,398,479,949（2024/7/23 時点） $2,108,564,182（2024/7/23 時点） $4,069,486.87 (2025/8/18時点) ＄7,488,107.78（2024年12月31日時点） $14,149,585（2024年7月29日時点） $386,244,238.98（2025年6月24日時点） $4,272,528,535.98（2025年6月24日時点）

時価総額（円基準、例：￥100.000.000） ¥13,261,889,839,794（2024/7/23 時点） ¥322,710,030,882（2024/7/23 時点） ¥600,086,535.13 (2025/8/18時点) ￥1,176,980,781（2024年12月31日時点） ¥2,172,418,825（2024年7月29日時点） ¥56,075,229,440.89（2024年6月24日時点） ¥620,675,198,849.33（2025年6月24日時点）

主な利用目的 送金・決済・投資・スマートコントラクト 送金、決済、投資、ガバナンス、ステーキング

取引手数料（ガス）の支払い: Japan Open Chainネットワークでスマートコントラクトやトラン

ザクションを実行する際には、手数料（ガス）が発生します。JOC Coinはこの手数料の支払いに

使用される。

送金、決済、投資等

※送金及び決済は将来的な機能
決済、ネットワーク手数料、ガバナンス、（Market Pegged Assetの担保）

イーサリアムブロックチェーン上のアプリケーションでの取引においてBTC（Bitcoin）の代わり

に使用される。
送金、決済、投資

利用制限の有無 なし なし なし ー ー ー ー

海外流通の有無 あり あり なし なし あり あり あり

国内流通の有無 なし あり
あり

なお、取引所上場前に、100,000JOCが実証実験用として関係者の間で流通していた。
あり なし なし なし

店舗等の利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし

利用制限を行う者の属性 ー ー − ー ー なし なし

利用制限の内容 ー ー − ー ー なし なし

一般的な性格

BNBは2017年当初、バイナンス取引所の取引手数料の割引を受けるために利用され

るトークンとして発行されたが、その後BNBチェーンへ統合され分散型ブロック

チェーンとして様々なDAppsがチェーン上に構築されている。BNBはその分散型エ

コシステムを支えるネイティブトークンとして機能している。

SUIは、Facebook（現Meta）が開発していたLibraブロックチェーン上のMove言語をベー

スとした、安全かつ高速な取引を実現するブロックチェーン上の暗号資産。

Japan Open Chainのネイティブトークンとしてネットワークでスマートコントラクトやトランザ

クションを実行する際の手数料（gas）として使用される。

分散型の価値保有・移転の台帳（ブロックチェーン）上で発行され、データとして記録される。状況に応

じて追加発行される。

UPCXは、既存金融レベルの高速決済を可能としたブロックチェーン、それを更に効率化・多機

能化させるためのエコシステム、そしてそれらを誰もが簡単に利用することができる統合利用環

境であるスーパーアプリにより構成されたオープンソース・ペイメント・システムである。

UPCXは、決済や金融サービスでの利用目的に特化したシステム設計としているため、クレジッ

トカードやモバイルペイメントなどに匹敵する実用レベルのパフォーマンスとスケーラビリ

ティ、そして現代の決済シーンで求められる迅速な決済の完了性を実現することが可能となる。

BTCに1:1で裏付けされたERC-20トークン Ethereumブロックチェーン上で発行されたERC-20トークン

法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２号の別　例：第1号） 第1号 第1号 第１号 第１号 第１号 第１号 第１号

2号の場合：相互に交換可能な1号暗号資産の名称 ー ー − ー − ー ー

発行暗号資産に対する資産（支払準備資産）の有無および名称 なし なし なし 無 なし なし なし

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求権） ー ー −
保有者は、（販売者を経由して）ZPG（寄託物である金現物の返還請求権を表彰）を金現物の市場価格と

近似した価格で売り渡す権利を有する。
ー なし なし

支払請求（買取請求）による受渡資産 ー ー − 日本円（JPY) ー なし なし

発行者が保有者に付与するその他の権利 ー ー − なし ー なし なし

発行者に対して保有者が負う義務 ー ー − なし ー なし なし

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による IEO後は、保有者間によける取引所等における自由売買によりマーケット価格が決定される 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買によって決定する 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 ー ー − なし ー なし なし

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組織の形態 パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン プライベート型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開
非公開

※ブロックチェーン運営組織に参加を許可する限定メンバーにのみ公開
公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性 なし 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

JOC Coinの保有状況は、Ethereum系で一般的なウォレットアドレス形式（EoAアドレス）また

はスマートコントラクトアドレスの形式で記録され、そのアドレス間での取引情報は、ブロック

チェーン上に記録、公開される。アドレスに紐づいた個人などの情報は意図的に公開されない限

り、公開されない。

保有・移転記録には、ブロックチェーン運営組織に参加を許可する限定メンバーのみアクセス可能である

ことから、当該メンバーのみブロックチェーン上の取引履歴を全て把握することができる。顧客情報など

は暗号化して記録されるため、対外的な秘匿性は高い。

なし なし 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

利用者の真正性の確認
楕円曲線暗号secp256k1公開鍵・秘密鍵方式を採用し、トランザクション実行者の

真正性を確認可能な仕組みになっている。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記

帳する。

利用者の真正性の確認方法として、Ethereumと同様に秘密鍵と公開鍵を用いた公開鍵暗号方式

にて管理される。公開鍵暗号方式では、ランダムに生成された秘密鍵と秘密鍵をsecp256k1と呼

ばれる楕円曲線暗号によって生成を行なった公開鍵によって真正性の確認が可能となる。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、ブロックチェーンの利用者本人が、利用者本人が保有する秘

密鍵を用いて、移転データに署名し、記帳の際に、その署名が本人の秘密鍵を用いて署名されたことを公

開鍵にて確認されることで、利用者の真正性の確認をする。

楕円曲線暗号secp256k1公開鍵・秘密鍵方式を採用し、トランザクション実行者の真正性を確認

可能な仕組みになっている。

利用者の真正性の確認方法として、WBTCはEthereumに依存する。Ethereumは秘密鍵と公開鍵

を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データを特定することで真正性の確認が

可能。真正性の確認に必要な公開鍵は、ランダムに生成された秘密鍵をsecp256k1による楕円曲

線暗号を使用することで生成している。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳す

る

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

BNBビーコンチェーン：

Proof of Stake方式を採用し、バリデータのひとつがブロック提案をし、全バリデー

タの2/3以上からの投票を得られると、ブロックが承認される。

BNBスマートチェーン：

ステーキング量の多い上位26位（2022年11月時点）のバリデータが次回のバリデー

タ候補として選出され、選出されたバリデータがProof of Authority方式で順番にブ

ロックを生成する。

24時間ごとにこの処理を繰り返す。

Delegated Proof of Stake (DPoS)

Ethereumと全く同様のソフトウェアを利用しているため、Ethereumで利用されている暗号化方

式と同様の方式にて信頼線の担保が行われる。バリデータ間の合意形成方式は、Proof of 

Authority（PoA）によるコンセンサスアルゴリズムを利用している。

PBFT(Practical Byzantine Fault Tolerance：ビザンチン障害耐性アルゴリズム)を使用。コンセンサス・

アルゴリズムは、記録者の全ノードのうち多数（２／３以上）のノードの合意形成により、価値移転を記

録、全ノードにてその合意に基づく分散台帳記録を保管。

UPCXはERC20のため、Ethereumに依存する。そのためEthereumの要素を以下へ記載する。

Proof of Stake（PoS）

価値移転記録の信頼性確保の仕組みは、Ethereumが採用しているProof of Stake（PoS）と呼ば

れるコンセンサスアルゴリズムに依存する。

ETHネットワークでは、新しいブロックの信憑性の確認を行い、多数派と同じ投票を行った際や

新しいブロックを提案した際に報酬を受け取ることができ、不正な行動を行った者に対しての罰

則もあるため、正しく行動する者に報酬を与え、不正をする者に罰則を与える仕組みとなってお

り、BC/DLTネットワークが自律的に稼働するために必要な経済的なインセンティブが存在す

る。

Proof of Stake（PoS）

Proof of Stake (PoS)

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合意する

必要があるが、その合意形成方式）の一つであり、保有している基軸暗号資産の量が多いほどブ

ロック生成（承認）の成功確率が上昇する承認方式。

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無とその名称

（アルトコインのみ）

BNBビーコンチェーン：

コイン技術ではないが、ブロックチェーン技術にTendermintを使用して構築されて

いる。

BNBスマートチェーン：

ETHのベースであるGo-Ethereumを利用して構築されている。

ー なし ー ー ETH ETH

取引単位の呼称 BNB SUI JOC

1ZPG = 1,000mZPG ｍ：ミリ

1mZPG=1,000μZPG μ：ミクロン

※小数点表記有

UPC 0.00000001 WBTC PEPE

保有・移転記録の最低単位 0.000000000000000001 BNB 0.0000000001 SUI (1 MIST) 0.000000000000000001 JOC（10＾−18） 1μZPG（ = 0.000001ZPG） 0.00001 0.00000001 WBTC 0.000000000000000001 PEPE

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 ー 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 ー ー − なし − なし なし

制限内容 − ー − ー − なし なし

交換市場の有無 あり あり なし あり あり あり あり

価値が連動する資産等の有無 なし なし なし あり なし あり なし

価値連動する資産等の名称 − ー − ゴールド（金現物） − BTC ー

価値連動する資産等の内容 − ー − ロコロンドン受渡適格の金地金（ロンドンのメタルアカウント にて受渡となる金地金） −
分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を行う記録者

への対価・代償として発行される暗号資産
ー

価値連動する資産との交換の可否 − ー − 不可 − 可能 ー

価値連動する資産との交換比率 − ー − ー − １対１ ー

価値連動する資産との交換条件 − ー − ー −

①WBTC保有者はmerchantに手数料を支払うことでWBTCをBTCと交換できる

②merchantはWBTCを焼却し、手数料をcustodianに支払うことでcustodianからBTCを受け取

れる

ー

その他の付加価値（サービス）の有無 あり なし なし なし あり なし あり

付加価値（サービス）の内容

ガス決済： BNBはBNBチェーンにおけるネイティブトークンとしてガス料金の支払

いに用いられる。

ステーキング報酬： BNBをステーキングすることで、ユーザはステーキング報酬を

得ることができ、ネットワークのコンセンサスメカニズムに参加するインセンティ

ブとして追加のBNBトークンを受け取ることができる。

取引所手数料の割引：Binance取引所の取引手数料の支払い手段として利用が可能。

BNBによる支払いは割引の対象となっている。

独自の参加権や加盟店への支払い： BNBは、LaunchpadやLaunchpoolイベントへ

の参加権など、Binance取引所での特定のサービスの利用に際して使用可能である

（なお、国・地域の法規制によりサービスの提供状況は異なる）。

ー − ー ウォレットを介したボーダレスな送金、ECや店舗での決済 ー
PEPEは大手NFTマーケットプレイスであるOpenseaのサービスや、同じくNFTマーケットプレ

イスであるMANIFOLDで決済に利用可能である。

過去3年間の付加価値（サービス）の提供状況

支払い： BNBは様々な加盟店への支払いに利用可能である。

また、サービスは安定的に稼働している。

https://www.binance.com/en/bnb

ー − ー
下記、ロードマップに示されたように提供されている。

https://upcx.io/whitepaper/vision/roadmap/
ー 問題無く提供されている。

発行者 ー あり あり あり あり あり あり

発行主体の名称 プログラムによる自動発行 Mysten Labs 日本ブロックチェーン基盤株式会社 三井物産デジタルコモディティーズ株式会社 UPCX-Platforms PTE. LTD. BitGo Inc. 不明

発行主体の所在地 −

アメリカ合衆国カリフォリニア州パロアルト

379 University Avenue Suite 200

Palo Alto, California, 94301,

United States

東京都渋谷区桜丘町26-1 セルリアンタワー15F 東京都千代田区大手町一丁目２番１号
8 MARINA BOULEVARD #11-01/02

MARINA BAY FINANCIAL CENTRE SINGAPORE (018981)
US 94306 California Palo Alto 不明

発行主体の属性等 − 営利企業 株式会社 暗号資産発行事業 民間企業 営利企業 不明

発行主体概要 −

Mysten Labsは、ブロックチェーンやプログラミング言語などを開発する企業である。

Meta (旧Facebook)でブロックチェーンDiem (ディエム)やプログラミング言語Move (ムー

ブ)を開発した専門家が設立し、Web3における基幹的なインフラ構築を目指している。

Japan Open Chainのコンソーシアムの運営管理者として、コンソーシアムの中心的存在として位

置づけられている。

同社は、Japan Open Chain事務局の運営を担当しており、コミュニティの安定運営を目指して活

動している。

三井物産株式会社の100％子会社であり、暗号資産発行事業を営むために設立された。

UPCX-Platforms PTE. LTD.は2023年8月4日に設立され、シンガポールに拠点を構えている。主

にUPCXプロジェクトの企画・運営・マーケティング、ネイティブトークンであるUPCの上場な

どにサポートしている。

機関投資家向けにブロックチェーン ベースの通貨におけるセキュリティ、コンプライアンス、

カストディソリューションなどの暗号通貨投資サービスを提供する企業
匿名の発行者

発行暗号資産の信用力に関する説明

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であるこ

とによって、個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の

基礎としている。

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術によ

る記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開

世界的に利用されるEthereumと全く同じ暗号技術・ソフトウェア技術を採用することで、技術基盤を世界最大のブロック

チェーンコミュニティの開発技術力を利用しつつ、PoA合意形成アルゴリズムを採用してValidatorを日本の信頼できる企業に

絞ることで、ブロックチェーンの運用主体を明確にし、法的に安全なブロックチェーンシステムを形成しつつその上で動作す

る暗号資産の信用力を担保している。

複数社により運用・管理されるブロックチェーン上で、保有・移転記録が認証される仕組みで、以下の特

徴により信用力が強化されている。

・ブロックチェーン（保有・移転管理台帳）による記録管理と、重層化した暗号化技術による記録の保全

能力

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

多数かつ分散している記録者による価値移転情報の認証と、イーサリアムと同水準の暗号化技術

の採用により信用力が担保される。

WBTCは、イーサリアムのプラットフォームを利用して作られたERC−20トークンであるため、

イーサリアムの信用力に依存する。

イーサリアムは多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みと、ブロック

チェーンによる保有・移転記録の管理とその記録の公開によって信用力を高めている。

また、WBTCは実際にホワイトペーパー通りに運営されており、記録者による記録が継続され、

市場で取引されているという実績がある。

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証されるEhereumブロックチェーンの保有・移

転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術により信用が担保されている。

発行方法

2017年7月のローンチ時にBinance社により初期の仕様であるERC-20ベースのすべ

てのトークンが発行済み。その後、Binanceチェーンに移行のタイミングで１：１で

スワップされプログラムにより自動発行された。

2023年のIEOを通じたプレセール及びプログラムによる自動発行

ブロックチェーンがスタートする際に日本ブロックチェーン基盤が保持するウォレット・アドレスに対して全量（１０億トー

クン）のJOC Coinが生成される。その後日本ブロックチェーン基盤の取締役会の承認により、Japan Open Chainの発展に資

すると認められた個人・団体に対して暗号資産が発行（技術的には移転）される。

会員受託分が、都度発行者より発行される プログラムによる自動発行
merchantはcustodianに対し、WBTCの発行依頼と発行分のBTCを送る。その後custodianは

merchantに対しWBTCを発行する。
Ethereum ERC-20 Token Standard

発行可能数 200,000,000 BNB 10,000,000,000 SUI 1,000,000,000 JOC （ZPG、ZPGAG、ZPGPT合わせて）390億円相当量 全量発行済み
上限なし

ただしBTCの発行可能数は2100万BTC
420,690,000,000,000 PEPE

発行可能数の変更可否 可 不可 不可 可 可 - 不可

変更方法 発行プログラムの変更 ー − システムによる自動処理 ガバナンスにより変更する可能性あり - -

変更の制約条件 − ー − ー − − -

発行済み数量 200,000,000 BNB 10,000,000,000 SUI（2024/7/23 時点） 1,000,000,000 JOC 96,187 ZPG（2024年12月31日時点） 780,000,000 UPC（ただし機能拡張により今後変更する可能性もあり） 420,690,000,000,000 PEPE

今後の発行予定または発行条件 ー ステーキング（ブロック生成）による自動発行 −
利用者からの買い注文量が売り注文量を超えて、参照資産の指標値と乖離が発生した場合に、都度、追加

発行される。
変更可能 BTCと引き換えに1:1で発行される 今後の発行予定はなし

過去３年間の発行状況 ー 2023年4月に実施したトークンセールでの販売及びプログラムによる自動発行

JOC CoinはEthereumブロックチェーン上のネイティブトークンとして、2022年8月18日に

1,000,000,000 JOCが全量生成された。その後実証実験参加者向けとして、10000JOCが発行・付

与された。

ー 780,000,000 UPCは全て発行済み WBTCはその需要に応じてmerchantによって償却されている。 初期発行として420,690,000,000,000 PEPEを発行

過去３年間の発行理由 ー 資金調達、プログラムによる自動発行 初期発行、実証実験・エコシステムのため ー 初期発行 利用者のWBTC需要に応じて発行される 初期発行として420,690,000,000,000 PEPEを発行

過去３年間の償却状況
Total:56,062,042.33 BNB を償却（2024年7月23日現在）

四半期毎の償却と、収集されるガス代のリアルタイム償却があり、以下のサイトから
ー ー ー - WBTCはその需要に応じてmerchantによって償却されている。 -

過去３年間の償却理由
100,000,000 BNBまでトークンの数量を減らすため

https://www.bnbburn.info/
ー − ー - 利用者のWBTC需要に応じて償却される -

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 なし あり − あり あり あり -

監査を実施する者の氏名又は名称 − Halborn −
以下の監査を実施予定

・三井物産株式会社（発行者親会社）
CertiK Chainsecurity社 -

直近時点で行われた監査年月日 − 2023年4月21日 − ー 2023年9月1日 2018年10月11日 -

直近時点における監査結果 −
Halbornはいくつかのセキュリティリスクを特定したが、Mysten Labsチームによって対処

された。
− ー 特に問題はなし コントラクトにセキュリティに関する問題が2つ見つかったが、デプロイ前に改善されている。 -

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり あり あり 有 あり あり あり

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 プライベート型 パブリック型 パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、その名称 − ー − ー − ー -

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内容 − ー − ー − ー -

価値移転認証の仕組み
台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転

内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真

正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。ブロックチェーン利用者から送信されてくる署名付きの価値移転リクエストに対し、バリデータがその署名を検証

し、問題がなければ価値記録台帳を更新する。その台帳の更新を他のバリデータおよびノード接続者が検証を行う。更新は5

秒ごと（ブロックインターバル）に行われる。

台帳形式。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が、利用者本人が保有する秘密鍵を用いて移転データに署名する。記帳の際に、

当該署名が本人の秘密鍵を用いて署名されたことが公開鍵にて確認されることで、利用者の真正性確認態勢を確保する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式

価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認して

価値移転記録台帳の記録を確定する。

価値記録公開/非公開の別 公開 公開 公開
非公開

※ブロックチェーン運営組織に参加を許可する限定メンバーにのみ公開
公開 公開 公開

保有者個人データの秘匿性の有無 なし あり あり 有 なし なし あり

秘匿化の方法 ー 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 なし なし 公開鍵と秘密鍵による暗号化

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

ネットワークのバリデータがネイティブコインのBNBの保有量に応じて報酬獲得の

権利を有する仕組みとすることで、バリデータがネットワークの安定性に貢献する動

機付けをし、複数のバリデータが相互にブロック生成結果を監視することで信頼性を

維持している。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）お

よび記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者の

ネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保す

る。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および

記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワーク

への参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

価値移転のためのネットワークにつき、アクセスが許可されたもののみ参加できる構成とし、信頼性の担

保を図る。

ネットワークのバリデータの貢献度に応じて報酬獲得の権利を有する仕組みとすることで、バリ

データがネットワークの安定性に貢献する動機付けをし、複数のバリデータが相互にブロック生

成結果を監視することで信頼性を維持している。

ネットワークのバリデータの貢献度に応じて報酬獲得の権利を有する仕組みとすることで、バリ

データがネットワークの安定性に貢献する動機付けをし、複数のバリデータが相互にブロック生

成結果を監視することで信頼性を維持している。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および

記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワーク

への参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

記録者の数

2023年7月現在において、BNBビーコンチェーンのバリデータとして11団体、BNBス

マートチェーンのバリデータとして25団体が選出され稼働している。なお、BNBス

マートチェーンのバリデータは最大41団体を選出可能であり、BNBビーコンチェー

ンのバリデータの最大数についても100団体程度まで拡張する計画である。

参考：https://bscscan.com/validators

Suiブロックチェーン（Mainet）上の記録者は、2024年7月23日時点で106 あることが確認

できる。
現在14社の企業によりValidatorは構成され、最大21社まで増加させる予定となっている。 1社（株式会社デジタルアセットマーケッツ） 11,917ノード（2025/3/18時点） 5,024ノード Ethereumの記録者に依存

記録者の分布状況 全世界に分布

2024/7/23時点、地域分布情報は不明だが、記録者（Validator）上位5名及び投票権

（Voting power）は以下の通り：

1. Mysten-1 (2.92%)

2. Figment（2.87%）

3. Mysten-2 (2.82%)

4. P2P.ORG (2.75%)

5. Triton One(2.62%)

株式会社サイバーリンクス、株式会社電通、G.U.Technologies株式会社、株式会社insprout、株

式会社Kudasai、ピクシブ株式会社、TIS株式会社、テレビ朝日グループのextra mile株式会社、

京都芸術大学（株式会社クロステックマネジメント）、株式会社はてな、株式会社シーエー

シー、Nethermind、株式会社 Pacific Meta、SBINFT株式会社

日本

記録者の分布状況は、Ethereumに依存する。Ethereumの記録者は世界各国に分散しており、主

な分布状況は米国31.95%、ドイツ17.17%、イギリス6.86%、フランス5.78%であることが確認で

きる。

出典元：https://etherscan.io/nodetracker

記録者の分布状況は、Ethereumに依存する。Ethereumの記録者は世界各国に分散しており、主

な分布状況は米国51.：50%、ドイツ12.34%、韓国6.33%、イギリス3.54%、カナダ2.87%である

ことが確認できる。

出典元：https://etherscan.io/nodetracker

不特定

記録者の主な属性

以下の３つの条件を満たし、上位26台のバリデータによって投票を得ることができ

れば誰でも記録者となる事ができる

・必要なハードウェア設備をそろえる事

・フルノードを実行できる事

・10,000 BNB以上のステーキングができる事

不特定

※誰でも一定の要件（ハードウェア要件、準備金）を満たすことで記録者になることができ

る。

日本国により承認された株式会社法人

ブロックチェーン運営組織（※）の業務執行者

※構成員：株式会社デジタルアセットマーケッツ（暗号資産交換業者）、三井物産デジタルコモディ

ティーズ株式会社（発行者）

32ETHをコントラクトに入金し、実行クライアント、合意クライアント、バリデータの3つの

別々のソフトウェアを実行することで、誰でも記録者としてネットワークに参加することができ

る。しかし、記録者の特定は困難である。

32ETHをコントラクトに入金し、実行クライアント、合意クライアント、バリデータの3つの

別々のソフトウェアを実行することで、誰でも記録者としてネットワークに参加することができ

る。しかし、記録者の特定は困難である。

不特定

記録の修正方法 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。
基本的には修正はおこなわないが、重大な事件が発生した場合においては、規約にて示された方式（現在のところ、バリデー

タの3/4以上の承認）のもと、ハードフォーク（ロールバック）を行う。
ブロックチェーン運営組織における全構成員の合意に基づき、保管する台帳の修正を記録者が行う。 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳データの修正を自ら行う。

記録者の信用力に関する説明

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であるこ

とによって、個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の

基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が多数であることにより、

個々の記録者の信用力に依存することなく、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎として

いる。

日本における信頼できる企業がバリデータとなることで信用力を担保し、さらにそのバリデータ

の過半数以上の不正がなければ不正なブロックチェーンを生成できないことによって、信用力を

担保する。

ブロックチェーン運営組織における全構成員の合意により記録がなされることから、記録保持の仕組みそ

のものを記録者の信用の基礎としている。

不正は記録者のすべてが結託しない限りは不可能である。不正を行おうとしたのが判明した時点

で投票で選ばれる可能性も極めて低くなるので、信頼性が確保されている。

不正は記録者のすべてが結託しない限りは不可能である。不正を行おうとしたのが判明した時点

で投票で選ばれる可能性も極めて低くなるので、信頼性が確保されている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、

個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 なし なし なし なし なし なし なし

監査を実施する者の氏名又は名称 − Halborn − ー - ー -

直近時点で行われた監査年月日 − 2023年4月21日 − ー - ー -

その監査結果 − ー − ー - ー -

（統括者に関する情報） ー なし

記録者の統括者の有無 なし なし なし なし なし ー -

統括者の名称 − ー − ー - ー -

統括者の所在地 − ー − ー - ー -

統括者の属性 − ー − ー - ー -

統括者の概要 − ー − ー - ー -

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事項
信頼するバリデータが意に反して結託した場合、台帳とデータは改ざんされる可能性

がある。

価値移転ネットワークはSuiブロックチェーンが採用しているコンセンサスアルゴリズムで

あるDPoSに依存する。Halborn社による監査結果に基づき、ブロックチェーンのコードに

はバグが存在していたが、Mysten Labsにより修正された。

記録者が結託する、もしくは単独でその時点における計算能力の半分を上回る計算能力を得るこ

とができたら、記録の変更が可能である。

記録処理はノードを単位として複数の拠点に分散しているが、全体のノード数をnとした場合、（1/3×n 

+ 1）を超えるノードを攻撃等により支配された場合にリスクがある。
信頼するバリデータが意に反して結託した場合、台帳とデータは改ざんされる可能性がある。 信頼するバリデータが意に反して結託した場合、台帳とデータは改ざんされる可能性がある。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことが

できる。
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 なし ー
発行者が破綻しても、ブロックチェーンネットワークの運営はバリデータによって行われている

ため、直接的な影響はない。

発行者が倒産などの事情により、ZPGに表章された寄託物であ る金地金の返還請求権に対応する債務の履行が困難となった場 合は、発

行者が別途契約を締結する銀行により寄託資産の時価 換算相当額が株式会社デジタルアセットマーケッツに支払われ、同社は当該支払額

に基づき、暗 号資産を買い取ることとなる。ただし、保全される金額はその 時点における時価換算額であり、元本を保証するものでは

な い。

ー なし -

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項

価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値移転の記録が停止し、価値が

喪失する可能性があるものの、記録者が十分に分散している状況ではそのような状況

は発生しにくいものと考えられる。

ー
バリデータ企業が全て破綻もしくは離脱し、かつチェーンを引き継ぐ運用者が現れなければ、価値が喪失される恐れがある。

しかしながら、少なくとも価値の保全を望む企業・個人が運営を引き継ぐと思われるため、リスクは限りなく低い。

ZPGトークンの価値移転記録はプライベート型ブロックチェー ンに記録される。したがって価値移転記録者の破たんにより価 値移転

ネットワークが機能しなくなることで、価値を喪失する 可能性があるが、その場合には、管理者であるブロックチェー ン運営組織が業

務執行（記録）代行者を任命し、ブロック チェーンにおける価値記録機能を維持する。

価値移転記録者の全てが同時に破たんした場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可

能性があるものの、記録者が十分に分散している下ではそのような状況は発生しにくいものと考

えられる。

価値移転記録者の全てが同時に破たんした場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可

能性があるものの、記録者が十分に分散している下ではそのような状況は発生しにくいものと考

えられる。

-

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項
信頼されるバリデータの大多数のネットワーク接続が失われた場合、接続が復活す

るまで価値移転の記録が遅延する可能性がある。
ー

本システムはベストエフォートのシステムであるため、大量の書き込みトランザクションが集中

した場合、そのトランザクションが処理されるまでに時間がかかる可能性がある。
処理能力を超えるトランザクションの発生が確認された場合、移転の記録が遅延する可能性がある。

処理可能なトランザクションを上回る量の取引がブロックチェーン上で発生した場合に遅延する

可能性がある

処理可能なトランザクションを上回る量の取引がブロックチェーン上で発生した場合に遅延する

可能性がある
-

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特記事項
他の暗号資産と同様に、現時点でまだ発見されていない脆弱性を悪意のある攻撃者

に突かれる一定のリスクは存在するものの、現状は正常に稼働している
ー

本チェーンはEthereum完全互換であるため、まずEthereum側でのノードソフトウェアのバージョンアップが安全に行わ

れ、安定して運用されている様子を見たのちに、バージョンアップを検討することで、リスクを軽減する。それでもソフト

ウェアの不具合などにより、ブロックチェーンデータの破損などが行われる可能性はあるため、適切なデータのバックアップ

などを行うことでそれを回避する。

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などにより新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄さ

れ、価値移転の記録が正常に行われなくなる可能性がある。

他の暗号資産と同様に、現時点でまだ発見されていない脆弱性を悪意のある攻撃者に突かれる一

定のリスクは存在するものの、現状は正常に稼働している。

他の暗号資産と同様に、現時点でまだ発見されていない脆弱性を悪意のある攻撃者に突かれる一

定のリスクは存在するものの、現状は正常に稼働している。
-

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況に関する特記事項

BNBスマートチェーンをBNBビーコンチェーンに接続するトークンハブが攻撃を受け、200万BNBが不正に発

行された。（2022年10月6日）

BNBは2つのチェーンの双方でネイティブトークンとして相互に送信しあえるインターオペラビリティを提供

しているが、このハブ機能に脆弱性が存在していた。

10月12日にアップブレードが行われ、以降は正常に動作していることがバイナンス社から発表されている。

２つのブロックチェーンを相互運用することが品質維持の難易度を高めている可能性があるが、2023年7月現

在において安定して稼働していることが確認されている。

ー ー ー 深刻な被害をもたらした不具合は報告されていない 深刻な被害をもたらした不具合は報告されていない -

非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状況 ー ー − ー ー なし なし

今後の非互換性アップデート予定 ー ー ー ー ー なし -

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴 − ー ー ー ー なし -

価格データの出所
出所：CoinMarketCap

 URL:https://coinmarketcap.com/ja/currencies/bnb/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/ja/currencies/sui/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/currencies/japan-open-chain/
ー

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/ja/currencies/upcx/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/currencies/wrapped-bitcoin/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/ja/currencies/pepe/

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：＄1.000.000） $584.89（2024/7/23 時点） $0.8399（2024/7/23 時点） $0.08130（2025/8/18時点) ＄77.84（2024年12月31日時点） $3.47（2025/3/18時点) $105,453.96（2025/6/24時点) $0.00001015（2024/6/24時点)

１取引単位当たり計算単価（円基準、例：￥100.000.000） ¥91,239.08（2024/7/23 時点） ¥131.02（2024/7/23 時点） ¥11.98 (2025/8/18時点) ￥12,236（2024年12月31日時点） ¥520.47（2025/3/18時点) ¥15,308,598.70（2025/6/24時点) ¥0.001474（2025/6/24時点)

ドル/円計算レート 155.91円/ドル（2024/7/23 時点） 155.91円/ドル（2024/7/23 時点） 1ドル/147.50 円（2025/8/18時点) ￥157.18/ドル（2024年12月31日時点） 1ドル/149.68円（2025/3/18時点) 1ドル/145.24円（2025/6/24時点) 1ドル/145.30円（2025/6/24時点)

四半期取引数量（協会加盟会員合計、現物、単位は百万円） ー ー ー ー - ー ー

ー ー ー

取扱暗号資産の概要説明書

概要書更新年月日
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2025年7月2日 2025年7月2日 2025年7月31日 2025年10月22日 2025年12月17日 2026年1月20日 2026年2月19日

日本語の名称 アービトラム オプティミズム クラトス スカイ チェーンリンク オフィシャルトランプ ヘデラ・ハッシュグラフ

現地語の名称 Arbitrum Optimism Cratos Sky Chainlink OFFICIAL TRUMP Hedera Hashgraph

呼称（日本語の名称と同じ場合はー表記） - - - ー ー ー ヘデラ

ティッカーコード（シンボル） ARB OP CRTS SKY Link TRUMP HBAR

発行開始（年、月、日） 2023年3月23日 2022年4月26日 2022年10月12日 2024/9/2 2017年9月19日 2025年1月17日 2019/9/16

時価総額（ドル基準、例：＄1.000.001） $1,623,329,767（2025年7月2日時点） $933,803,167（2025年7月2日時点） $11,077,509.97　(2025年7月31日時点) ＄1,358,497,389.29（2025年10月22日） $9,315,424,649.04（2025年11月27日時点） $1,073,025,222.92（2026/1/9時点） $4,252,123,301.72(2026/2/19時点）

時価総額（円基準、例：￥100.000.001） ¥232,264,024,824（2025年7月2日時点） ¥134,048,173,266（2025年7月2日時点） ¥1,675,991,289 (2025年7月31日時点) ￥206,160,128,125.45（2025年10月22日） ¥1,456,069,806,170.04（2025年11月27日時点） ¥168,651,259,326.32（2026/1/9時点） ¥660,016,185,886.31(2026/2/19時点）

主な利用目的 送金、決済、ガバナンス 送金、決済、ガバナンス 投票、ガバナンス、リワード ステーキング、ガバナンス投票、USDSの活用
①オラクルサービスを提供するノードオペレーターへの支払用途

②オラクルサービスを提供するノードオペレーターの担保用途
送金、決済、投資 送金、決済、投資

利用制限の有無 ー ー なし なし ー なし なし

海外流通の有無 あり あり あり あり あり あり なし

国内流通の有無 なし なし なし あり なし なし あり

店舗等の利用制限の有無 なし なし なし なし なし なし なし

利用制限を行う者の属性 なし なし ー ー なし ー なし

利用制限の内容 なし なし ー ー ー ー なし

一般的な性格

Arbitrum（ARB）は、Ethereumの上に乗っているL2ブロックチェーンである。

ArbitrumはEthereumメインネットのセキュリティの恩恵を受け、Optimistic Rollup

を使用することでEthereumエコシステムの拡張を支援する。

Optimism（OP）は、Ethereumの上に乗っているL2ブロックチェーンである。Optimism

はEthereumメインネットのセキュリティの恩恵を受け、Optimismロールアップを使用する

ことでEthereumエコシステムの拡張を支援する。

CRTSはCratosアプリ内にてリアルタイムで投票でき、ユーザーの投票参加に応じて報酬として

トークンが付与される。

ガバナンス投票機能の行使や、ステーキングを通じたネットワーク保護を目的として発行された暗号資

産。

Chainlinkのオラクルサービスのノードオペレーターへの支払及び担保用途として発行された暗号

資産
Solanaブロックチェーン上で発行されたトークン

Hedera Hashgraph(以下Hedera)は、公平性・安全性・パフォーマンスの3つを強みに持つ分散

型台帳技術(DLT)である。2018年8月にHashgraph Consortium, LLCが設立され、2019年8月にメ

インネットがローンチされた。このときHederaはHashgraphと呼ばれる非同期ビザンチン

フォールトトレラント(aBFT)のコンセンサスプロトコルを採用しており、既存の分散型台帳技術

(ブロックチェーンなど)とデータ構造やコンセンサスアルゴリズムが異なる。いくつかのトランザ
法的性格（資金決済法第2条第5項第１号、第２号の別　例：第2号） 第１号 第１号 第1号 第１号 第１号 第1号 第1号

2号の場合：相互に交換可能な2号暗号資産の名称 ー ー ー ー ー ー −

発行暗号資産に対する資産（支払準備資産）の有無および名称 なし なし ー なし なし なし なし

発行者に対する保有者の支払請求権（買取請求権） なし なし ー なし なし ー なし

支払請求（買取請求）による受渡資産 なし なし ー なし なし ー −

発行者が保有者に付与するその他の権利 なし なし ー なし なし ー なし

発行者に対して保有者が負う義務 なし なし ー なし なし ー なし

価値の決定 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による 保有者間の自由売買による

交換（売買）の制限 なし なし ー なし なし なし なし

価値移転、保有情報を記録する電子情報処理組織の形態 パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン パブリック型ブロックチェーン Hedera Network

保有・移転記録台帳の公開、非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有・移転記録の秘匿性

保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採用している為、公開されている

が、移転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることは困難で

ある。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採用している為、公開されているが、移

転記録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることは困難である。

保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採用している為、公開されているが、移転記

録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることは困難である。
公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録

保有・移転の記録はパブリックブロックチェーンを採用している為、公開されているが、移転記

録上のトランザクションやアドレスから個人を特定をすることはできない。
公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 なし（公開されている）

利用者の真正性の確認
秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特

定し、記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記

帳する。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳す

る。
秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳する

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳す

るものである。

利用者の真正性の確認方法として、Solanaは秘密鍵と公開鍵を用いた公開鍵暗号方式に依存して

いる。公開鍵暗号方式では、ランダムに生成された秘密鍵と秘密鍵をed25519と呼ばれる楕円曲

線暗号によって生成を行なった公開鍵によって真正性の確認が可能となる。

秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人が発信した移転データと特定し、記帳す

る。

価値移転記録の信頼性確保の仕組み

ArbitrumはEthereumのL2ソリューションであるため、EthereumのPoSを活用し信

頼性を担保しているのでEthereumについて記述する。

価値移転記録の信頼性確保の仕組みは、Ethereumが採用しているProof of Stake

（PoS）と呼ばれるコンセンサスアルゴリズムに依存する。PoSでは、記録者はブ

ロックリワードを得るためにETHをステークしており、不正や怠惰な振る舞いを

行った場合にはステークしているETHが破棄される可能性があるため、記録者が合

理的な価値移転記録を行うようなインセンティブ設計によって信頼性を確保してい

る。

OptimismはEthereumのL2ソリューションであるため、EthereumのPoSを活用し信頼性を

担保しているのでEthereumについて記述する。

価値移転記録の信頼性確保の仕組みは、Ethereumが採用しているProof of Stake（PoS）と

呼ばれるコンセンサスアルゴリズムに依存する。PoSでは、記録者はブロックリワードを得

るためにETHをステークしており、不正や怠惰な振る舞いを行った場合にはステークしてい

るETHが破棄される可能性があるため、記録者が合理的な価値移転記録を行うようなイン

センティブ設計によって信頼性を確保している。

Proof of Stake（PoS）

価値移転記録の信頼性確保の仕組みは、Ethereumが採用しているProof of Stake（PoS）と呼ば

れるコンセンサスアルゴリズムに依存する。PoSでは、記録者はブロックリワードを得るために

ETHをステークしており、不正や怠惰な振る舞いを行った場合にはステークしているETHが破棄

される可能性があるため、記録者が合理的な価値移転記録を行うようなインセンティブ設計に

よって信頼性を確保している。

Proof of Stake (PoS)

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除するために、記録者全員が合意する必要があ

るが、その合意形成方式）の一つであり、保有している基軸暗号資産の量が多いほどブロック生成（承

認）の成功確率が上昇する承認方式。

利用者の真正性の確認方法として、LINKはEthereum上で発行されるERC677トークンであるた

め、Ethereumに依存する。Ethereumは秘密鍵と公開鍵を用いた暗号化技術により、利用者本人

が発信した移転データを特定することで真正性の確認が可能。真正性の確認に必要な公開鍵は、

ランダムに生成された秘密鍵をsecp256k1による楕円曲線暗号を使用することで生成している。

プルーフオブステーク（PoS）及びプルーフオブヒストリー（PoH）、タワーBFTと呼ばれるコ

ンセンサスアルゴリズムに依存している。PoSのステーキングとスラッシングの仕組みによっ

て、悪意ある攻撃の経済合理性を低下させるように設計が行われている。

生成した情報をメンバー間でランダムに拡散し合い（ゴシッププロトコル）、当該情報をどのメ

ンバーが保有しているのかを相互に把握して仮想投票を行うことで、過去のイベントの処理順を

決定する仕組みを採用。

誕生時に技術的なベースとなったコインの有無とその名称

（アルトコインのみ）
ETH ETH ETH MKR ETH SOL なし

取引単位の呼称 ARB OP CRTS SKY LINK TRUMP HBAR

保有・移転記録の最低単位 0.000000000000000001 ARB 0.000000000000000001 OP 0.000000000000000001 CRTS 0.000000000000000001 SKY 0.000000000000000001 LINK 0.000001 TRUMP 1 tinybar = 1/100,000,000ℏ(HBAR)

交換可能な通貨又は暗号資産 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可 全て可

交換制限 なし なし − なし なし ー なし

制限内容 なし - − ー - ー −

交換市場の有無 あり あり
あり

あり あり あり あり

価値が連動する資産等の有無 なし なし なし なし ー なし なし

価値連動する資産等の名称 ー - ー ー ー ー −

価値連動する資産等の内容 ー - ー ー ー ー −

価値連動する資産との交換の可否 ー - ー ー ー ー −

価値連動する資産との交換比率 ー - ー ー ー ー −

価値連動する資産との交換条件 ー - ー ー ー ー −

その他の付加価値（サービス）の有無 あり あり あり あり あり あり あり

付加価値（サービス）の内容

ArbitrumはEthereumのL2ソリューションの提供を行っており、ガス手数料の削減、

トランザクション処理性能の向上、スマートコントラクトの拡張が期待されてい

る。

OptimismはEthereumのL2ソリューションの提供を行っており、ガス手数料の削減、トラ

ンザクション処理性能の向上、スマートコントラクトの拡張が期待されている。

CRTSはCratosアプリ内にてリアルタイムで投票でき、ユーザーの投票参加に応じて報酬として

トークンが付与される
ガバナンス投票にて利用されている。

Chainlinkはスマートコントラクトと外部データのブリッジを担う分散型のオラクルネットワーク

である。Chainlinkのオラクルネットワークを活用することで、スマートコントラクトを、市場

データ、イベント、決済などの重要な外部データに接続することが可能となる。また、データ

フィードやその他のAPIを持っている人なら誰でもChainlinkネットワークに参加して、取得した

データをスマートコントラクトに提供することができる。

$TRUMPの上位保有者と夕食会を計画

https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2025-04-23/SV6TLFDWX2PS00

Hedera Network上のコンセンサス・アルゴリズムによる承認（処理）に関し、HBARトークンの

保有量に応じ投票を行うことができる。

過去4年間の付加価値（サービス）の提供状況
現状、Arbitrumは正常に稼働しており、2023年3月17日時点でTVLは$1.7Bに到達し

ている。

現状、Optimismは正常に稼働しており、2023年2月6日時点でTVLは$770Mに到達してい

る。
安定して稼働している

直近では、2025年6月9日に投票用途で使用された。

参照先：

https://vote.sky.money/polling/QmeHdTBV

過去3年間の付加価値の提供状況として、ChainlinkはEthereum Classic、Polkadot、Tezosなど

の多数のブロックチェーンプロジェクトにオラクル機能を提供していることを確認、また、2020

年11月24日時点でChainlinkネットワークで101のノードが稼働していることが確認できる。

ー

①FRBの即時決済プラットフォーム「Dropp」をサービスプロバイダーとして追加されたことに

より、少額の買い物をデジタル決済で受け付けることができるようになった。

https://www.coindeskjapan.com/197630/

②オーストラリア準備銀行が進める卸売中央銀行デジタル通貨（CBDC）の実証実験において、

ヘデラの公共ネットワークが利用された

https://www.ledgerinsights.com/reserve-bank-of-australia-plans-wholesale-cbdc-trials-on-

public-and-private-dlts/

発行者 あり あり あり あり SmartContract Chainlink Limited SEZC あり あり

発行主体の名称 Offchain Labs Optimism　PBC Pharos Labs, Inc. Sky Ecosystem SmartContract Chainlink Limited SEZC Fight Fight Fight  LLC. Hedera Hashgraph, LLC

発行主体の所在地 New York,New York, United States Greater New York Area, East Coast, Northeastern US Address: 2F, Seolleung-ro 103-gil 11, Gangnam-gu, Seoul, South Korea ー
ケイマン諸島（Strathvale House, 90 North Church Street, George Town, KY1-1102, Grand 

Cayman, Cayman Islands）
516 S. Dixie Hwy. Suite 195 West Palm Beach, FL 33401 米国デラウェア州

発行主体の属性等 民間企業 民間企業 営利企業 DAO 民間企業 合同会社 合同会社

発行主体概要
Offchain Labsはニューヨークを拠点に、Ethereumのスケーリングソリューション

群であるArbitrumを構築している企業である。
ソフトウェア開発

Pharos Labs, Inc. は2020年に設立され、Cratosプロジェクトの運営者および開発者であり、

「Move Fast and break Things」というミッションのもと、プロジェクトの運営・開発を行って

おります。

本組織は、分散型金融プロトコルであるMakerDAOの初期開発およびエコシステムの拡大を支援する目的

で設立された。主な事業内容は、暗号資産プラットフォームの運営である。

SmartContract Chainlink Limited SEZCは、外部のデータソースとパブリックブロックチェーン

のブリッジを担うオラクルの提供を目的に設立された。同社は、スマートコントラクトが外部

データを取得する際に、その正確性がデータの供給元の信頼に依存するという「オラクル問題」

を分散型のオラクルネットワークであるChainlinkの構築によって解決することを目指しており、

また、同社はChainlinkの開発のため、2017年9月にICOを実施し、約3,200万ドルの資金調達を実

施している。

参照先：https://messari.io/asset/chainlink/profile（2025年11月27日）

TRUMPの発行、HPの管理・運営を行う民間企業 Hedera Hashgraphの開発を主導

発行暗号資産の信用力に関する説明

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み。

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化

技術による記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開。

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

・多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み。

・ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術によ

る記録の保全能力

・保有・移転管理台帳の公開。

・暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

Ethereumベースのため、プロトコル部分に関しては技術的に安定している

多数の記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組み

ブロックチェーンによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録の保全能

力

保有・移転管理台帳の公開

暗号化技術による保有者個人情報の秘匿性

LINKの通貨としての信用力は、LINKがEthereumブロックチェーン上に発行されているERC677

トークンであるため、Ethereumが採用しているProof of Work（以下、PoW）と呼ばれるコンセ

ンサスアルゴリズムに依存する。PoWでは、記録者はブロックリワードを得るために多大なコス

トを消費しており、記録者が合理的な価値移転記録を行うようなインセンティブ設計によって信

頼性を確保している。

Solanaブロックチェーンの信用力は、ネットワークに参加する記録者によって分散的に維持され

ている。2024年11月18日時点で記録者の総数は1,415であり、悪意あるノードの選出を防止して

いる。

運営評議会のメンバーによるHedera Network上のトランザクションの承認（処理）をもって移

転記録が認証される仕組み。

Hedera Networkによる保有・移転管理台帳による記録管理と重層化した暗号化技術による記録

の保全能力

保有・移転管理台帳の公開

発行方法 システムによる自動発行 システムによる自動発行 - プログラムによる自動発行
LINKはERC677トークンとして、2017年9月19日のICO時点で1,000,000,000LINKがEthereumブ

ロックチェーン上で全量発行された。

SPL standard

※ソラナブロックチェーン上で発行されるトークンの標準規格

初期発行と、トランザクションの承認（処理）分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持の

ための、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償としてプログラムにより自動発行

発行可能数 年間最大2%のインフレーションで現状は上限なし 年間2%のインフレーションで現状は上限なし 100,000,000,000CRTS 上限なし 1,000,000,000 LINK 1,000,000,000 TRUMP 500億 HBAR

発行可能数の変更可否 可 可能 不可
Burn & mint トークンモデルを採用しているため、ガバナンス（コミュニティによる投票）を通じて償却

や追加発行が行われる
不可 不可 不可

変更方法 ガバナンスによる投票 ガバナンスによる投票 なし ガバナンスを通じて変更される − ー −

変更の制約条件 - - なし なし − ー −

発行済み数量 10,000,000,000 ARB 4,294,967,296 OP 100,000,000,000CRTS 23,462,665,147.37 SKY 1,000,000,000 LINK 1,000,000,000 TRUMP
43,003,421,568.996HBAR(2026/2/19時点)

URL:https://hashscan.io/mainnet/home

今後の発行予定または発行条件 年間最大2%のインフレーション率で発行される。 年間2%インフレーションする -

SKYは burn & mint トークンモデルを採用しており、今後の発行予定や消却条件は全てSKY保有者による

ガバナンス投票（Proposal）を通じて決定される。例えば、MKR→SKYの移行やSmart Burn Engineによ

る余剰SKYの焼却、新たなStaking Rewardsの開始などは、提案を経てスマートコントラクトが自動実行

される方式である。

なし 発行上限枚数まで発行済み

HBARは既に全量が発行されてトレジャリーアカウントに保管されており、そこから徐々に放出

される計画である。ただしそのペースはゆっくりしたもので、ホワイトペーパーによれば、2025

年末の時点で34％が予定されている。

過去４年間の発行状況 初期発行で10,000,000,000 ARBを発行。 初期発行で4,294,967,296 OPを発行 2021年６月にTGEを実施し、100,000,000,000CRTSを全て発行済み 2024年8月にMakerDAOからSkyへ移行する形で1 MKR＝24,000 SKYの交換が実施されている。 2017年9月19日に全量発行済み 初期発行として1,000,000,000 TRUMPを発行

2019年9月16日にSAFT(Simple Agreement for Future Token)1（最大300万米ドル）によるHBAR

の発行が行われた。

その後SAFT2（最大1750万米ドル）及びSAFT3（最大1億400万米ドル）によるHBARの発行が行

われた。

過去４年間の発行理由 初期発行 初期発行 プラットフォームのエコシステム構築を目的とした資金調達の為 MKRからの移行で発行された ICOによる資金調達を目的として発行 初期発行として1,000,000,000 TRUMPを発行 ネットワーク構築のための資金調達

過去４年間の償却状況 なし なし なし

2025年2月からSmart Burn Engineによる毎日約1 M USDS相当のSKY買い戻し・焼却が継続しているほ

か、ガバナンス提案を通じてMKR-to-SKY ConverterやPauseProxyに関する余剰トークンのBurnが複数

回実行されている。

なし ー なし

過去４年間の償却理由 - - なし
Burn & mint トークンモデルを採用しているため、ガバナンス（コミュニティによる投票）を通じて償却

や追加発行が行われる
- ー −

発行者の行う発行業務に対する監査の有無 なし あり あり なし あり ー あり（ただしシステム関係に限られる）

監査を実施する者の氏名又は名称 - Open Zeppelin SlowMist ー Beosin (Chengdu LianAn) Technology Co. Ltd. ー 会計監査は公表されていない。

直近時点で行われた監査年月日 - 2021年11月24日 2022年11月7日 ー 2020/5/21 ー 会計監査は公表されていない。

直近時点における監査結果 - コード監査の結果、大きな脆弱性がなく監査結果に問題がないことを確認した。
SlowMistがソースコード等を監査した結果、大きな脆弱性は認められず、監査結果に問題がない

ことを確認した。
ー

Beosin（Chengdu LianAn）Technologyは、コーディング規約、セキュリティ、ビジネスロジッ

クなどの側面からスマートコントラクトの監査を行った結果、Chainlinkのコントラクトに問題

がないことが確認できた。

参照先：BEOSIN スマートコントラクトセキュリティ調査報告書（2020年12月2日）

ー 大規模な不具合はなし。

ブロックチェーン技術の利用の有無 あり あり あり あり あり あり なし

ブロックチェーンの形式 パブリック型 パブリック型 パブリック型 パブリック型ブロックチェーン パブリック型 パブリック型 −

ブロックチェーン技術を利用しない場合には、その名称 - − ー ー ー ー Hedera Network

利用するブロックチェーン技術以外の技術の内容 - − ー ー ー ー
Hedera Network上のトランザクションはHedera Hashgraphコンセンサス・アルゴリズムによっ

て承認（処理）され、コンセンサス・オーダーが記録される。

価値移転認証の仕組み

台帳形式

価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正

性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真

正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性

を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。

台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者および移転内容の真正性を確認し

て価値移転記録台帳の記録を確定する。

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、価値移転

認証の仕組みは、Ethereumが採用しているPoWに依存する。PoWでは、送信者によって署名が

行われたトランザクションを記録者が受け取り、記録者は、署名の正当性や、トランザクション

データに問題がないかのチェックを行い、ブロックに格納される。その後、インセンティブを目

的とした記録者によってブロックチェーンへの記録が行われる。

価値移転認証の仕組みにPoSを採用している。PoSでは、ブロックの生成や承認の役割を担う記

録者が利用者及び移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定する。記録者とし

て選出されるためにはSOLをステーキングする必要があり、記録者が悪意のある行動を取った際

にはスラッシュ（没収）が行われる。従って、記録者による攻撃のインセンティブを防ぎ、セ

キュリティの向上が行われている。

Hedera Network上のトランザクションはHedera Hashgraphコンセンサス・アルゴリズムによっ

て承認（処理）され、コンセンサス・オーダーが記録されるところ、ノードは自らのアカウント

内のHBARトークンの保有量に応じて投票を行うことができる（proof-of-stake）。HBARトーク

ンの保有量が多いノードほど、上記コンセンサス・アルゴリズムにおいて決定力を有する。

価値記録公開/非公開の別 公開 公開 公開 公開 公開 公開 公開

保有者個人データの秘匿性の有無 なし なし あり あり なし なし あり

秘匿化の方法 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 公開鍵と秘密鍵による暗号化 ー 公開鍵と秘密鍵による暗号化 暗号化

価値移転ネットワークの信頼性に関する説明

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ

−ン）および記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多

数の記録者のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除

し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）お

よび記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者の

ネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保す

る。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および

記録者による多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワーク

への参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳群（ブロックチェ−ン）および記録者に

よる多数決をもって移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへの参加を得るこ

とによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性を確保する。

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、記録者の

信用力はEthereumに依存する。記録者は誰でもなることができ、広く分散している為、ネット

ワークに参加する個々の信用力ではなく全体の信用力から説明すると、記録者の一部が結託をし

て悪意ある判断をする可能性は否定できないが、合理的な判断をすることによって得られるイン

センティブが大きくなるように設計されている為、大多数の記録者が結託し悪意ある判断を行

い、51%攻撃等を行う可能性は極めて低く、信用力を維持しているといえる。

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、価値移転

の管理状況に関する監査は、Ethereumに依存する。

Solanaブロックチェーン上に発行されている暗号資産である為、コンセンサスアルゴリズムは

Solanaブロックチェーンが採用しているPoS及びプルーフオブヒストリー（PoH）、タワーBFT

に依存している。タワーBFTはPBFTのPoHに最適化ものであり、ネットワークの過半数が投票

していると考えられるフォークに投票し続けることが記録者の利益になる。また、PoS型のブ

ロックチェーンでもあるため、記録者として選出されるためにはSOLをステーキング（担保とし

てロック）する必要があり、記録者が悪意のある行動を取った際にはスラッシュ（没収）が行わ

れる。従って、記録者による攻撃のインセンティブを防ぎ、セキュリティの向上が行われてい

る。

HederaはHashgraphコンセンサスアルゴリズムに加え、ステーキングのために一部Proof-of-

Stakeを導入している。各ノードがコンセンサス時の仮想投票に必要なHBARをステーキングでき

る仕組みとなっており、”Proxy Staking” というプロトコルによって、ノードをホストしていない

ユーザもステーキングに参加することができる。悪意のある攻撃者がコンセンサスを妨害するに

は、ネットワーク全体の1/3を超える額をステークする必要があり、現在のHBARの分配状況を見

ても、ほぼ実現不可能だと考えられる。

記録者の数 13（2023年8月23日時点） 1団体 Ethereumの記録者に依存

SKYトークンが依存するEthereumネットワークには、11,748ノード（2025年９月17日 時点）存在する。

参照先：

https://etherscan.io/nodetracker

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、Ethereum

の記録者について確認をした結果、約12,661人であることが確認できた。

参照先：https://etherscan.io/nodetracker（2025年11月27日）

Solanaの記録者に依存
32(2026/2/19時点)

URL:https://hashscan.io/mainnet/nodes/table

記録者の分布状況 13（2023年8月23日時点）
ハードウェアを含む必要な要件を満たすことで誰でも記録者としてネットワークに参加する

ことができる。しかし、記録者の特定は困難である。
不特定 不特定

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、記録者の

分布状況は、Ethereumに依存する。Ethereumの記録者は世界各国に分散しており、主な分布状

況は米国42%、中国16%、ドイツ7%であることが確認できる。

参照先：https://etherscan.io/nodetracker（2025年11月27日）

不特定 不特定

記録者の主な属性
ハードウェアを含む必要な要件を満たすことで誰でも記録者としてネットワークに参

加することができる。
記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 誰でも自由に記録者になることができる。

SKYトークンが依存するEthereumネットワークでは、32ETHを専用コントラクトに入金し、実行クライ

アント、合意クライアント、バリデータという3種類のソフトウェアをそれぞれ実行することで、誰でも

記録者としてネットワークに参加することができる。ただし、記録者の特定は困難である。

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、Ethereum

の記録者について確認をした結果、ハードウェアを含む必要な要件を満たすことで誰でも記録者

としてネットワークに参加することができる。しかし、記録者の特定は困難であるといえる。

不特定、誰でも自由に記録者になることができる 様々な業界並びに国及び地域に所在する

記録の修正方法 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることに

よって、個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としてい

る。

記録者が合意し、各記録者が保管する台帳の修正を自ら行う。 記録者が合意し、各記録者が保管する台帳データの修正を自ら行う。

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、記録につ

いてはEthereumに依存する。基本的には、トランザクションが記録者によって承認されると修

正を行うことはできない。

ネットワーク上のノードが特定のフォークに投票するたびに、投票はスロットと呼ばれる一定期

間のハッシュに制限される。現在のネットワークの設定では、1つのスロットに約400ミリ秒の

時間が設定されている。400ミリ秒ごとにネットワークはロールバックポイントを持っている

が、それ以降の投票を行うたびに、その投票をアンロールするまでにネットワークが停止しなけ

ればならない時間が2倍になる。

記録の修正は想定されない。

記録者の信用力に関する説明

L1であるEthereumに準ずる。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であるこ

とによって、個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の

基礎としている。また、個々の信用力に関しても、不正を防ぐために、記録者は参加

要請があった時に参加しないと報酬を受け取れず、不正な行動をとるとステークして

いるETHが没収される仕組みとなっているため、不正な行いは経済合理性に欠ける

仕組みとなっている。

なし
記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、

個々の記録者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十分に多数であることによって、個々の記

録者の信用力に頼らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、記録者の

信用力はEthereumに依存する。記録者は誰でもなることができ、広く分散している為、ネット

ワークに参加する個々の信用力ではなく全体の信用力から説明すると、記録者の一部が結託をし

て悪意ある判断をする可能性は否定できないが、合理的な判断をすることによって得られるイン

センティブが大きくなるように設計されている為、大多数の記録者が結託し悪意ある判断を行

い、51%攻撃等を行う可能性は極めて低く、信用力を維持しているといえる。

Solanaブロックチェーンにおいて、記録者には誰にでもなることができ、広く分散している為、

ネットワークに参加する個々の信用力ではなく全体の信用力を記述する。記録者の一部が結託を

して悪意ある判断をする可能性は否定できないが、記録者として活動するためには担保として

SOLのステーキングが必要であり、スラッシュ（没収）の仕組みも実装されている。これによっ

て記録者が悪意ある判断を行う合理的なインセンティブが発生しないように設計が行われてい

る。

Hedera Networkの運営に関連して、様々な業界並びに国及び地域に所在する29の企業をメン

バーとする運営評議会により、①運営評議会において、Hedera Networkのガバナンスに係る重

要事項を決定するとともに、②Hedera Network上のトランザクション上の承認（処理）を行う

か否かを決定し、また、各トランザクションに係るコンセンサス・タイムスタンプ及びコンセン

サス・オーダー・ヒストリーについて合意するにあたり、Hedera Hashgraphコンセンサス・ア

ルゴリズムを行うサーバーを稼働させる。

価値移転の管理状況に対する監査の有無 なし なし - なし
LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、価値移転

の管理状況に関する監査は、Ethereumに依存する。
なし なし

監査を実施する者の氏名又は名称 - ー - ー - ー −

直近時点で行われた監査年月日 - ー - ー - ー −

その監査結果 - ー - ー - ー −

（統括者に関する情報） なし ー -

記録者の統括者の有無 - なし なし なし なし なし なし

統括者の名称 - ー - ー ー ー −

統括者の所在地 - ー - ー ー ー −

統括者の属性 - ー - ー ー ー −

統括者の概要 - ー - ー ー ー −

価値移転ネットワークの脆弱性に関する特記事項

L1であるEthereumに準ずる。

ステークされたETHの3分の2以上を保有していれば、記録台帳を改竄することで発

行プログラムを改変することができる。

多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を用

いることによって、記録台帳を改竄することで発行プログラムを改変することができる。

記録者が結託もしくは単独でその時点における計算能力の半分を上回る計算能力を得ることで、

記録の変更が可能である。

Ethereumに依存する。

ETHの総ステーク量の2/3以上を悪意のバリデータが占有することでネットワークの妨害が可能になる

が、バリデータは多数で、かつ十分に分散しているため、実現可能性は極めて低い。

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、価値移転

ネットワークはEthereumが採用しているPoWに依存する。PoWでは、悪意を持った記録者が

51%以上存在する場合は、正常に価値移転の記録がなされない可能性がある。但し、ノードは

2025年11月27日時点で全世界に約12,661存在しており各国に分散している為、51％を支配するの

は非現実的であるとともに、相応のコストが発生する。また、過去に価値移転記録の改竄などの

不正は見つけることができなかった。

参照先：https://etherscan.io/nodetracker（2025年11月27日）

価値移転ネットワークはSolanaブロックチェーンが採用しているコンセンサスアルゴリズムであ

るPoS、PoH及びタワーBFTに依存する。BEOSIN社による監査の結果、SOLの価値移転に関し

て脆弱性は見つけることができなかった。

多数の記録者が結託することによって、記録台帳を改竄し発行プログラムを改変することができ

る。第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。

保有情報暗号化技術の脆弱性に関する特記事項
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことが

できる。
第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 なし なし ー 第三者に秘密鍵を知られた場合には、利用者になりすまして送付指示を行うことができる。 なし

発行者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 - - なし 分散型のため発行者破綻なし。ただしプロトコルが失敗することによる価値喪失の可能性がある。

発行者が破綻した場合であっても基本的にLINKはEthereumブロックチェーン上に残り正常に稼

働する。発行者が破綻した際の価格への影響は、破綻時のプロジェクトの進捗具合による。

Chainlinkネットワークが機能しなければ、LINKの用途も生まれないため、価格への影響は大き

いと考えられる。但し、SmartContract Chainlink Limited SEZCが開発を主導するChainlink

ネットワークは既に多数のブロックチェーンプロジェクトに機能統合がされており、世界最大規

模の分散型オラクルネットワークにまで成長していることから破綻が起きる可能性は低いと思わ

れる。

なし なし

価値移転記録者の破たんによる価値喪失の可能性に関する特記事項 - 分散化する前にOptimism PBCが破綻した場合は価値喪失の可能性はある。 ERC-20であるためEthereumに依拠する
価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値移転の記録が停止し、価値が喪失する可能性があ

る。ただし、ノードは各国に分散しており、全てが同時に破綻する可能性は極めて低いと考えられる。

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、価値移転

記録者はEthereumに依存します。価値移転記録者の全てが同時に破綻した場合は、価値移転の

記録が停止し、価値が喪失する可能性があります。ただし、ノードは各国に分散しており、全て

が同時に破綻する可能性は極めて低いと考えられます。また、ノード数は2025年11月27日時点

で全世界に約12,661存在しているため、価値移転記録者の一部が破綻した場合であっても、価値

移転作業に影響はないと考えられます。

参照先：https://etherscan.io/nodetracker（2025年11月27日）

ー なし

移転の記録が遅延する可能性に関する特記事項
処理能力を上回る取引がブロックチェーン上で行われた場合、もしくは、処理能力

が極端に低下した場合には、遅延が生じる可能性がある。

トランザクションが過度に増大すると台帳への記録がされにくくなり、最終的に移転の記録

が相当遅れるか、キャンセルされる場合がある。

・Ethereum上のトランザクションが過度に増大すると台帳への記録がされにくくなり、最終的

に移転の記録の遅延またはキャンセルが発生する可能性がある。

・多数の記録者が結託し、あるいは既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を用い

ることによって、記録台帳を改竄することで発行プログラムを改変することができる。

処理可能なトランザクションを上回る量の取引がブロックチェーン上で発生した場合に遅延する可能性が

ある。

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、価値移転

記録はEthereumが採用しているPoWに依存する。PoWは、1秒当たりに処理可能なトランザク

ション数（TPS）が約15TPSとなっており、これを大きく上回るトランザクションが発生した場

合、記録処理が追い付かなくなり移転の記録が遅延する。実際に、2017年末にCryptoKittiesとい

うアプリケーションがローンチされた際にトランザクションが大量に発生したために、移転記録

の遅延が頻発した。このようにEthereumは現状最も多くのユーザーが参加するネットワークの1

つであり、アプリケーション数も多いことから遅延が発生する可能性は他のネットワークよりも

高いと考えられるが、解決策としてEthereum2.0構想の開発が進められており、コンセンサスア

ルゴリズムをProof of Stake（以下、PoS）へ移行し、Sharding等の記録処理能力を高めるアッ

プデートによって性能を向上させる為に日々開発が進められていることが確認できる。

ー なし

プログラムの不具合によるリスク等 に関する特記事項
ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆弱性があった場合に

不正に資産が盗み取られるリスクがある。

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆弱性があった場合に不正に資

産が盗み取られるリスクがある。

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などにより新たに生じた脆弱性を利用し、データ

が改竄される等のリスクはある。

未検出のプログラムの脆弱性やプログラム更新などにより新たに生じた脆弱性を利用し、データが改竄さ

れる等のリスクはある。

LINKには、過去に発生したプログラムの不具合は存在しません。また、BEOSIN社がEthereum

上で発行されているLINKのスマートコントラクトの監査を行った結果、LINKのスマートコント

ラクトには既知の脆弱性は見つかりませんでした。

参照先：BEOSIN スマートコントラクトセキュリティ調査報告書（2020年12月2日）

ブロックチェーン上にデプロイされたコントラクトコードに脆弱性があった場合は、不正に資産

が盗み取られるリスクがある。
なし

過去に発生したプログラムの不具合の発生状況に関する特記事項 -

2022年6月9日に2,000万OP（23.4億円相当）が不正に取得された。

本件はOptimism側がエアドロップを受け取るユーザーがスムーズに手続きできるようにデ

ジタル資産のマーケットメイカー「Wintermute」に協力を依頼しその際、Optimism PBC, 

Optimism Foundationのファンドから2,000万OPを送金。事前にテストで2回送金し、問題

ないことをWintermuteが確認した上で、残り全てを送金していたが、Wintermuteが送金先

として提供したアドレスが、L1のEthereum用のアドレス（マルチシグ）で、まだ

Optimismのネットワーク上にデプロイされていなかったことが要因で攻撃されたが1,700万

OPは返却された。

なし

2024年1月に、Ethereumクライアントの一つであるNethermindに致命的なバグが発生し、バリデータの

約8 %が一時的に停止したが、数時間以内に修正パッチが適用されネットワークは継続稼働した。この事

例は、クライアント多様性の重要性と迅速な運用対応の能力を象徴するものと言える。

LINKには、過去に発生したプログラムの不具合は存在しません。但し、Ethereumブロック

チェーンは、過去にDAO事件と呼ばれるスマートコントラクトの脆弱性をついたハッキング事件

が発生しました。このハッキングによって大量のETHが流出することとなり、それを無効とする

為にEthereum Foundationはハードフォークを実施しました。ハードフォークに対してコミュニ

ティ内で意見が分かれ、結果としてEthereum Classic（ETC）が誕生しました。

ー なし

非互換性のアップデート(ハードフォーク）の状況 なし なし なし

SKYはEthereum上に存在するERC-20トークンであり、そのベースとなるEthereumは、過去に非互換性

の重大アップデート（ハードフォーク）を経験している。代表例として、ETHとETCに分かれるハード

フォークが起きている。

LINKは、Ethereumブロックチェーン上に発行されているERC677トークンである為、非互換性

アップデートはEthereumに依存する。
ー なし

今後の非互換性アップデート予定 - - なし

SKYはEthereumネットワーク上のERC-20トークンであるため、Ethereum本体における非互換性アップ

デートの影響を受ける可能性がある。現在予定されているものとしては、2025年第3〜第4四半期に実施予

定の「Fusaka」ハードフォークがあり、Dencunからの発展機として、Layer-2のスケーラビリティや新し

いEVM形式（EOF）導入などが議論されている。

なし ー なし

正常な稼働に影響を与えたサイバー攻撃の履歴 - なし なし − ー ー なし

価格データの出所
出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/ja/currencies/arbitrum/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/currencies/optimism-ethereum/

CoinMarketCap (2025年7月31日時点)　

https://coinmarketcap.com/ja/currencies/Cratos/

出所：CoinMarketCap

URL：https://coinmarketcap.com/ja/currencies/sky/

出所：Cryptocurrency Market Capitalizations

URL：https://coinmarketcap.com/ja/currencies/chainlink/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/ja/currencies/official-trump/

出所：CoinMarketCap

URL:https://coinmarketcap.com/ja/currencies/hedera/

１取引単位当たり計算単価（ドル基準、例：＄1.000.001） $0.3259（2025/7/2時点) $0.5329（2025/7/2時点) $0.0002272 $0.05807（2025年10月22日時点) $13.36（2025/11/27時点) $5.36（2026/1/9時点) 0.09888 USD/HBAR(2026/2/19時点)

１取引単位当たり計算単価（円基準、例：￥100.000.001） ¥46.79（2025/7/2時点) ¥76.49 (2025/7/2時点) ¥0.03399 ￥8.81（2025年10月22日時点) ¥2087.89（2025/11/27時点) ¥843.1（2026/1/9時点) 15.34 JPY/HBAR(2026/2/19時点）

ドル/円計算レート 1ドル/143.61円（2025/7/2時点) 1ドル/143.57円（2025/7/2時点)   ¥149.93/ドル(2025年7月31日時点) 1ドル/151.74 円（2025年10月22日時点) 1ドル/156.30円（2025/11/27時点) 1ドル/157.17 円（2026/1/9時点) 154.94円/ドル（2026/2/19 時点）

四半期取引数量（協会加盟会員合計、現物、単位は百万円） ー ー - ー ー ー
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